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序 文

千葉県では，首都圏域の人口増加に伴い住宅供給の安定を図る目的で，県営住宅の建設を進

めてきましたが，千葉市生実の地にも建設が計画されました。当地域には早くから生実城跡を

はじめとして多くの遺跡が所在することで知られておりました。

そのため，千葉県教育委員会では，建設計画地内の遺跡の取扱いについて，県(住宅課)・県

土地開発公社と十分協議を重ねた結果，記録保存の措置を講ずることとなり，その発掘調査は

財団法人千葉県文化財センターが実施することとなりました。

発掘調査は，昭和56・57年度に実施し，その結果，奈良・平安時代の大集落跡が発見されま

した。この成果は，隣接する千葉東南部ニュータウン予定地内において発見されている同時期

の集落跡の発見とあいまって，当地域の古代史・文化の一端を解明するのに大きく寄与するも

のと考えられます。

このたび，資料の整理を完了し，調査成果の報告書を刊行する運びとなりました。本書が学

術資料としてはもとより，埋蔵文化財の保護や本県文化史の普及啓発等のために広く一般の

方々に活用されることを望んでやみません。

最後に，千葉県住宅課および千葉県土地開発公社の御協力と千葉県教育庁(文化課)，千葉市

教育委員会の御指導，助言に対しお礼を申し上げるとともに，極寒酷暑の中で調査に協力され

た調査補助員の皆様に心から謝意を表します。

昭和58年3月

財団法人千葉県文化財センター

理事長今井 正
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1.本書は，千葉県土地開発公社が計画する，北生実県営住宅建設事業に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告書である。

2.発掘調査は，千葉県土地開発公社の委託を受け，千葉県教育委員会の指導のもとに，昭和

56年10月1日から昭和57年6月30日まで実施した。また，整理作業及び報告書作成作業は，

昭和57年 7月 1日から昭和57年12月31日まで実施した。

3.発掘調査は，調査部長 白石竹雄，部長補佐中山吉秀(昭和56年10月1日~昭和57年3

月31日)，天野努(昭和57年4月 1日.......)，班長山田常雄(昭和56年10月1日~昭和57年

3月31日)，三森俊彦(昭和57年 4月1日.......)の指導のもとに主任調査研究員 深津克友(昭

和56年10月 1日~昭和56年11月30日)，調査研究員藤崎芳樹(昭和57年 1月4日~昭和57年

3月31日)，加藤正信(昭和56年目月 1日~昭和57年3月31日)，白石浩，榊原弘二(昭和

57年4月1日.......)，横山仁(昭和56年10月1日~昭和56年11月30日)が担当した。

4.整理作業及び報告書作成作業は，調査部長 白石竹雄，部長補佐天野努，班長三森

俊彦の指導のもとに，白石 浩，榊原弘二が担当した。原稿執筆は，下記の分担で行った。

白石浩 11，IV-3.......6， V， VI-2・3(1).......(6)・(8)

榊原弘二 1， 11， III， IV-1・2，VI-1・3(7) 

5.本遺跡の遺跡コードは，大道遺跡201-029，生実城跡201-030である。

6.発掘調査から本書の刊行に至るまで，千葉県教育庁文化課，千葉県土地開発公社の関係者

各位をはじめとして，多くの方々から御指導・御助言をいただいた。また， i北生実村絵図」

については千葉県立中央図書館，調査前航空写真については日経コンサルタント株式会社の

御好意により本書に掲載することができた。各々記して謝意を表したい。

7.本遺跡の調査後の航空写真は，写真家森昭氏に委託した。

8.本書における遺構・遺物の実測図は各種目ごとに下記のとおり縮尺を統一してある。

住居跡 平面図・土層断面図・エレベーション 1/80 

カマド平面図・土層断面図 1/40 

土墳 平面図・土層断面図 1/80 

斜面造成部平面図 1/320 

谷津部土層断面図 1/400・1/80

先土器関係遺物出土状況図・土層断面図 1/80 

生実城跡平面図・土層断面図 1/160 

遺構配置図・トレンチ配置図・グリッド配置図 1/1，000 遺跡地形図 1/2，000 



遺物土器 1/4 土製品・石製品・鉄製品・石器 1/2 

9.挿図中に示した記号は，下記のとおりである。

住居跡関係 ・土器企鉄製品 ・石製品

先土器関係 ・玄武岩 ・チャート 企安山岩 ロ頁岩 0黒曜石ムメノウ@砂岩

画粘板岩圃珪質頁岩⑨石英*不明

遺 物 IlIUBI土師質須恵器 jiiiiiiiim.須恵器 .......赤彩範囲・縄文土器は繊維を含む土器

土器表関係 法量・遺存度の項中，上段は口径，中段は器高，下段は底径を示す。また各々

の( )は復元径，残存高である。また，ロクロ水挽き成形(右)はロクロ右

回転， (?)は回転不明を示す。

10.方位はすべて国家座標北を基準とした。また，住居跡の主軸方位は，カマド付設壁に直角

に通る方位と国家座標北とのなす角度で表した。
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1 .遺跡の位置と環境

地理的環境

大道遺跡は，千葉市生実町 2，425番地他に所在する。

遺跡は，千葉市南部の現在の海岸線より約 3km内陸に位置し，東京湾から内陸部に向って

侵入する谷(生実谷と仮称…註 1)から樹支状に開析された赤井支谷(谷津)の南側台地上に

あり，さらにこの台地は小さな谷津(小支谷)により舌状を呈している。

調査区は，この台地の中央を横切る国鉄外房線の南側部分の約 12，500m'と南西側の谷津(小

支谷)部分の約 6，000ばである。台地の中央部(調査区西端)は平坦で，西側の縁辺部に向かつ

ては緩やかに傾斜し，縁辺部から低地にかけては急傾斜(一部斜面が造成されテラス状になっ

ている)になる。標高は台地中央(調査区西端)で約 25m，低地で約 12m，比高差 13mを測

り，谷津の奥部へ行くほど比高差はせばまってくる。調査に入る以前の台地の状況は，雑木・

雑草が繁茂し，部分的に耕作がみられた(図版 1)。周辺は小規模な宅地開発が進んでおり，旧

状が徐々に失なわれつつある。

考古学的環境

本遺跡の周辺には多くの遺跡が存在している。「千葉市史J(註2)によると，生実谷から樹

支状に派生した小支谷に面した台地上(本遺跡と同様の立地条件)には，多くの集落跡・古墳

群・貝塚等が所在し，それらは周知の遺跡とされている。また，本遺跡の南東 1kmのところ

には住宅・都市整備公団による千葉東南部ニュータウンの建設予定地があり，当センターが 600

haにも及ぶ広大な同用地内に所在する遺跡の発掘調査を実施している。

先土器時代に関しては，六通金山遺跡(註3)，県立コロニー内遺跡(鈴子遺跡) (註4)等

があげられる。六通金山遺跡においては，局部摩製石斧・石核・剥片等が出土しており，層位

的には第IV------V層・ VII層と数枚の文化層が確認されている。他には馬ノロ遺跡，南二重堀遺跡

(註5)で遺物が検出されている。しかし，調査例は現在のところ少なし本地域における石

器群の様相等は必ずしも解明されているとは云えない。

縄文時代に関しては，小金沢貝塚・木戸作貝塚をはじめ多数の貝塚の存在があげられる。し

かし，本遺跡からは縄文時代に伴う貝塚・住居跡等の検出はなく，少量の遺物が採集されたの

みである。

弥生時代に関しては，大森第2遺跡(前出註 1)があげられる。しかし，本遺跡からは当該

期の遺構・遺物は認められなかった。

古墳時代以降は古墳群や大集落跡が形成されるようになる。これは樹支状に開析された谷津
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1 .大道遺跡 2.番後台遺跡、 3.種ヶ谷津遺跡 4.榎作遺跡

5.高根田(仁戸名)遺跡・古墳群 6.瓜作遺跡 7 .藤葉遺跡

8.谷津遺跡、 9.荒立遺跡 10.向台遺跡 11.大森第2遺跡

12.有吉遺跡 13.高沢遺跡 14.南二重堀遺跡、 15.有吉南遺跡

16.鎌取遺跡 17.木戸作遺跡 18.椎名崎遺跡、 19.伯父名台遺跡

20.刈田子台遺跡 21.大厳寺古墳 22.愛宕古墳 23.赤井古墳群

24.榎作古墳群 25.北生実古境群 26.生浜古漬群 27.大覚寺山古墳

28.七廻塚古墳 29.八人塚古墳 30.上赤塚古墳群 31.椎名崎A古墳群

32.椎名崎B古墳群 33.生実城跡(北小弓城跡) 34.小弓城跡

35.有吉城跡

や村田川により形成された沖積平野を背景とする生産基盤の確立が，大きく社会に変革をもた

らすようになったからと思われる。

古墳時代の集落跡としては，有吉遺跡から鬼高期の住居跡50軒ほど検出されているほか(註

6 )，大森第 2遺跡，種ヶ谷津遺跡，椎名崎遺跡，高根田遺跡等からも住居跡が検出されてい

る。また，古墳も本地域では濃密度に分布し，前期古墳としては大覚寺山古墳・七廻塚古墳が

所在し，後期古墳としては隣接する北生実古墳群(大道古墳群)をはじめとして，各支谷には

さまれた台地上に数多くの古墳群が確認されている。これら集落跡と古墳群との有機的関係を

今後考えていく必要があろう。

歴史時代に関しては，奈良・平安時代の集落跡・中世の城跡があげられる。

奈良・平安時代の集落跡は，本遺跡をはじめとして隣接する番後台遺跡，種ケ谷津遺跡ほか

ほとんどの台地で確認されるようになる。調査が行われた遺跡として有吉遺跡，大森第2遺跡，

高沢遺跡等があげられ，多数の住居跡等の遺構が検出されている。本地域では，以上のように

この時代の集落跡が数多く確認されているが，今後集落聞の有機的関係・生産基盤としての場

の解明を考えていく必要があろう。

中世の遺跡としては，城郭遺構があげられる。今回調査の一部対象となった生実城跡(北小

弓城跡)や小弓城跡・有吉城跡が本地域に存する。城跡の概要等についてはV.生実城跡の発

掘調査の項を参考されたい。

註 1 栗本佳弘他 「大森第2遺跡Jr京葉J鯛千葉県都市公社 1973 

註2 千葉市史編纂委員会 「千葉市史 史料編 1J千葉市 1976 

註3 関口達彦他 「千葉東南部ニュータウン 11 六通金山遺跡J糊千葉県文化財センター

1981 (本遺跡より約 3km南東に位置する)

註4 菊池真太郎他 「千葉市誉田県立コロニー内遺跡」側}千葉県文化財センター 1976 

註 5 糊千葉県文化財センター 「千葉県文化財センタ一年報No.6J 1980 

註6 種目斉吾他 「千葉東南部ニュータウン 3 有吉遺跡第 1次」

側千葉県文化財センター 1975 
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II.発掘調査の経過と方法

大道遺跡・生実城跡の発掘調査は，昭和 56年 10月1日より昭和 57年6月30日まで実施し

た。大道遺跡は約 10，000m'の台地部，約 6，000m'の谷津部，および谷津に至る約 2，500m'の

台地斜面部より成り立っている。このため各々の地形上の特徴に合わせた調査方法が必要と思

われた。

台地上はまず当事務所建設予定地部分(調査区北東端)の調査より開始した。まず初めに人

手によりソフトローム層までの状況を調べたところ，表土層である黒色土層は 20~30 cmと浅

く，しかも耕作等による撹乱が激しいことが判明した。そのため，重機(パックホー)を用い

て表土を遺構確認面であるソフトローム層上面まで除去した。この後遺構精査を実施した結果，

竪穴住居跡3軒の存在が確認された。住居跡調査終了後埋めもどしを行い，事務所建設予定地

の調査を終了した。この事務所予定地の遺構確認と台地上の土器の散布状況から，台地全面に

わたって住居跡等の遺構が存在する事が想定された。このため台地部分については，表土を全

面ソフトローム層上面まで除去し，遺構精査を実施する事に決定した。また台地斜面部分には，

調査前から人工的な斜面造成の跡が認められたため，台地上からの連続した土層観察用ベルト

を数ケ所設定して，重機により表土除去を実施する事とした。

この結果，台地上には古墳時代末から平安時代にかけての集落跡が存在する事が判明した。

また台地斜面部についても台地上の住居跡とほぼ同時期の住居跡が確認された。斜面部分は，

数度にわたる人為的な斜面造成が実施され，最初の造成により斜面部分に平坦面が造成されて，

ここに 3軒の住居跡が構築されている事が確認された。

また，谷津部分は地形に従って幅2mのトレンチを，谷津最奥部から 20m間隔で設定して調

査を実施した。各トレンチは人手により地山層，谷津中央部では湧水層まで各層毎に発掘した。

しかし谷津部分では遺構は確認されなかった。谷津奥部北側の緩斜面まで一部トレンチを拡張

して遺構精査を実施したところ住居跡が確認された。このため，この緩斜面についても全面ソ

フトローム層まで表土除去し遺構精査を実施する事とした。その結果， 6軒の住居跡が確認さ

れた。また，谷津部分のトレンチは土層断面状況の観察後，エレベーションを作成し調査を終

了した。その後安全対策上の面からただちに埋めもどしを実施した。

遺構の調査は，基本的に土層観察用のベルトを残し，覆土中の遺物を取りあげつつ発掘した。

土層断面図作成後，ベルトを除去し，床面精査の後，周溝・柱穴等を完掘した。写真撮影後，

床面出土遺物状況図，平面図，エレベーションを作成し，遺物を取りあげた。カマド部分は，

両袖，天井部分を基本的に残して発掘し，土層断面図を作成した。その後遺物出土状況，袖等

の遺存状況の写真撮影，平面図作成を実施した。遺物を取りあげた後，袖，天井部を除表しつ

- 5 -
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つ断面観察を行い，掘り方の写真撮影，平面図作成を実施して調査を終了した。

058号住居跡内の員層調査は，平面的な員層の分布を記録し，各層位毎の貝の組成を確認し

た。なお，中央部の比較的遺存良好な純貝層地点で， 20cm四方の柱状サンプルを設定し， 5cm

毎の厚さでサンプルを採集した。

台地南側斜面部分は，粘質土の地山層まで表土除去し，遺構精査を実施した。土層断面図は

台地上から斜面部まで通して作成したが，特に斜面下部の状況を注意して記録した。

確認された住居跡は，台地上の調査方法に従って実施した。その他の遺構については随時土

層観察用のベルトを設定して実施した。

先土器時代の調査は，台地全域(一部斜面を含む)お

よび谷津奥部北側の緩斜面部を対象とした。調査は，発

掘調査区の基本杭に従って 40X40mの方眼網を設定し

行うことにした。この方眼網を大グリッドとし，北一南

列を I・2・3……，西一東列をA・B・C……とし，

それぞれのグリッドを 3G・4G等と呼称した。さらに

この大グリッドを 5X5mの小グリッド 64区画に分割

した(第 5図)。まず確認調査として， 4小グリッドおき

に2X4mのテス卜・グリッドを設定し，武蔵野ローム

層上面まで掘り下げた。そして，遺物の検出されたグリッ

ドについては，本調査へ移行してその周囲を拡張し遺物

。。

。，

16 

24 

32 

40 

48 

56 

4G 

。ー 02 03 04 05 06 。7

〈ーL

63 

第5図小グリッド分割図

の分布状況を把握することに努めた。この結果， 3ケ所でユニットが検出され，写真撮影を実

施した後遺物出土状況図，土層断面図を作成し調査を終了した。

生実城跡の確認調査は，対象地が東向きの斜面であることから，地形に従って幅 2mのトレ

ンチを 6本設定して実施したが，この斜面の上段には幅 3m程の農道があるため，斜面の上段

から 1m程余裕をもってトレンチを設定した。この結果斜面の大部分に現代の撹乱が認められ

た。北側3本のトレンチから溝状遺構が認められたが性格不明である。また南側のトレンチの

平坦部分で若干の落ち込みが認められたため， トレンチの拡張を実施して遺構精査を実施した

が，明僚な遺構は検出されなかった。各トレンチは土層断面図・平面図を作成し，写真撮影後

調査を終了した。結果として，本来の調査目的である生実城跡空堀り造成に伴う斜面造成の状

況は明確にし得なかった。

8 -
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111.標準層序

層序は台地平坦面・斜面と層厚・様相が巽なっているが，本遺跡では，調査区において台地

平坦面の最高点近く，また先土器時代の遺物の集中地点にも近い 3G-54グリッドを標準層序

として示した。

層位の名称については，佐倉市星谷津遺跡(鈴木他 1978)以後，下総台地の呼称法が統一の

方向で行われており，本遺跡もこれに準拠した。

第 I層表土層。黒色腐植土。 3G-54

第II層 黒褐色土層。本遺跡の場合，地表面から第II層下部まで

30~40cm と浅いため遺存は僅かで、ある。

第四層 黄褐色軟質ローム層。いわゆるソフト・ロームと呼ばれ

ているが，台地平坦部と斜面部では厚さが異なる。この層からの石

器の出土はない。

第IV・V層 明褐色ローム層。いわゆるハード・ローム層になる。

クラックの発達が著しし乾燥すると壁面が数 cm単位ではがれ落

ちていく。 IV・V層と肉眼的には分類できなかったが， V層の存在

を想定し，星谷津遺跡以来の呼称法を継承する。

第VI層 黄褐色ローム層。鍵層として姶良丹沢ノfミスが検出され

る層だが，本遺跡では明確にブロックとして帯状には認められず¥

乾燥するとやや白味を帯びる少量の火山ガラスを含む層として認識

される。

第VII層 褐色ローム層。粘性があり比較的ハードな層で、第II黒

色帯として認識されている層である。本遺跡では，先土器時代の遺

物が多量に検出されている。

第VIII層 黄褐色ローム層。上層よりやや軟らかくなる。立111ロー

ム最下層。

第IX層 褐色ローム層。やや粘性で、粘性が強い。武蔵野ローム

最上層。

第X層 褐色ローム層。上層よりやや硬質になる。

第刃層 暗褐色のローム層。やや軟質になる。

第XII層焦茶色粘質土層。

TcL 
ML 

第8図標準層序 (YJo)



IV.大道遺跡の発掘調査

1.先土器時代の調査

先土器時代の調査は，試掘調査 (2x 4 mグリッド)により 4ケ所で遺物の出土が見られ，

その地点を拡張して本調査を行った。この結果，明確な遺構等は検出されなかったが，遺物(石

器・剥片類・蝶片等)の集中地点が3ケ所で面的・層位的に範囲が捉えられ，この遺物の集中

地点をユニットと称することにした。

本遺跡のユニット内においては，剥片・砕片・石核が卓越しており，数例の接合関係が認め

られた。しかし，異なるユニット聞では接合関係は認められなかった。また，単独出土はみら

れなかった。

検出された各ユニットの出土状況・出土遺物は以下のとおりである。なお，本報告において

は遺物の大半が剥片・砕片のため，石質別に報文・出土状況図を作製し，石核・石器等は出土

状況図においては全点図示した。

第 lユニット

3F~3Gグリッドにかけて 271 点出土しており，長径 30 m，短径 10mの広がりをもっ。

遺物は全体に散らばっていて，とくに 3F 39・3G 32グリッド付近・ 3G 11グリッドに良好

なまとまりをもっ。遺物は，第VI層から第VII層で検出され，確認調査後，この範囲を 370rn'に

わたって本調査を行い第VIII層まで全面的に掘り下げた。本調査にあたり遺物の出土が認められ

なかった第IV・V層の中ほどまでは，パックホーにより掘り下げ，以下下層の調査を進めた。

遺物総数 271点のうち，加工痕のある剥片 8点，使用痕のある剥片 3点，敵打器 1点，石核

11点，自然瞭 5点，接合資料6例で，他は剥片・砕片である。剥片・砕片もそのほとんどが斉

一性のない剥離である。石材の種類も多様で、，玄武岩 73点，安山岩 53点，チャート 41点，頁

岩 37点，珪質頁岩 27点，黒曜石 10点，石英 19点，粘板岩 1点，砂岩4点，メノウ 5点であ

る。

遺物の出土は上述のように広範囲にわたり認められているが，これらの遺物はある程度群と

してまとまりをもっているため，本ユニットを 3群としてとらえ，それぞれ I群・ II群・凹群

として表示した。以下，各群ごとに出土状況，遺物を述べることにする。

第 l ユニット I 群(第 9~12 図，図版 52 ・ 81~83)

出土状況 3 F 31・49・47，3 G 24・32グリッドにかけて出土しており，一部分布が密であ
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る。層位は第VII層である。

出土遺物 製品別に分類すると，加工痕のある剥片(5 円形掻器， 12・21)，使用痕のあ

る剥片(1・2)，敵打器 (18)，石核(6・10・11・14・15・20・22a， 23 a)，石刃(3 ) ， 

接合資料3例(7・22・23)，自然醸 4点(径 3cm以下)で，他は剥片・砕片である。石材別

には，チャート 19点，石英 5点，黒曜石 7点，珪質頁岩 3点，頁岩 15点，安山岩 14点，砂岩

4点，玄武岩 45点，メノウ 5点，粘板岩 l点の総計 118点である。石材の割合では玄武岩が 40%

を占めている。

チャー卜 (1~5) 1・2は使用痕のある剥片である。 lは表面両側縁・下端の 3方向か

ら剥離を行い，裏面は打面転移を行い上端から剥離されている。下縁から側縁にかけて刃こぼ

れが認められる。 2は表面に自然面を残し，表面から裏面にかけて 900の打面転移が行われてい

る。右側縁に刃こぼれが認められる。 3は両端を欠くが，両側縁・稜の平行なこと，側縁の延

長状態から石刃と思われる。 4は石刃状剥片と思われ，両側縁と稜がやや平行していて，両設

打面の痕跡を残す。 5は円形掻器と思われ，断面三角形を呈し，表面の縁辺部と裏面の縁辺部

の一部に調整剥離が施されている。

石英 (6 ) 横長不整剥片石核で，打面が残らず，打面が存在した側縁側が鋭利になってい

る。

黒曜石(7 ) 接合資料。 1点の剥片が折断されたのが接合したものである。側縁に調整の

ための小剥離があり，調整剥離を行う際に折れたものと思われる。

珪質頁岩(8・9) 剥片。 8は表面に自然面を残し，裏面の上端に調整された打面をもっ。

9は表面の上端・側縁に打面をもち，裏面は上端に打面をもっ。打面はともに直接自然面に打

撃をして剥離が行なわれている。

粘板岩(10) 石核で，一部に自然面を残す。剥離は層面にそって平行かあるいは直角に行

われている。

頁岩 (11~13) 11は石核で，打面は自然面・剥離した面を使用し，位置をかえて多方向か

らの剥離が認められる。12は加工痕のある厚い剥片で，側縁に調整剥離によるノッチがはし〉る。

13は剥片で，表面から裏面へ 900の打面転移が行われている。

安山岩 (14~17) 14・15は石核で，ともに自然面を残し，多方向からの剥離が観察され

る。 16・17は剥片である。 16は打面部分が欠損している。 17は表面から裏面へ 900の打面転移

が行われている。

砂岩 (18・19) 18は半割の円醸で，側縁に敵打痕と思われる小さな凹凸が認められ，敵打

器として使用されたと考えられる。19は剥片で，自然面を残し，平坦に調整された打面をもっ。

玄武岩 (20~24) 20は扇平な石核で，打面を転移して各方向から剥離が行われ，横長剥片

を得ている。 21は加工痕のある剥片で，両縁部から調整を行し〉上端を突出させている点から，

p
h
d
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錐状の工具として使用されたものと考えられる。 22は，縦長剥片で，表面は自然面を残し 2条

の剥離が行われている。

23は接合資料。 aは石核で，多方向からの剥離が視察される。接合した剥片との剥離過程

は， Cが打面再生剥片で，不規則になった打面を再生して平坦な打面を作出している。。この打

面を利用して 1・2回剥離が行なわれたのち， bが剥離され縦長剥片となり， aの石核が残さ

れる。図式で示すと，原石→……→c(打面再生剥片)→O(縦長剥片)→ b (縦長剥片)~

a (残核)となる。

24は接合資料。剥離過程は，原石から剥離が数回行なわれたのち，不規則になった打面を b

の剥離により打面再生して平坦な打面を作出している。この打面を利用し 1・2回制離が行わ

れたのち， cのやや厚い剥片が剥離される。その後打面を数mm移動し 1回剥離され， aが残核

となる。図式で示すと，原石→……→b(打面再生剥片)→O→C→O吟 a (残核)となる。

第 lユニッ卜 II群(第 13・14図，図版 53-1・84・85-1) 

出土状況 3 G 16~18 ・ 24 ・ 25 グリッドにかけて出土しており，一部分布が密である。層位

は第VII層である。

出土遺物 製品別に分類すると，加工痕のある剥片(2・13・11・14)，石核(1・10)で，

他は剥片・砕片である。石材別には，チャート 1点，黒曜石2点，石英9点，珪質頁岩 21点，

頁岩 9点，玄武岩 19点，安山岩6点である。総数 67点のうち 31%を珪質頁岩， 28%を玄武岩

が占めている。

チャート(1 ) 石核で，長径 3.5cm，高さ 2cmを測る。多方向から剥離が行われていて，

一連の剥片作業の終了した残核としてとらえられる。

黒曜石(2 ) 上端部の側縁を調整し，突出した刃部を作り出していて，錐状の工具と思わ

れる。

石英(3・4) 3・4ともに剥片で，不純物の混入で剥離が不明瞭である。 4は厚手の剥片

で表面は数方向からの剥離が認められる。

珪質頁岩 (5~10) 5~9 は剥片で，表面は多方向から剥離が行われている。 10 は石核

で，上下両端および側面に打面をもっ複設打面石核である。

頁岩 (11・12) 11は加工痕のある剥片で，裏面の左側縁に 1回の大きな扶入状の調整剥離

が，また表面上部にも調整剥離が施され，側縁を鋭利なものにしている。 12は剥片で，打面は

作出せずに直接自然面に打撃を加えていて，表面の剥離は上下両方向から行なわれ両設打面の

痕跡をもっ。

玄武岩 (13~16) 13・14は加工痕のある剥片である。 13は先端部を欠くが，両縁からの調

整で突出した断面三角形の刃部をつくりだしていて錐として使用されたものであろうか。 14は

- 21 -
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裏面右側縁に 1回の大きな挟入状の調整剥離が施されている。 15・16は剥片でともに自然面を

残す。 16は表面から裏面へかけて打面転移が行われている。

安山岩(17) 剥片で表面に自然面を残し，平坦に調整された打面をもっ。

第 l ユニット III群(第 15~17 図，図版 53- 2・85-2・86・87-1)

出土状況 3 G 10・11グリッドを中心として出土しており，分布密度は高い。層位はVII層中

心で第VI層にも認められる(第 15図の垂直分布図は，西側の遺物がやや上位置にドットされる

傾向にあるが，旧地形(第VI・VII層)の傾斜によるもので，調査時の平面的観察によればその

ほとんどがVII層である。)。

出土遺物 製品別に分類すると，加工痕のある剥片(4 )，使用痕のある剥片(1 )，石核 (10

a )，接合資料3例，自然醸 1点で，他は剥片・砕片である。石材別には，チャート 21点，安

山岩 33点，頁岩 13点，石英5点，玄武岩9点，珪質頁岩3点，黒曜石 1)点，不明 1点の総計

86点である。石材の割合では安山岩が 38%，チャートが 24%を占めている。

チャート(l ~3) 1は使用痕のある剥片で，表面は多方向から剥離されている。右側縁

に刃こぼれが認められる。 2は接合資料。 1つの剥片が折断されたものが接合したもので，表

面右側面のなかほどに打撃を加えて折断している。 3は剥片で，表面から裏面に分けて 90。の打

面転移が行われている。

安山岩 (4~8) 4は加工痕のある剥片で，表面下端に扶入状の調整剥離が施されている。

5~8 は表面に自然面を残す剥片で， 5・6・8は平坦に調整された打面をもち， 7は自然面

に直接打撃を行い剥離している。

頁岩 (9~1l) 9は剥片で，表面は両側縁から剥離が行われていて，裏面は打面を上端に

転移し自然面に直接打撃を行っている。

10は接合資料。 aは石核で，一部自然面を残し上下・側面に打面をもっ複設打面石核であ

る。 bは打面調整剥片で， bを剥離したのち剥離面を打面として数回剥離が行われた痕跡をも

つ。

11は接合資料。石核はなく，剥片6点からなる。 bとc，dとeの接合は，剥離技術による

ものでなく，不純物のところで折れて飛散したものである。 fはaを母岩から剥離する際に一

緒にはがれ，飛散したものと考えられる。剥離過程は，母岩から (d• e)の剥離・ (b・C)

の剥離を行い，つぎに母岩から aを剥離するために，平坦な打面を作出する剥離が行なわれ，

この打面により aが母岩から剥離(この際に fも一緒に剥離される)されたものと考えられる。
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第17図第 1ユニット III群出土遺物 (II) (Y2) 

第 2ユニット(第 18図，図版 54-1・87-2) 

出土状況 4 G 03・04グリッドにかけて 11点出土しており，南北 5m，東西 3mの広がりを

もつが，散漫に分布している。層位は第VII層(第II黒色帯)である。

出土遺物 剥片・砕片 10点，円陳 1点の総数 11点という貧弱なユニットである。石材は，

同一母岩から剥離されたと考えられる玄武岩7点と，チャート 3点(内 1点円醸)，安山岩 1点

である。

玄武岩(l ~3) 1~3 はともに自然面を残し， 1・2は自然面に直接打撃をして剥離を

行い， 3は調整された打面をもっ。

チャート(4) 不定形の剥片である。
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第 3 ユニット(第四~21 図，図版 54- 2・88・89)

出土状況 4 G 15・23， 4 H 08・09・16・17グリッドにかけて 68点出土しており，長径 12

m，短径 5mの広がりをもっ。 4G 09グリッドにやや集中しているほかは，全体的に散らばっ

ている。層位は第VII層中心で第VI層にも一部認められる。

出土遺物 製品別に分類すると，敵打器 2点 (16・17)，石核 2点(2・15)，加工痕のある

剥片 2点(1・14)，使用痕のある剥片(4・5・8b)，接合資料2例(8・12) で，他は剥片・

砕片である。石材別には，玄武岩 33点，粘板岩 7点，チャート 9点，珪質頁岩 9点，安山岩 5

点，砂岩 2点，黒曜石 1点，メノウ l点，不明 1点で半数を玄武岩がしめている。

珪質頁岩 (1~ 3) 1は加工痕のある横形剥片で，側縁に細部調整(ノッチ)で刃部が設

けられている。 2は石核で，一部自然面を残し，両側縁の方向から剥離が行われている。 3は

表面に自然面をもっ調整段階の剥片である。

チャート (4~8) 4・5・8bは使用痕のある剥片である。 4は大型の剥片で，下端か

ら側縁部にかけて刃こぼれが認められる。 5は横形剥片で，側縁部に著しい刃こぼれが認めら

れる。 8bは縦長剥片で，大端部に刃こぼれが認められる。 6• 7は縦長剥片で，頭部に調整

された打面をもっ。 8は接合資料。左側縁に自然面を残す。剥離順序は母岩から aを剥離し，

打撃点を約 lcm右に移動し bの剥離が行がわれている。

玄武岩 (9~12) 剥片。 9は表面に自然面を大きく残し，作出された打面をもっ。 10はわ

ずかに自然面を残し，表裏面とも同一打面から剥離されている。 11は横長剥片で，打面を作出

せずに自然面に直接打撃を行い剥離されている。 12は接合資料。 1点の剥片が折断されたのが

接合したものである。

粘板岩(13) 横長剥片で，表面には自然面を大きく残し，調整された平坦な打面をもっ。

安山岩(14・15) 14は加工痕のある剥片で，裏面左側縁に調整剥離(ノッチ)により刃部

が設けられている。 15は石核で，一部に自然面を残し，多方向から剥離が行なわれている。 14・

15は質・色が同一で同一母岩からのものと思われる。

砂岩 (16・17) 敵打器。円陳(直径 7cm，5.5cm )の側縁に敵打痕による小さな凹凸が

認められる。器面には研摩痕はない。
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第21図第3ユニット出土遺物(II)(Yz) 

ユニット外出土遺物(第 22図・図版 90)

住居跡覆土中から 5点石器等が出土しており，すべて原位置を失っている。

1.尖頭器(石槍) 頁岩。完存。両面調整が行われている。表裏面とも一部に第 1次剥離

面を残し調整剥離が全面にまでは及んでいない。基部に若干の扶り込みが認められる。先土器

時代終末期か縄文時代草創期の所産と思われる。長さ 7.2cm，最大厚1.1cm，最大幅 2.2cm。

2.尖頭器 チャート。先端部を欠く。調整は片面のみで，その断面は三角形を呈する。現

存長 3.6cm，最大厚 0.8cm，最大幅1.5cm。

3.尖頭器 チャート。先端部を欠く。形状は先端・基部共に尖り，器体中央がなめらかな

曲線を描く。現存長 3.6cm，最大厚 0.8cm，最大幅1.3cm。

4.剥片 黒曜石。表面は上端と左側縁から剥離が行われている。裏面左側縁に刃こぼれが

認められる。

5.剥片 頁岩。厚い大形の不定形の剥片である。
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第 1表第3ユニット石材別資料分類表

石 あ加 あ使 敵 石 剥 剥そ 剥 石 自 正E』コ 接
る工 る円 器 片 片の 片 tE』1 

打
( 

然
剥痕 剥痕 図 砕他 資

材 片の 片の 器 百十
版

片の 言十 核 醸 計 料) 

珪質頁岩 I 1 l 6 7 1 9 

チャート
3 

3 3 6 9 1 3 

玄武岩 5 28 33 33 l 

粘板 岩 1 6 7 7 

安山岩 I l 3 3 5 

砂 岩 2 2 2 

メノウ l 1 1 

不 明 1 1 l 

1E』コ 計 2 3 2 7 10 48 58 2 67 2 
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第 2表第 1ユニット石材別資料分類表

石 あ加 あ使 高支 石 石 剥 剥そ 剥 石 自 l口』 接

る工 る用 器 片 片の 片 lE』1 

剥痕 剥痕
t丁 図 砕他

然
資

材 片の 片の 器 計 刃
版 片の 計 核 醸 計 手ヰ) 

第 I群 玄武岩 1 7 34 41 3 45 2 

安山岩 2 10 12 2 14 

チャート 円形掻器 1 2 3 1 1 11 13 3 19 

頁 岩 1 l 12 13 1 15 

珪質頁岩 3 3 3 

黒曜石 2 5 7 7 I 

砂 王ιょ王J 1 1 1 2 1 4 

石 英 4 4 1 5 

粘板岩 1 1 

メノウ 5 5 5 

小計 1 0種類 3 2 1 6 1 14 85 100 8 4 118 3 

第II群 玄武岩 2 2 2 15 17 19 

安山岩 1 5 6 6 

チャート 1 1 

頁 石ιL< 1 l 7 8 9 

珪質頁岩 5 15 20 1 21 

黒曜岩 1 1 1 l 2 

石 英 2 7 9 9 

小計 7種類 4 4 11 50 61 2 67 

第III群 玄武岩 9 9 9 

安山岩 1 1 4 28 32 33 

チャート 1 1 3 16 19 1 21 1 

頁 岩 8 4 12 l 13 2 

珪質頁岩 3 3 3 

黒曜岩 1 1 1 

石 英 5 5 5 

不 明 1 1 1 

小計 1 1 2 15 67 82 1 l 86 3 

総計 8 3 1 12 l 40 202 243 11 5 271 6 
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2 .縄文時代

今回の調査では縄文時代に属する遺構は検出されず，遺物(土器・石器等)が少量出土した

のみである。

土器(第 23図 1~11，図版 90-2)

I類(早期) 1 ~ 5 

1.貝殻条痕文系土器。表裏面とも員殻(ハイガイ orSca.ρharca属)による横位の条痕，

口唇部には貝殻腹縁による斜位の刺突が施されている。

2.貝殻条痕文系土器。 表裏面とも貝殻(ハイガイ orScaPharca属)による縦位の条痕

が施されている。

3.表面はナデ仕上げ後，器面に 3本ないし 4本の沈線が縦位に施されている。裏面は貝殻

条痕を施文後ナデ仕上げを行っているために条痕が磨り消されている。繊維を多く含み，器肉

は比較的厚く，大型の土器になると思われる。

4.尖底土器底部。縦方向にナデ仕上げ。尖底部が厚い。繊維をわずかに含む。

5.尖底土器底部。縦方向にナデ仕上げ。繊維を含む。

11類(前期) 6・7

6.波状沈線文が施されている。浮島式土器に比定。

7 .竹管による三角の刺突的文様が施されている。浮島式土器に比定。

皿類(中期) 8~10 ※註

8. 口縁部に沈線による渦巻文が施されている。加曽利EII式。

9.胴部に沈線による懸垂文，沈線聞は磨消縄文。加曽利EII式。

10. 口縁部に二列の列点文が施されている。加曽利EIII式。

IV類(後期)11

11. 口縁部無文帯，その下に縄文，沈線が施されている。

石器(第 23 図 12~15，図版 90- 2) 

12.石鯨。頁岩。基部がわずかに湾入する。加工はやや雑である。

13.石鯨。黒曜石。先端部を欠く。基部がゆるやかに湾入する。

14.打製石斧。石灰質砂岩。円醗片を用いていて，両面に自然面を残す。剥離調整は表面左

側縁と刃部に施されている。右側縁には敵打による潰痕がみられ，円離のまま敵打器として利

用されたのち，剥離を施し刃部を形成して打製石斧に転用したものであろう。

15.石皿。安山岩。楕円形を呈する石皿の破片で，内面・裏面ともよく磨り減っている。

※註加曽利E式の細分は I・II.III期区分法による。
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3.竪穴住居跡の調査

001号住居跡(第 24・25図)

プランは長軸 4.0m，短軸 3.4mの東西に長い長方形を呈し，主軸方向はN-300-W，ロー

ムへの掘り込み 10"，，20cm，面積1l.9m'を測る。カマドは北壁中央に構築されている。周溝は

幅 20cm，深さ 15cmを測り，ほぽ平坦で、壁下に全周している。柱穴は 4本確認されたが，床

面からの掘り込みは浅く，また配置も不規則である。床面は中央部分がやや踏み固められてい

たが，全体的にやや不明僚であった。また床面には焼土と炭化材がかなり集中しており，焼失

家屋と推定された。

本住居跡は平面プラン確認の段階で、やや東西に細長い住居跡と想定されたが，写真撮影前の

床面清掃時に，東西の周溝の内側に新たに古い周溝の存在が確認された。この周溝は南側周溝

に結がった。この周溝から判断すると，もともとは 1辺 3.2m""3.4 m程度の方形の住居跡で

あったと推定される。この周溝を埋めて貼床を構築している事から，住居を拡張したものと思

われる。南壁中央に確認された落ち込みは，土層観察の結果，本住居構築以前の遺構と判断さ

れたが，遺物は認められず性格は不明である。

遺物出土状況は，カマド周辺にやや目立つ程度であり，焼失家屋としては遺物の出土量は少

ない。

カマド

カマドは北壁中央に構築されている。両袖は黄褐色の山砂を主体にして構築されていた。右

袖は幅 28cm，高さ 20cm，壁より 56cm，左袖は幅 16cm，高さ 20cm，壁より 52cm遺存

していた。両袖の基底面は，床面とほぼ平坦でありこの上面に厚さ 16cm程の灰白色粘土で基

底部を構築し，更に山砂を盛って作られている。右袖部分は，周溝部分を掘りすぎたためか，

構築以前に周溝部分をローム粒を含む黄褐色土で床面と同レベルに埋めもどしている。煙道部

の壁への掘り込みは壁外へ 24cm，幅 40cm，掘り込み角度は 68。を測る。燃焼部，火床部分は

床面を 20cm程掘り下げている。カマド天井部分は遺存していなかった。

001-1・2はカマド手前の床面出土。 3の砥石， 4の軽石， 5の紡錘車ともに周溝側の床面

出土である。 001号住居跡ピット計測表

番号 長径cm 短径cm 深さcm 性格

P-1 52 40 17 主柱穴

P-2 24 20 22 主柱穴

P-3 24 24 6 柱穴

P-4 20 20 15 不明

P-5 136 120 62 不明
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001号住居跡土層説明

1. 暗褐色土層 ローム粒多量。

2. 黒褐色土層 ローム粒・炭化物多量。

3. 黒褐色土層 2層よりローム粒多い。

4. 黒褐色土層 山砂・焼土粒少量。

5. 明褐色土層 ローム粒多量。

6. 貼床土層 ローム粒・ロームブロック多量。

7. 黒褐色土層。

8. 明褐色土層 ローム粒多量。炭化物少量。

9. 黒褐色土層 ローム粒・炭化物多量。

10. 暗褐色土層 ローム粒少量。しまり良好。

11. 明褐色土層 ローム粒多量。しまり弱い。

12. 暗褐色土層 ローム粒多量。しまり弱い。

13. 明褐色土層 ロームブロック含む。しまり弱い。

' 4M 

5| 協~ 0同住居跡カマド土層説明

1. 黒褐色土層炭化物含む。

2. 黒褐色土層 炭化物多量。

3. 赤褐色土層 燐土プロック多量。

4. 赤褐色土層 焼土粒・山砂少量。

5. 赤褐色土層焼土多量。

6. 赤褐色土層 焼土粒少量。山砂多量。

7. 灰褐色土層 山砂多量。

8. 黄褐色土層 ローム粒を含む。

24.80 

' 1M 

第24図 001号住居跡・カマド CYso'~o) 
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第25図 001号住居跡出土遺物(~.7D 

001号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 事 (15.0叩)1/4 口縁部内外面ヨコナデ。頭部下 砂粒・スコリア少量。

1 ( 4.0cm) 1/4 半~体部へラケズリ。 良。

内面ナデ。 暗褐色。

土師 聾 頚部内外面ヨコナデ。体部へラ 砂粒・スコリア・雲母

2 (13.伽)1/4 ケズリ。 少量。良。

内面へラナデ。 褐色(外)。黒色(内)。

3 砥 石 凝灰岩製。一端を欠く。 4面に使用痕。頚部に金属切痕が認められる。一部風化して

いる。

4 軽 石 浮岩。長さ12.6αn，幅10.0α10一部に加工痕を認める。

5 
紡錘車 滑石製。下径4.Ocm，上径2.5αn，厚さ1.8cm，孔0.8倒。上面・底面に放射状の加工痕，

側面には波状の擦痕が残る。

- 40-



002号住居跡(第 26・27図)

プランは一辺 6mのほぼ正方形を呈し，主軸方向はN-460
- E，面積は 35.1m'，ロームへの

掘り込み 12cmを測る。当遺跡の住居跡の中では大型のものである。周溝は確認されなかっ

た。ピットは 7本確認され， P-l， P-3， P-4， P-7が位置関係，深さから主柱穴と

推定される。 P-2，P-5， P-6のピットは主柱穴よりやや浅い。床面は中央部，カマド

前部分がやや踏み固められていたが，全体的に床面は軟弱であった。また，床面には焼土の他

に，炭化材が多く散乱していた。この中でも中央に遺存していた径 20cm程の 4本の炭化材

は，位置的に主柱穴に付属する柱材かあるいは上部構造の梁材の可能性が高い。南東壁中央の

壁下に確認された P-8のピットは，深さ 45cm，長軸 100cm，短軸 70cm程度の長方形を

呈し，貯蔵穴と想定される。またこのピットの北西側に，ハードロームを掘り残して扇形に広

がる，幅 2m，高さ 10~15 cmの小マウンド状遺構が確認された。この扇形の小マウンド中に

は，幅 10cm，深さ 5~6cm 程の溝が掘り込まれていた。このマウンドは当住居の入り口に付

属する遺構と想定される。おそらくこの小マウンドと溝は，住居跡内部に至る外部からの階段

状のものを支える遺構と思われる。 P-8のピットはそうした階段直下に構築された貯蔵穴と

して機能していたと推定される。

カマド

カマドは北東壁のやや東側に構築されている。袖部分は山砂を主体としており，右袖が幅 20

cm，高さ 20cm，壁より 88cm，左袖は幅 40cm，高さ 6cm，壁より 52cm遺存していた。

煙道部の壁への掘り込みは認められなかった。火床部分には，径 50~60cm，深さ 15cm程の

円形のピットが確認された。このピットの上面から 5cm程下面に，かなりまとまった焼土層

が認められた。また左袖中央の下面に浅いピットが確認された。

遺物出土状況は，カマドとその周辺に土器がやや集中している程度であり，全体的に量は少

量であった。 002-12はP-8， 1・2・6・11はカマド， 5・8・9・12は覆土上層，他は

床面出土の遺物である。 002号住居跡ピット計測表

002号住居跡出土土器数量表
番号 長径cm 短径叩 深さcm 性格

器形 部分 須恵 土師 小言十
P-1 28 28 63 主柱穴

坪 口縁部 4 4 P-2 40 32 32 小ピット

底部
P-3 36 28 78 主柱穴

聾 口縁部 7 7 P-4 32 32 61 主柱穴

底部
P-5 32 24 34 小ピット

椀 口縁部 1 1 P-6 44 40 30 小ピット

小計 。12 
合計

12 

P-7 36 32 67 主柱穴

P-8 108 68 45 貯蔵穴

41 
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002号住居跡土層説明

1. 暗褐色土層 ローム粒少量。

2. 褐色土層 ローム粒・炭化物少量。
3. 暗褐色土層 4. 黒褐色土層
5. 褐色土層 6. 黄褐色土層
7. 黒褐色土層炭化物含む。
8. 黒褐色土層

2 4_6 0 

' 

' 4M 

002号住居跡カマド土層説明

1. 黄褐色土層 山砂小量。

2. 黒褐色土層 山砂少量。

3. 褐色土層 焼土少量。

4. 黒褐色土層 山砂多量。

5. 褐色土層 山砂少量。

6. 褐色土層 焼土微量。

7. 黒褐色土層 山砂微量。

8. 暗褐色土層焼土粒多量。

9. 黄褐色土層 ロームプロック含む。

ーM

第26図 002号住居跡・カマド (Y80・%ω
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002号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 坪 15.4叩完形 口縁部内外面ヨコナデ。体部~ 砂粒・スコリア・雲母 内外面赤彩。

1 6.0四 底部へラケズリ。 少量。良。

丸 底 内面ナデ。 茶褐色。

土師 均= 15.4αn 2/3 口縁部内外面ヨコナデ。体部~ 砂粒・スコリア・雲母 内外面赤彩。

2 5.2cm 2/3 底部へラケズリ後ナデ。 少量。良。

やや丸底 1/1 内面ナデ。 茶褐色。

土師 杯 16.0α1 2/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・雲母・鉄分少量。 内外面赤彩。

3 5.伽n 2/3 リ後ナデ，へラミガキ。 良。

丸 底 1/1 内面ナデ。 茶褐色。

土師 士不 15 Ocm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア・雲母 内外面赤彩。

4 ( 4.5佃) 1/3 リ後ナデ。 少量。鉄分やや多い。

内面ナデ。 良。

土師 土不 (15.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア少量。 内外面赤彩。

5 ( 5.0叩)1/3 リ後ナデ。 良。

- t少 内面ナデ。 茶褐色。

土師 杯 15.0叩 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒多く，スコリア・ 内外国赤彩。

6 6.伽n 2/3 リ後ナデ。 雲母少量。良。

丸底 1/4 内面へラナデ。 茶褐色。

土師 士不 14.0cm完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・

7 5.2cm リ後ナデ。底部へラケズリ。 雲母少量。普。

4.7，叩 内面ナデ。 茶褐色。

土師 境 13.2α1完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒やや多く，スコリ 内外面赤彩。

8 7.0叩 リ後ナデ。 ア・雲母少量。普。

丸 底 内面へラナデ。 茶褐色。

土師 高士不 (27.4叩)少 3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリアやや多く，砂 内外面赤彩。1
9 ( 9.2叩)1/3 リ。 粒少量。良。

内面へラナデ後ナデ。 赤褐色。

土師 聾 17.8cm完形 口縁部内外面ヨコナデ。体部へ 砂粒やや多く，スコリ

10 ( 4.0αn) ラケズリ後一部ナデ。 ア・雲母少量。良。

8.0cm 内面へラナデ。 暗褐色。

土師 費 体部~底部へラケズリ後ナデ。 鉄分・スコリア多く，

11 ( 4.0叩) 内面へラナデ。 砂粒少量。普。

8.0叩 1/2 明褐色。

土師 要 体部~底部へラケズリ後ナデ。 砂位・スコリアやや多

12 ( 6.0叩) 一部へラナデ。 く雲母少量。普。

7.0佃 2/3 内面ナデ。 黒色。
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003号住居跡(第 28・29図)

本住居跡は台地調査区北東端に位置し，北側Ys(カマド部分含む)は未調査である。

プランは一辺 4.4m程のほぽ方形と推定される。ロームへの掘り込みは 20cm，主軸方向N

13'-Eと推定される。周溝は壁下に全周するものと思われ，幅 28cm，深さ 12cmを測る。

ピットは 4本確認された。 P-l， P-2， P-3が主柱穴と思われる。

遺物出土状況は， 1・2・6 (万子)は床面直上， 5 (鎌)は床面より 13cm浮いた状況で

出土， 3・4は覆土よりやや上層の出土である。 003号住居跡出土土器数量表

003号住居跡ピット計測表

番号 長径cm 短径cm 深さcm 性格

P-1 88 45 主柱穴

P-2 88 52 48 主柱穴

P-3 82 52 23 主柱穴

P-4 116 68 43 不明
L一一一

器形 部分 須恵 土師 小計

坪 口縁部 l 19 20 I 

底部 4 4 

聾 口縁部 1 5 6 

底部 4 4 

坪蓋 口縁部 1 1 

合計
小計 3 32 

35 
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第28図 003号住居跡 (%0)

003号住居跡土層説明

l.黒褐色土層 しまり良好。

2 .黒褐色土層焼土粒少量。

3.黒褐色土層 2層より焼土粒多い。

4.暗褐色土層 ローム粒多量。しまり良好

5.暗褐色土層 ロームブロック含む。

6.暗褐色土層 ローム粒多量。

7 .褐色土層 ローム粒・焼土粒少量。

8.黄褐色土層 ソフトローム粒多量。

9.黄褐色土層 ローム粒多量。粘性強い。
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番号 種類 器形

須恵 杯

1 

土師 杯、

2 

土師 巧:

3 

土師 費

4 

鎌(鉄)

5 

6 万子(鉄)

6 
， ， ， 

。

4 

第29図 003号住居跡出土遺物(Y:i'~) 

003号住居跡出土遺物

法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調

14.0cm完形 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。底 石英を主体とした砂粒

4.6cm 部~底部周辺回転へラケズリ。 -雲母多く，スコリア

8.2倒 内面ナデ。 少量。普。灰白色。

(14.0佃)1/4 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ 砂粒少量。スコリア多

( 3.7仰)1/4 ラケズリ後へラミガキ。 い。良。

やや丸底 1/4 内面へラミガキ。 暗茶褐色。

(14.0叩) 1/4 内面及び口縁部ナデ後へラミガ 砂粒微量。スコリア少

( 3.2cm) 1/4 キ。体部~底部へラケズリ後へ 量。良。

ラミガキ。 茶褐色。

23.0αn 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア多く，

( 9.5cm) リ。 雲母微量。普。

内面へラナデ。 黄褐色。

3 

10CM 

も

備 考|

ロクロ水(右挽~J
き成形

切り離し技

法不明。

一部二次焼

成を受ける。

完存(欠損は出土時)。現長13.0cm.全体にわずかに内襲撃し，研ぎ減りしている。

中央で身幅2.4cm.棟幅0.35cm.基部は直角に折り曲げている。現存重量51.3g。

完存(欠損は出土時)。身部の長さ5cm.幅0.85cm.棟幅0.3cm.茎部で幅0.65cm.厚さ0.2叩

- 46 
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004号住居跡(第 30・31図)

本住居跡は 005号住居跡の北西コーナ一部を切って構築されている。

プランは長軸 5.6mx短軸 5.2mのやや南北に細長い長方形を呈する。主軸方向は N

70-E，面積は 28.0m'，ロームへの掘り込みは 40cmを測る。ピットは主柱穴と思われる

4本が確認された。周溝は幅 16cm，深さ 6cmを測に壁下に全周する。

床面は壁際を除き全体によく踏み固められていた。壁の立ちあがりはほぼ垂直に近く，遺存

状況は良好と判断された。

遺物出土状況は，床面出土，遺物は少し実測し得た土器はほとんどが覆土下層出土のもの

である。

カマド

カマドは北壁中央に確認された。全体的な遺存状況は良好で，天井部も厚さ 20cm程遺存し

ていた。天井部と両袖は黄褐色の山砂を主体として構築されている。右袖は幅 32cm，高さ 32

cm，壁より 60cm，左袖は幅 40cm，高さ 34cm，壁より 52cmそれぞれ遺存していた。煙

道部の壁への掘り込みは，幅 115cm，壁外へ 50cm，掘り込み角度は 400を測る。煙道部は天

井部との間 10cm程度を測り，壁外 50cmに煙出し部分が確認された。火床部分は，径 50

cm，深さ 8cm程の浅いピット状であれ覆土中は焼土を主体として灰を多く含んでいた。ま

た両袖部分の山砂は，壁外への掘り込みの両端にまで及んでいた。カマド内からは遺物はほと

んど出土していない。 004号住居跡出土土器数量表

004号住居跡ピット計測表

番号 長径cm 短径cm 深さcm 性格 l

P-1 100 100 83 主柱穴|

P-2 100 76 61 主柱穴 l

P-3 104 68 75 主柱穴

P-4 80 64 73 主柱穴

004号住居跡土層説明

1 .黒褐色土層

2 .暗褐色土層 ローム粒少量。

3.暗褐色土層 2層よりローム粒多量。

器形 部分 須恵 土師 小計

士不 口縁部 2 21 23 

底部 1 1 2 

聾 口縁部 2 8 10 

底部 4 4 

会H 書山+ 
小計 5 34 

39 

004号住居跡カマド土層説明

1 .明褐色土層 山砂主体。(天井部分)

2.袖部分の山砂が火を受け赤色化している部分。

3.明褐色土層 焼土少量。

4 .黒褐色土層 1層にローム粒を含む。 4.暗赤褐色土層 焼土ブロックを含む。

5.黒褐色土層 ローム粒・ロームフゃロックを含む 5.赤褐色土層 焼土を主体。

6.褐色土層 ローム粒多量。 6.灰赤褐色土層 灰・焼土多量。

7 .黄褐色土層 ロームブロック・炭化物・焼土を含む。 7.黄褐色土層

8 .褐色土層 ローム粒・ロームブロック・炭化物を含む。 8.明褐色土層 焼土少量。

9.黄褐色土層
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第31図 004号住居跡出土遺物(兄)

004号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須恵 杯 (11.6ω) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 砂粒・スコリア少量。 ロクロ水挽

1 3.5cm 1/3 底部手持ちへラケズリ。 良。 き成形(右)。

7.&m 1/2 内面ナデ。 灰白色。

須恵 珂= (13.4佃)少 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。底 砂粒・スコリア少量。 底部切り離

2 4.0叩 1/2 部~底部周辺手持ちへラケズリ。 普。 し不明。

( 8.0叩) 1/3 内面ナデ。ロクロ水挽き成形。 灰白色。

須恵 杯 (14.加n)1/3 ロ縁部ヨコナデ。体部ナデ。底 砂粒・スコリア少量。 底部回転糸

3 4.0叩 2/3 部手持ちへラケズリ。ロクロ水 良。 切り(?)。

8.2叩 1/1 ロクロ水挽き成形。 暗灰色。

土師 境 (11.加n)少 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ 砂粒少量。スコリア・ 内外面赤彩。

4 7.8cm 1/2 ラケズリ後ナデへラミガキ。 雲母微量。普。

5.0cm 1/1 内面ナデ。 赤褐色。

土師 高杯 杯部と脚部の 外面へラケズリ。内面・部，脚 砂粒少量。

5 接合部のみ。 部ともにナデ。 普。

黒褐色。

土師 杯蓋 体部上半部 1/3 鑑部ヨコナデ後へラミガキ。体 砂粒・雲母少量。スコ 鑑部欠損。

6 部へラミガキ。 リア微量。普。

内面へラミガキ。 黄褐色。

須恵 杯蓋 (16.0cm)少 口縁部ヨコナデ。体部ロクロ右 砂粒・スコリア少量。

7 ( 1.8cm) 1/3 回転へラケズリ。 雲母多い。普。

内面ナデ。 暗灰色。

土師 聾 (27.Ocm) 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・雲母多い。

8 (10.0叩) リ後ナデ。 普。

内面ナデ。 黄褐色。
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005号住居跡(第 32・33図)

本住居跡は北西コーナ一部が， 004号住居跡に切られている。プランは 5.8mX5.6 mのほぼ

方形で，主軸方向S-320-E，面積30.3ぱ，ロームへの掘り込み 15cmを測る。ピットは合

計 10個確認された。 P-l， Pーし P-5，P-9が主柱穴と判断される。 P-2，P 

-3， P-6， P-7， P-8は主柱穴よりやや浅い。 P-10はカマド脇に構築された貯蔵穴

と推定される。周溝は確認されなかった。カマドの位置は，本遺跡の住居跡中一軒のみ南東壁

やや東よりに構築されている。本住居跡発掘中，西壁際の覆土にかなりの焼土が検出され，一

時西壁にカマドが存在すると判断される程であった。 005-1・2の土器はこの焼土中やや床面

近くから出土している。

全体に床面出土の遺物は少量でFあった。また覆土全体に炭化物・焼土が多量にみられること

から焼失家屋の可能性が高いと判断される。

カマド

カマドは南東壁やや東よりに構築されており，壁外への掘り込みは認められなかった。両袖

と天井部はともに黄褐色の山砂を主体として構築されていた。右袖は幅 20cm，高さ 38cm，

壁より 90cm，左袖は幅 22cm，高さ 36cm，壁より 86cm遺存していた。また天井部分も厚

さ 12cm程で良好な遺存状況であった。火床部分は 60cmx40 cm，深さ 12cm程の浅いピッ

ト状を呈し，焼土がブロック状で多量に検出された。また，火床部の壁よりから支脚に使用し

たと思われる高杯の脚部(4)が検出されている。このカマドは壁外へ掘り込みをせず，山砂と少

量の粘土を用いて住居跡の壁よりに全体を構築している。煙出し口は明僚ではなかったが，壁

際に存在した可能性が高い。

また，カマドの位置が南東壁のやや南よりに位置する事から，南東壁中央部の精査を実施し

た。この結果壁外への掘り込みが検出され，その下面に焼土が認められた。この掘り込みは，

壁外へ 34cm，深さ 20cmを測る。壁への掘り込み角度は 37"を測る。この掘り込みは南東壁

中央に付設された当初のカマド煙道部と判断される。再構築されたカマドは，住居の構築後で

あっため壁際の内部構造等の規制を受けて，壁外への掘り込みができなかったものと判断され

る。

005号住居跡出土土器数量表 005号住居跡ピット計測表

器形 部 分 須恵 土師 小計 番号 長径c皿 短径cm 深さcm 性格

杯 i 口縁部 3 7 10 P-1 40 32 72 主柱穴

底部 l l P-2 24 20 22 小ピット

饗 口縁部 16 16 P-3 40 28 52 小ピット

底部 5 5 P-4 44 36 69 主柱穴 l

合計 P-5 40 40 83 主柱穴
小計 3 29 

32 P-6 32 28 52 小ピット
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005号住居跡土層説明

1. 暗褐色土層

2. 黄褐色土層 ローム粒少量。

3. 暗褐色土層 炭化物多量。焼土粒を含む。

4. 赤褐色土層焼土粒多量。

5. 赤褐色土層 4層より焼土多量。炭化物少量。

22.圃岨

。

。

4M 

005号住居跡カマド土層説明

1. 山砂が火を受けて赤色化している部分。

2. 暗褐色土層 山砂少量。

3. 暗褐色土層 2層より山砂多い。

明褐色土層 ロームプロック含む。

黒褐色土層 炭化物粒・焼土少量。

黒褐色土層 5層よりやや黒色味強い。

黄褐色土層

明褐色土層焼土粒・炭化粒少量。

赤褐色土層焼土多量。

赤褐色土層焼土多量。しまり良好。

黄褐色土層 山砂を含む。しまり強い。

。 tM 

第32図 005号住居跡・カマド (Y80.Y40) 
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第33図 005号住居跡出土遺物(V4・ Y2)
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005号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 士不 15.4αn 2/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少 内外面赤彩。

1 6.2cm 2/3 リ後ナデ。 量。良。

丸 底 内面ナデ。 赤褐色。

土師 士宛 (18.0佃)少 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・ 内外面赤彩。

2 ( 9.0cm) 1/5 リ後ナデ。 雲母微量。普。

内面ナデ。 赤褐色。

土師 蔓 頚部ヨコナデ。体部へラケズリ スコリア多く，砂粒少

3 (13.5cm) 1/6 後ナデ。 量。普。

( 6.0cm) 1/3 底部及び内面ナデ。 黒褐色。

土師 高士不 脚部端部ヨコナデ。体部内外面 スコリア多く，砂粒少 やや磨滅。

4 ( 9.0叩) 2/3 ともにナデ。 量。普。 外面赤彩。

褐色。

土師 聾 頚部1/4のみ 頭部内外面ヨコナデ。 スコリア多く.砂粒・

5 雲母・鉄分少量。

良。褐色。

土師 要 体部へラケズリ後ナデ。 砂粒・鉄分少量。

6 ( 8.2cm) 1/5 内面へラナデ。 普。

(6.0) 少 黒褐色。

土師 賓 体部へラケズリ後ナデ。体部下 スコリア多く，砂粒少

7 (16.0cm) 1/2 半~底部へラケズリ。 量。良。

(10.2cm) 1/3 内面ナデ。 暗褐色。

土師 聾 体部~底部へラケズリ。 スコリア多く，砂粒少

8 ( 3.5cm) 内面ナデ。 量。良。

7.2叩 1/1 茶褐色。

土 玉 径3.5cm，高さ3.3cm，孔径0.8cm。両孔縁部がすれている。一部に赤彩を施した痕が

9 みられる。

10 石製品 砂岩。端部のみ残存。両面ともよくすられ平坦で，砥石として使用か。
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006号住居跡(第 34・35図)

本住居跡は， 3.2mX3.0 mの方形を呈し，面積 8.8m'，主軸方向N-400-E，ロームへの掘

り込み 32cmを測る。ピットは認められなかった。周溝は幅 12cm，深さ 5cmを測り，西壁

北側カマド脇に一部確認された。

カマド

カマドは北壁やや西よりに確認された。遺存状況は悪く，両袖，天井部ともに確認されなかっ

た。煙道部の壁への掘り込みは，壁外へ 28cm，掘り込み角度は 40・を測る。掘り方は火床と推

定される部分が 5cm程掘り下げられていた。

006号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計

坪 口縁部

底部

聾 口縁部 3 3 

底部 1 1 

小計 。 4 合計
4 

、:Lノ¥ ¥wj J¥ 
。 10CM 

第34図 006号住居跡出土遺物(弘)

006号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 巧: 14.0αn 1/2 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア・雲母少量。 外面一部黒

1 
4.7cm 1/2 ラケズリ後へラミガキ。内面ナ 良。 班。

丸 底 1/2 デ後へラミガキ。口縁部内面へ 黄褐色。

ラミガキ。

土師 士不 (14.0cm)少 口縁部ヨコナデ後へラミガキ。 スコリア・雲母多い。 赤彩の可能

2 ( 3.0cm) 1/3 体部へラケズリ後へラミガキ。 普。 性が高い。

丸底少 内面ナデ後へラミガキ。 黒褐色。
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006号住居跡土層説明

黒褐色土層 ローム粒少量。

暗褐色土層 ローム粒・焼土粒少量。

暗褐色土層 ローム粒多量。 2層よりやや明るい。

••• 噌

'
A
n
r“
内

包

U

4M ' 

下h

ーで~=ヶ.

23，30 

006号住居跡カマド土層説明

暗褐色土層

暗褐色土層

褐色土層

褐色土層

黒褐色土層

黄褐色土層 ソフトロームプロックを含む。

山砂主体で，一部焼土が多く見られる。

山砂少量。

焼土プロックを含む。

焼土プロック・山砂を含む。
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007号住居跡(第 36・37図)

本住居跡は， 4.5 mX4.4 mのほぼ正方形を呈し，面積 20.2m'，ロームへの掘り込み 36cm，

主軸方向N-3"-Wを測る。ピットは主柱穴である 4個が検出された。周溝は幅 20cm，深さ

12 cmを測り，壁下に全周する。床面の状況は，中央部分で熱を受けて赤く焼土化している箇

所が認められた。全体的に床面はよく踏み固められていた。

床面出土の遺物は，中央部分に比較的多く認められた。

カマド

カマドは北壁中央に確認された。天井部分は崩壊して確認されなかったが，山砂を主体とし

た両袖は比較的良好な遺存状況であった。右袖は，幅 22cm，高さ 24cm，壁より 64cm，左

袖は幅 40cm，高さ 20cm，壁より 64cm遺存していた。燃焼部は明確に確認されなかった。

煙道部の壁への掘り込みは，幅 100cm，壁外へ 24cm，掘り込み角度 24"を測る。中央火床部

分の掘り方は，径 80cm，深さ 14cm程の円形ピット状を呈し，両袖直下に及んでいる。また

周溝もこの中央掘り方ピットの壁側にまで達していた。両袖はこれらのピット，周溝をローム

ブロックを含む黄褐色土を用いて埋めもどして構築している状況が認められた。

遺物出土状況は，カマド内部，カマド周辺部に坪形土器を中心に多くが集中していた。

007号住居跡ピット計測表 007号住居跡出土土器数量表

番号 長径αn 短径倒 深さcm 性格 器形 部分 須恵 土師 小計

P-1 64 56 70 主柱穴 t不 口縁部 15 12 27 

P-2 60 52 74 主柱穴 底部 5 19 24 

P-3 48 42 60 主柱穴 斐 口縁部 4 15 19 

P-4 48 44 77 主柱穴 底部 15 16 

007号住居跡土層説明

1.暗褐色土層

2.暗褐色土層焼土粒少量。

3 .黄褐色土層焼土粒少量。

4.黄褐色土層

5 .褐色土層 粘性強い。しまり良好0'

6.黄褐色土層 ソフトロームブロック。

7 .黄褐色土層 ローム粒を含む。

t干蓋 口縁部 3 3 

甑 端部 1 2 

高士不 底部 I 

合計
小計 29 63 

92 

007号住居跡カマド土層説明

1.褐色土層 山砂を含む。

2.褐色土層 山砂 1層より多い。

3.赤褐色土層焼土粒多量。

4.褐色土層 山砂きわめて多量。

5.褐色土層

6.黄褐色土層 山砂多く，粘性強い。しまり良好。

7 .黄褐色土層 焼土ブロック・焼土粒を含む。

8.褐色土層山砂・ロームブロックを含む。

9.黒褐色土層

10.黄褐色土層 ロームブロックを含む。
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第36図 007号住居跡・カマド (YSO・7'40)
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007号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師質 13.0cm 1/3 口縁部ヨコナデ，体部ナデ。底 砂粒少量。 ロクロ水挽

1 須恵 士不 4.3cm 1/1 部周辺手持ちへラケズリ。 良。 き成形(右)。

7.7cm 1/1 内面ナデ。 明褐色。

土師質 12.7αn 3/4 口縁部ヨコナデ，体部ナデ。底 砂粒少量。 ロクロ水挽

2 須恵 士不 3.9cm 1/1 部周辺手持ちへラケズリ。 良。 き成形(右)。

7.6cm 1/1 内面ナデ。 灰褐色。

土師質 12.6cm完形 口縁部ヨコナデ，体部ナデ。底部・ 砂粒・スコリアやや多 ロクロ水挽

3 須恵 坪 4.6cm 周辺手持ちへラケズゾ。内面ナデ。 い良。 き成形(右)。

7.4cm 底部切り離し不明。 暗褐色。

須恵 (13.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ，体部ナデ。底 砂粒微量。スコリア少 ロクロ水挽

4 士不 4.0cm 1/3 部周辺手持ちへラケズリ。 量。良。 き成形(右)。

8.2叩 2/3 内面ナデ。 青灰色。

土師質 (13.6α1) 1/6 口縁部ヨコナデ，体部ナデ。底 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

5 須恵 士不 4.0叩 1/6 部回転糸切り後底部周辺手持ち 量。良。 き成形(右)。

( 8.4叩) 1/3 へラケズリ。 暗褐色。

土師質 (12.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ，体部ナデ。底 スコリア多く，砂粒・ ロクロ回転

6 須恵 士不 4.6cm 1/3 部周辺手持ちへラケズリ。 雲母少量。普。 方向不明。

( 7.0cm) 1/3 内面ナデ。 暗青灰色。

土師質 体部ナデ。底部周辺手持ちへラ スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

7 須恵 士;i' ( 2.5cm) ケズリ。 内面ナデ。底部切り 量。普。 き成形(右)。

8.0cm 1/1 離し不明。 黒褐色。

土師質 体部ナデ。底部周辺手持ちへラ スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

8 須恵 士不 ( 2.5cm) ケズリ。内面ナデ。底部切り離 量。良。 き成形(右)。

8.0cm 4/5 し不明。 黒褐色。

土師 褒 体部~底部へラケズリ。 スコリア多く，砂粒少

9 ( 1.2cm) 内面ナデ。 量。良。

6.0cm 1/1 暗茶褐色。

土師 聾 (13.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・

10 ( 6.5cm) 
リ。 雲母少量。良。

内面へラナデ。 茶褐色。

土師 聾 (20.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少

11 ( 6.0cm) 量。普。

内面へラナデ。 黄褐色。

土師 要 (11. 6cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒雲

12 ( 3.5cm) 母少量。良。

内面ナデ。 暗茶褐色。

土師 斐 20.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒・雲母

13 (11. Ocm) 1/2 多い。良。

内面ナデ。 茶褐色。

土師 饗 20.0叩 1/1 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリアやや多く，砂

14 (13.5cm) 1/4 粒少量。

内面へラナデ。 暗褐色。

日日巳
d



番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 葱 (24.0佃)1/4 口縁部ヨコナデ。 スコリア・砂粒少量。

15 ( 2.2足m) 良。

暗褐色。

土師 護 体部外面磨滅。内面ナデ。 砂粒・スコリア少量。 外面一部二

16 ( 3.5cm) 普。 次焼成。

8.0cm 2/3 茶褐色。

土師 費 体部外面ナデ。内面ナデ。 砂粒・スコリア多い。 底部に葉痕。

17 ( 5.2cm) 雲母少量。普。

8.0叩 4/5 茶褐色。

土師 要 体部~底部へラケズリ。 鉄分・スコリア少量。

18 ( 3.5cm) 内面ナデ。 普。

3.4叩 1/1 暗褐色。

土師 要 体部へラケズリ。内面ナデ。 鉄分少量。スコリアや

19 ( 5.2叩) 端部へラによる面取り。 や多い。良。

(16.0cm) 1/5 黄褐色。

土師 窪 体部~底部へラケズリ。 鉄分少量。スコリア・

20 ( 4.7αn) 1/4 内面ナデ。 砂粒少量。普。

5.6cm 1/2 茶褐色。

土師 聾 体部~底部へラケズリ。 スコリア多く，砂粒少

21 ( 5.7側)1/4 内面ナデ。 量。良。

5.0ω1/1 暗褐色。

22 勾 玉 滑石製。下端を欠く。
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008 号住居跡(第 38~41 図)

本住居跡は 5.8mX5.5 mのほぼ正方形を呈し，面積 31.5m九ロームへの掘り込み 44cm，

主軸方向N-3'-Wを測る。

周溝は幅 18cm，深さ 5cmを測り壁下に全周する。ピットは合計6個検出された。 Pーし

P-2， P-3， P-5，が主柱穴と判断される。 P-4は主柱穴よりやや深く，形状はやや

細長い。 P-6はカマド脇に設置された貯蔵穴と推定される。

本住居跡は確認時から覆土内にかなりの焼土・炭化物が集中して存在する事が確認された。

覆土発掘中にも数多くの炭化材が各壁の近くに集中して確認された。また焼土の堆積は，特に

カマド周辺が顕著であった。当住居跡は焼失家屋と判断される。

床面はカマド手前，中央部がかなり強く踏み固められており，特に中央部は熱を受けて赤色

化していた。

カマド

カマドは北東壁やや南よりに確認された。両袖は黄褐色の山砂を主体として構築されており，

比較的遺存状況は良好であった。右袖は幅 32cm，高さ 24cm，壁より 106cm，左袖は，幅 20

cm，高さ 28cm，壁より 106cm遺存していた。両袖は燃焼部と思われるカマド中央部分で

やや間隔がせばまっている (30cm程度)。火床部分は最終的に， 60cmx65cm程の方形の掘

り方になった。火床として機能していたと思われる。赤色の焼土堆積部分 (40cmx40 cm)は

両袖の中間部分に認められた。掘り方部分は，ロームが火を受けて赤色化し，ボロボロとなっ

た箇所と判断される。この掘り方は両袖下面にまでおよんでいる。しかし掘り方をローム等で

埋めもどして火床を構築した可能性も無視できない。

煙道部分の壁への掘り込みは，幅 30cm，壁外へ 8~10cm，掘り込み角度は壁の下半部は

90'，上半部で 63。を測る。また壁の最上段で一度やや掘り込み状況が変化している。

天井部はほとんど崩壊して遺存していなかった。両袖部分は，燃焼部で幅が狭くなり，さら

に壁よりになってその間隔が広くなっている。この壁際の両袖にはさまれた，やや幅の広い部

分に煙道が存在したものと推定される。煙出し部分の状況は，土層断面等の観察からも確認で

きなかった。
008号住居跡ピット計測表

番 号 長径叩 短径m 深さ佃 性格

P-l 40 36 70 主柱穴

P-2 48 36 66 主柱穴

P-3 56 40 70 主柱穴

P-4 64 44 75 不明

P-5 40 36 68 主柱穴

P-6 68 56 62 貯蔵穴

no 

008号住居跡出土土器数量表

器形 部 分 須恵 土師 小計

珂= ロ縁部 18 18 

底 部 4 4 

聾 口縁部 19 19 

底部 20 20 

小 計 。61 
合計

61 
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008号住居跡土層説明

1. 黒褐色土層
。 4M 

2. 黄褐色土層 焼土粒少量。ローム粒多量。

3. 黄褐色土層 2層よりローム粒多い。

4. 黄褐色土層炭化物少量。

5. 黄褐色土層 炭化物ブロックを含む。

6. 赤褐色土層焼土・灰多量。

7. 黒褐色土層炭化物多量。

8. 黒褐色土層炭化物少量。

第38図 008号住居跡()/so)
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008号住居跡カマド土層説明

l. 褐色土層 ローム粒を含む。 1l.黒褐色土層 小石・ローム粒を含む。

2. 赤褐色土層 焼土粒・山砂多量。 12.黄褐色土層 山砂・焼土少量

3. 黄褐色土層 山砂微量。 13.赤褐色土層焼土主体。

4. 赤褐色土層 山砂が火を受け赤色化した部分。 14.黒褐色土層 ロームブロックを含む。

5. 黒褐色土層 炭化物を含む。 15.黄褐色土層 炭化物を含む。

6. 赤褐色土層焼土多量。 16.褐色土層 しまり弱い。

7. 赤褐色土層 6層より焼土少ない。 17.褐色土層 しまりやや強い。

8. 黒褐色土層 炭化物極めて多く，ロームブロック 18.黄褐色土層

を含む。

9. 褐色土層 山砂少量。

10. 黒褐色土層 山砂少量。

19.暗褐色土層 しまり強い。

20.黄褐色土層 しまり強い。粘性がある。

第39図 008号住居跡カマド(V4o)

← 63一
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008号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 士不 14.0cm 4/5 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア・雲母多く， 内外面赤彩。

l 6.0cm 2/3 ラケズリ後ナデ。 砂粒少量。

丸底 2/3 内面ナデ。 赤褐色。

土師 士不 (16.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリアやや多く，砂 外面口縁~

2 5.4ω1/4 ラケズリ。 粒少量。良。赤褐色。 内面赤彩。

丸底1/1 内部ナデ。 赤褐色。

土師 f不 (14.0叩)1/4 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア・雲母やや多 内外面赤彩。

3 5.2cm 1/4 ラケズリ後ナデ。 く，砂粒少量。

丸 底 1/3 内面ナデ。 赤褐色。

土師 士不 (16.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア少量。 内外面赤彩。

4 ( 5.8cm) リ後ナデ。 良。赤褐色。

丸底一 内面ナデ。 赤褐色。

土師 士不 15.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒やや多 内外面赤彩。

5 ( 5.7叩)1/2 リ後:ナデ。 く雲母微量。良。

丸 底 内面ナデ。 赤褐色。

土師 土不 体部へラケズリ後ナデ。一部へ スコリア・雲母少量。 内外面赤彩。

6 ( 4.0cm) 1/4 ラミガキ。 普。赤褐色。

丸 底 1/3 内面ナデ。 赤褐色。

土師 t不 (14.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ，体部~底部へ スコリア・雲母多く， 内外面赤彩。

7 4.0cm 1/5 ラケズリ後ナデ。 砂粒少量。良。

6.4cm 1/2 内面ナデ。 赤褐色。

土師 士不 14.0cm完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・ 内外面赤彩。

8 4.8cm リ後ナデ。 雲母少量。良。

5.0cm 内面ナデ。 赤褐色。

土師 士不 体部へラケズリ後ナデ，底部ナ 雲母・スコリアやや多

9 ( 3.5cm) 1/3 デ。内面ナデ後へラミガキ。 く，砂粒少量。普。

5.0cm 1/1 内面ナデ後へラミガキ。 褐色。

土師 士不 (14.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・雲母少量。 内外面赤彩。

10 ( 5.2cm) 1/3 リ後ナデ。 良。

内商ナデ。 赤褐色。

土師 士不 15.0cm 1/2 ロ縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・ 内外面赤彩。

11 5.4ω 1/2 リ後ナデ。 雲母少量。普。

丸底1/5 内面ナデ。 赤褐色。

土師 杯 (15.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・雲母・砂粒 内外面赤彩。

12 5.4cm 1 4 リ後ナデ。 やや多い。普。

丸底1/3 内面ナデ。 暗褐色。

土師 士不 (12.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア・雲母 内外面赤彩。

13 ( 5.2cm) 1/4 リ後ナデ。 少量。良。 一部黒班。

丸 底 1/4 内面ナデ。 赤褐色。

土師 士不 (14.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・雲母少量。 内外面赤彩。

14 ( 5.6cm) 1/4 リ後ナデ。 普。暗赤褐色。

丸 底 1/5 内面ナデ。 暗赤褐色。
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番号 種類 器形 法量・遺存f主 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 椀 (13.0cm)少 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア多い。

15 5.0cm 1/4 リ後ナデ。 良。

( 5.0cm) 少 底部ナデ。内面ナデ。 黄褐色。

土師 椀 (18.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア・雲母

16 ( 6.7cm) 1/3 リ後ナデ。 少量。普。

内面ナデ。 暗茶褐色。

土師 均二 (12.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ?後へラミガキ。 スコリア微量。

17 ( 5.0cm) 1/4 体部へラケズリ後ナデ。 良。

赤褐色。

土師 椀 (12.0c加)1/6 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・

18 ( 6.8cm) 1/6 リ後ナデ。 雲母少量。普。

内面ナデ。 赤褐色。

須恵 珂く l1.0cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部上半ナデ スコリア少量。良。

19 5.1cm 2/3 体部下半ロクロ右回転へラケズ 良。

青灰色。

土師 喜望 (14.0cm) 1/6 ロ縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア，砂粒少量。

20 ( 5.0cm) 内面へラケズリ。 良。

褐色。

土師 斐 (18.0cm) 1/6 口縁部へラナデ後ヨコナデ。 スコリア・砂粒やや多

21 ( 4.5cm) い。良。

暗茶褐色。

土師 聾 底部~体部下半へラケズリ後ナ スコリア・砂粒やや多

22 (11. Ocm) 1/5 ア。 い。良。

7.6叩 1/1 内面へラナデ。 黒褐色。

土師 婆 19.0cm 1/2 口縁ヨコナデ。体部へラケズ 鉄分・砂粒少量。

23 ( 4.5cm) リ。 良。

内面ナデ。 褐色。

土師 蜜 底部へラケズリ後ナデ。体部へ スコリア・砂粒多い。

24 ( 4.0cm) ラケズリ。 雲母少量。良。

( 7.0cm) 1/1 内面へラナデ。 黒褐色。

土師 聾 底部~体部下半へラケズリ後ナ 雲母・スコリア多く，

25 ( 3.0cm) ア。 砂粒少量。良。

6.0cm 1/1 内面ナデ。 茶褐色。

26 土製支脚 頭部を欠く。胎土に砂粒が多く含まれる。)0 

鉄 津 鍛治津と思われる。現存重量109.9g。不定方形を呈し，上下二段に分れる。下段は

27 
灰色~灰褐色で，破面は気孔が多く比重少。下面は滴状の凹凸があり，砂粒を噛んで|

いる。上段は灰色で鋳が全体に吹き出ていて比重大。上面は小さな凹凸が部分的に見

られる

鉄 F事 不定形。現重量36.5g。上面滴状の凹凸をなし，部分的に黒色タール状のものに被われ l

28 
ている。比重大。

鉄 F事 破片。現重量21.1g。上下二段に分けられる。上部比重大きく小気孔をもち，表面に|

29 鋳が浮出る。下部は比重小さく小気孔をもっ黒色タール状を呈する。上下部の聞に炭|

の小片を噛む。
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009号住居跡(第 42・43図)

本住居跡は，一辺が 3.2mのほぼ正方形を呈し，面積1O.1m'，ロームへの掘り込み 28cm，

主軸方向N-300-Eを測る。

周溝・ピットは確認されなかった。床面は全体に軟弱であり，しまりがなかった。

遺物は北西コーナ一部分，東壁際中央部分にやや集中していた。カマドは北壁やや東側に位

置しており，カマド脇の北東コーナ一部に貯蔵穴が確認され，上面に聾の破片が集中していた。

カマド

カマドは遺存状況が悪く，袖等の構築である山砂等はほとんど認められなかった。壁への掘

り込みは，幅 90cm，壁外へ 30cm，掘り込み角度 38。を測る。火床と推定される部分はややく

ぼみを有するが，焼土等の顕著な堆積は認められなかった。

009号住居跡出土土器数量表

器形 部分

杯 口縁部

底部

聾 口縁部

底部

小計

」

009号住居跡土層説明

1.黄褐色土層 ロームブロック少量。

2.明褐色土層

3.黒褐色土層

4.明褐色土層 ローム粒少量。

5.黒褐色土層 ローム粒を含む。

6.褐色土層

須恵

。

-68 

土師 小計 l

2 2 

。
1 1 

2 2 

合計
5 

5 

009号住居跡カマド土層説明

1.褐色土層

2 .褐色土層 1層ムノ γや黒色味強い。

3.褐色土層 山砂少量。

4.明褐色土層 山砂多量。

5.黄褐色土層焼土・山砂を含む。

6.黄褐色土層

7 .暗褐色土層 山砂多く含む。焼土微量。

8.褐色土層
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第43図 009号住居跡出土遺物(~

009号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 壷 21.4cm 3/4 口縁部ヨコナデ。頭部ナデ。 砂粒・スコリア多い。

1 ( 8.0叩) 内面ナデ。 普。

磨滅激しい。 黄褐色。

土師 珂: (16.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア少量。 内外面赤彩。

2 ( 4.5cm) 1/3 リ後ナデ。 普。 一部黒班。

内面ナデ。 茶褐色。

土師 聾 底部ナデ。体部下半細いへラケ スコリア多く，砂粒・

3 ( 3.5cm) リ。 雲母少量。普。

( 7.0cm) 1/4 内面ナデ。 黒褐色。

土師 甑 端部面取リ後一部ナデ。体部下 スコリア多く，砂粒少

4 ( 3.2cm) 半へラケズリ。 量。普。

( 6.0cm) 1/5 内面ナデ。 黄褐色。

土師 棄 22.0cm 1/1 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア少量。 体部外商ー

5 (20.5cm) 1/3 リ後ナデ。 雲母微量。良。 部黒班。

内面へラナデ後ナデ。 黄褐色。

- 70一



010号住居跡(第 44・45図)

本住居跡は， 2.7mx2.6mのほぼ正方形を呈し，ロームへの掘り込み 8cmを測る。面積は

7.1 m2を測る。周溝は検出されなかった。カマドはなく，中央に炉が確認された。床面は全体

に軟弱であった。遺物は北壁側中央部，炉跡周辺にやや集中して出土している。

炉跡は，48 cmx44 cmの円形で，深さ 8cmを測り，少量の焼土が認められた。

010号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計

坪 口縁部 。
底部 1 1 

聾 口縁部 l l 

底部 。
小計 。2 

合計

2 

010号住居跡土層説明

1.黒褐色土層 ローム粒少量。

2.暗褐色土層 ソフトロームプロックをやや含む。

3.暗褐色土層 ローム粒・焼土粒少量。

4.暗褐色土層焼土粒少量。

』ーー
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第45図 010号住居跡出土遺物 (Y4・Yi)

010号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調盤等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 t不 (14.4cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア多く含む。 内外面赤彩。

1 5.1cm 2/3 ラケズリ後ナデ。 普。

丸 底 1/1 内面ナデ。 赤褐色。

土師 珂 15.0叩 完 形 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア多く含む。 内外面赤彩。

2 5.1叩 ラケズリ後ナデ。 普。 (底部除く)

丸底 内面ナデ。 赤褐色。

土師 坪 14.&m完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒少量。 内外面赤彩。

3 5.3cm リ後ナデ。底部へラケズリ。 良。 (一部剥落)

5.1ω 内面ナデ。 赤褐色。

土師 土宛 (12.0αn) 1/2 ロ縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・鉄分を含

4 ( 7.3佃) リ後へラナデ一部へラミガキ。 む。普。

内面へラナデ。 黒褐色。

土師 費 (16.0αn) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒多く含

5 16.3佃 1/2 リ後ナデ。底部へラケズリ。 む。普。

( 6.0cm) 1/3 内面へラナデ。 明褐色。

6 紡錘車
滑石製。上径2.6cm，下径4.4cm，厚さ1.6cm，孔径0.75cm。側面が台形を呈する。

上・底両面に成形時ものと恩われる放射状の擦痕が残る。
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011 号住居跡(第 46~48 図)

本住居跡は， 4.5mx4.4mのほぽ正方形を呈し，面積 20.2m九ロームへの掘り込み 52m，

主軸方向N-15'-Eを測る。周溝は幅 12cm，深さ 12cmを測り，壁下に全周する。ピット

は主住穴である 4本が規則的に配置されている。遺物はカマド手前中央部にやや集中している。

床面は全体によく踏み固められていた。

カマド

カマドは北壁ほぽ中央に検出された。全体的に遺存状況は良好で，両袖・天井部ともに遺存

していた。両袖は山砂主体の黄褐色で構築され，右袖幅 34cm，高さ 30cm，壁より 90cm，

左袖幅 38cm，高さ 18cm，壁より 74cm遺存していた。煙道部の壁への掘り込みは，幅90

cm，壁外へ 30cm，掘り込み角度 42・を測る。また両袖を構成する山砂は，三角形状を呈する

壁への掘り込みの両側にもおよび，煙道・煙出しの口を構成している。煙出し径は 13cmを測

る。煙道は天井部分までの高さ 7cm を測り，幅は両側の山砂崩落のためやや広く 40~45cm

であった。火床部分は，かなりの焼土が堆積し，その掘り方は一辺 60cm程の方形を呈し，深

さ 16cmを測る。

カマド全体は，周溝をカマド掘り方と同時にカマド部分まで掘り，これらを埋めもどしなが

ら，山砂とロームプロックを含む黄褐色で両袖・天井・煙道部が構築さされたものと判断され

る。

011号住居跡ピット計測表 011号住居跡出土土器数量表

番号 長径佃 短径叩 深さ叩

P-l 60 48 49 

P-2 57 49 41 

P-3 76 52 42 

P-4 65 53 54 

011号住居跡カマド土層説明

1.褐色土層

性格 器形

主住穴 坪

主柱穴

主柱穴 聾

主柱穴

坪蓋

2.黄褐色土層 ソフトローム粒を含む。

6.黄褐色土層

7 .明褐色土層

8.褐色土層3.赤褐色土層 山砂，焼土を含む。

4.赤褐色土層焼土主体。

5.暗褐色土層焼土少量。

9.赤褐色土層

-73-

部分 須恵 土師

口縁部 5 5 

底部 2 3 

口縁部 2 12 

底部

口縁部 1 1 

小計 10 21 

ソフトローム粒多量。

ロームプロック少量。

小計

10 

5 

14 

。
2 

合計
31 

山砂主体。よくしまった層。

山砂主体。焼土多量。
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011号住居跡土層説明

1. 暗褐色土層 ソフトローム多量。

2. 黒褐色土層 ソフトローム少量。

炭化物・焼土粒少量。

3. 暗褐色土層 ソフトローム少量。
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第48図 011号住居跡出土遺物(11)(Y4) 

011号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須恵 杯 12.6cm 1/2 口縁部横ナデ。体部ナデ。底部 スコリア多く，砂粒・ 底部外面線

1 3.5cm 1/2 ロクロ左回転へラケズリ。 雲母微量。良。 刻印文字。

8.4cm 1/2 内面ナデ。 灰白色。 (上)

土師 士不 12.6cm 2/3 口縁部積ナデ。体部・底部へラケズ スコリア微量。良。 口縁部一部

2 4.4cm 2/3 リ後へラミガキ。内面ナデ後へラミ 良。 黒班。

7.2αn 1/1 ガキ。口縁部内面ナデ後へラミガキ。 黄褐色。

須恵 土不 (14.0佃) 1/3 口縁部ヨコナデ。体面ナデ。底 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

3 4.1叩 1/3 部~体部下半手持ちへラケズリ 量。良。 き成形。

( 9.0叩) 1/3 内面ナデ。 暗灰褐色。

須恵 坪 13.0叩 1/2 口縁部ヨコナデ，体部ナデ。 スコリア多く，砂粒・ ロクロ水挽

4 3.9cm 1/2 体部下半~底部ロクロ右回転へ 雲母少量。良。
き成形。

( 8.4倒)1/3 ラケズリ。 灰褐色。

po 
勾

d



番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須恵 好、 (13.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒・ 外面火だす

5 4.0cm 1/3 体部下半~底部手持ちへラケズ 雲母少量。良。 き。

( 8.4cm) 1/5 リ。 暗灰白色。良。

須恵 坪 (12.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリアやや多く，砂 ロクロ水挽

6 4.2叩 1/5 体部下半~底部ロクロ右回転へ 粒少量。良。 き成形。

( 8.0cm) 1/6 ラケズリ。 青灰色。

須恵 士不 13.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・雲母多く， ロクロ水挽

7 4.0cm 1/2 体部下半~底部ロクロ右回転へ 砂粒少量。良。 き成形。

8.0cm 2/3 ラケズリ。 黒褐色。

土師 杯 16.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

8 6.0cm 1/2 底部へラケズリ。底部切り離し 量。曳。 き成形。

8.6cm 1/2 技法不明。 茶褐色。

須恵 士不 (12.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 雲母・スコリア・砂粒 ロクロ水挽

9 ( 4.5cm) 1/3 体部下半~底部ロクロ右回転へ 少量。良。 き成形。

8.0cm 1/2 ラケズリ。 黄灰色。

須恵 t不 体部下半内外面ナデ。底部ロク スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

10 ( 1. 7cm) ロ右回転へラケズリ。 量。良。 き成形。

( 8.0cm) 1/3 青灰色。

土師 均t 体部下半~底部へラケズリ。 スコリア・石英やや多

11 (10.0叩) 内面ナデ。 い。普。

(10.1叩)1/3 暗褐色。

須恵 蓋 鉦部のみ，外面ヨコナデ。 スコリア微量。良。

12 ( 1.4cm) 内面ナデ。 良。

灰白色。

土師 斐 体部下半~底部へラケズリ。 スコリア・砂粒少量。

13 ( 2.0cm) 内面ナデ。 良。

7.0cm) 1/2 暗茶褐色。

土師 士不 底部回転糸切り後手持ちへラケ スコリア・砂粒少量。

14 ( 1.0cm) ズリ。 良。

8.4cm 内面ナデ。 暗茶褐色。

須恵 蓋 (22.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。体部下 スコリア・砂粒少量。 ロク寸水挽

15 ( 3.0cm) 宅ロクロ右回転へラケズリ。内面ナ 良。外面黒灰褐色。 き成形。

デ。ロクロ水挽き成形。銃部なし。 内面黄灰白色。

須恵 蓋 (16.0cm) 1/5 口縁部ヨコナテ;体部ナテL体部下 スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽

16 ( 2.0cm) 半ロクロ右回転へラケズリ。内面ナ 良。 き成形。

デ。鉦部なし。 灰白色。

須恵 蓋 (17.8cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。体部上 スコリア微量ι 良。 ロクロ水挽

17 ( 2.0cm) 半ロクロ右回転へラケズリ，内面ナ 良。 き成形。

デ。鐙部なし。 暗青灰色。

土師 要 (11. Ocm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂桂多く，

18 10.1αn 1/3 リ。 雲母少量。良。

( 5.0cm) 1/3 内面ナデ。 暗褐色。
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番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

19 
土師 費 (24.4佃)1/3 口縁部ヨコナデ。内外面体部ナ スコリア・砂粒多く，雲母。

( 5.0α1)ー デ。 鉄分少量。普。黒褐色。

土師 聾 (18.0叩)1/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・

20 ( 7.5α1) 1/5 リ。 雲母少量。良。

内面へラナデ。 黒褐色。

土師 要 体部へラケズリ。底部ナデ。 スコリア多く，砂粒・ 内面一部ス

21 ( 7.0α1) 1/2 内面へラナデ。 雲母少量。良。 ス付着。

5.4α1 1/1 暗褐色。

土師 聾 20.Ocm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂量多い。

22 ( 9.5叩)1/4 リ後ナデ。 良。

内面ナデ。 黒褐色。

土師 聾 21.0αn 1/1 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少

23 (12.5叩)1/4 量。普。

内面へラナデ後ナデ。 明茶褐色。

須恵 聾 (27.0佃)1/8 口縁部ヨコナデ。体部タタキ目 雲母極多く，スコリア

24 ( 7.5叩) 一部ナデ。 砂粒多い。良。

内面ナデ。 青灰色。

土師 甑 22.6cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒やや多

25 19.6叩 2/3 リ後へラナデ。 い。良。

9.0cm 1/3 内面へラナデ。端部面取リ。 茶褐色。外面一部黒班。

土師 費 22.0α1 4/5 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア・砂粒多く，

26 (26.0叩)2/3 ラケズリ。 雲母・鉄分少量。普。

5.0叩 2/3 内面へラナデ後ナデ。 茶褐色。
」

012号住居跡(第49・50図)

本住居跡は一辺が 3.6m程の正方形を呈し，面積 12.4m九ロームへの掘り込み 40cm，主

軸方向N-320-Eを測る。壁の立ちあがりはやや傾斜がゆるやかであった。周溝は幅 16cm，

深さ 8cmを測り壁下に全周する。ピットは主柱穴である 4本が検出された。

遺物出土状況は，ややカマド付近に床面出土のものが集中していた。

カマド

カマドは北壁のやや東よりに確認された。黄褐色の山砂を主体とした両袖は，比較的遺存が

良好であった。右袖幅 25cm，高さ 16cm，壁より 69cm，左袖幅 28cm，高さ 20cm，壁よ

り70cmが遺存していた。煙道部の壁への掘り込みはほとんどなかった。火床部分も顕著な焼

土の堆積は確認されなかった。掘り方も全体に，床面を掘り下げていなかった。左袖の壁より

西側半分は，周溝を埋めもどして構築されていた。
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012号住居跡ピット計測表

。

番号 長径叩 短径佃 深さ叩 性格

P-1 60 48 57 主住穴

P-2 80 48 65 主柱穴

P-3 52 45 59 主柱穴

P-4 60 57 60 主柱穴

012号住居跡土層説明

1. 黒褐色土層 ローム粒少量。

2. 暗褐色土層 焼土粒・ローム粒少量。

3. 黒褐色土層

4. 暗褐色土層 ローム粒少量。
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012号住居跡カマド土層説明

1.褐色土層焼土少量。
2.褐色土層
3.焼土プロック
4.褐色土層 山砂を含む。

5.褐色土層 4層より山砂少量。

6.赤褐色土層 山砂多い。

7.赤褐色土層 6層より山砂少ない。
8.黒褐色土層
9.黒色土層
10.黒色土層 ローム粒少量。

第49図 012号住居跡・カマド (Y80・Y40)
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第50図 012号住居跡出土遺物 (Y4・Y2)

012号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 盤 (14.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，雲母・

I ( 3.0cm) 1/3 リ後一部ナデ。 砂粒少量。普。

( 6.0cm) 1/9 内面ナデ。 黒褐色。

土師 要 体部下半~底部へラケズリ後ナ スコリア・砂粒多い。

2 ( 3.5cm) ア。 普。

6.6cm 1/1 内面ナデ。 暗褐色。

土師 饗 24.6cm 1/1 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 砂粒やや多く，スコリ

3 (11.0cm) 1/3 内面へラナデ。 ア・雲母少量。普。

褐色。

4 凹 石 砂岩製。三面に径 1-2cm前後の浅い凹を有する。

5 勾 玉 粘板岩製。長さ4.5cm，幅 2cm，厚さO.4cm，現重量18.5g。
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013号住居跡(第 51・52図)

本住居跡は，北側コーナーを 014号住居跡南側一部の覆土に貼床をして構築している。

プランは 3.8mx2.6mの北東一南西に細長い長方形で，南西コーナーがややすぽまる台形を

呈している。ロームへの掘り込みは 10cm，面積は 9.3m九主軸方向 S-46'-Eを測る。ピッ

トは 2個検出された。床面中央は後世の揖乱を受けている。床面は全体に軟弱で明確ではなかっ

た。遺物も床面出土のものは，竃(カマ) (013-1 )，灰紬陶器の長頚瓶 (013-2)の2点のみ

である。

カマドは北東壁のやや西側に位置していたと思われる。カマドの遺存状況はきわめて悪く，

若干の焼土粒が検出されたのみで，その形状は全く不明である。

012号住居跡出土土器数量表

013号住居跡ピット計測表
器形 部分 須恵 土師 小計

f不 口縁部 5 5 

底部 。
聾 口縁部 。

底部 2 2 

小計 。7 
合計

014 号住居跡(第 51 ・ 53~56 図)

本住居跡は， 013号住居跡に南側の一部を切られている。しかし 013号住居跡のロームへの掘

り込みが顕著でないため，その形状にはほとんど影響を受けていなし、

プランは 5.4mx5.0 mのほぽ方形だが，西側壁の南端が東南壁と比して短いため，矩形を呈

する。面積は 27.4m九ロームへの掘り込みは 56cm，主軸方向はほぼ真北である。

周溝は幅 30cm，深さ 9cmを測り壁下に全周する。ピットは主柱穴である 4本が確認され

た。床面は中央部カマド手前はよく踏み固められていた。また中央から南側にかけて床面上に，

焼土・灰が一部認められた。

カマド

カマドは北壁ほぽ中央に確認された。カマド全体の遺存状況は，本遺跡の中で一番良好なも

のである。両袖及び天井部は黄褐色の山砂を主体としている。右袖は幅 25cm，高さ 32cm， 

壁より 80cm，左袖は幅 35cm，高さ 18cm，壁より 60cm遺存していた。天井部分は厚さ 8

cm程度が遺存し，煙道は幅 30cmで，煙出し部分は径 25cmで周囲が熱を受けて赤色化して

いた。また煙出し部分の中心は，壁より 30cm程外に出ている。燃焼部は，全体につぶれた状

態であったが，土師器の聾が使用時のまま遺存していた。火床部分は，この聾の底部下半に焼
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回 013・014号住居跡土層説明

1. 黒褐色土層 焼土粒多量。ローム粒少量。

2. 暗褐色土層焼土粒・ローム位少量。

3. 暗褐色土層

24.00 _ 4. 黒褐色土層焼土粒少量。

5. 晴褐色土層 山砂多量。燐土粒少量。

6. 黒褐色土層焼土プロック多量。

7. 黒褐色土層 黒色土プロックを含む。

8. 明褐色土層 013号住居跡貼床部分，ロ-

2竺?H ムプロック含む。

c 

2・.00
一一・F

。 4M 

第51図 013号・ 014号住居跡 (Y40)
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第52図 013号住居跡出土遺物(Y4・ Y2)

013号住居跡出土遺物

器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調

(26.0cm) 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリアやや多く，砂

(17.0cm) 突出部ナデ。 粒少量。普。

内面ナデ。 茶褐色。

長頚 頚部ナデ。内面ナデ。 砂粒極少量。普。外面

瓶 ( 9.0cm) 縁灰色。

内面灰白色。

雲母片岩。非常にもろい。加工痕なし。搬入品。
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014号住居跡カマド土層説明

1. 黒褐色土層

2. 褐色土層

3. 黄褐色土層 山砂少量。

4. 黄褐色土層 山砂多量。

5. 赤褐色土層焼土多い。

6. 灰褐色土層灰多量。

7. 赤色化した山砂層。

8. 黒色土層焼土微量。
• 3.e 0 9. 褐色土層

10. 黒色土層

11. 暗褐色土層 山砂少量。

12. 黒褐色土層焼土少量。

。 1M 13. 暗褐色土層 焼土・山砂少量。

14. ローム赤色化部分。

第53図 014号住居跡カマド (V4o)

土が集中し，その下層には灰が 5αn程堆積していた。また，この灰層下部には黒色土が 8cm

程埋めもどされた状況で検出された。これは掘り方段階で火床を設置するために，黒色土を埋

めもどしたものか，あるいは一度火床から焼土・灰等をかき出した後火床を再構築したものと

推定される。掘り方は，両袖部分が壁外へ 5"，-，15cm程掘り込まれており，この部分にも山砂

等を配置して，煙道・煙出し口を構築している。火床部分とその周辺はカマド手前の床面より，

全体に 5cm程掘りくぽめている。火床部分を除きこの掘り込みは，黒褐色土等で埋めもどさ

れている。中央の壁への掘り込みは，幅 110cm，壁外へ 40cm，掘り込み角度 45。を測る。ま

た掘り方と同時に周溝の掘り方もカマド袖部分に一部およんでいた。

014号住居跡出土土器数量表

014号住居跡ピット計測表
器形 部分 須恵 土師 小計

番号 長径cm 短径cm 深さcm 性格 坪 口縁部 32 15 47 

P-1 84 72 54 主柱穴 底部 11 6 17 

P-2 72 60 68 主柱穴 聾 口縁部 1 31 32 

P-3 80 68 69 主柱穴 底部 1 6 7 

P-4 104 80 56 主柱穴 合計
小計 45 58 

103 
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014号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 士不 16.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・雲母少量。

l 5.5α1 1/2 リ後一部へラミガキ。底部へラ 普。

8.0佃 1/2 ケズリ。内面ナデ後へラミガキ。 賞褐色。

土師 杯、 12.6cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア多く，砂量・ 口縁部一部

2 4.6ω2/3 ラケズリ。 雲母少量。良。 スス付着。

6.5叩 1/1 内面ナデ。 黒褐色。

土師 珂: (12.6cm) 1/4 口縁部ヨコナデ後へラミガキ。 スコリア多く，砂粒少

3 3.6cm 1/4 体部へラケズリ後へラミガキ。 量。良。

8.0α1 1/1 内面ナデ後へラミガキ。 明褐色。

土師 杯 (14.Ocm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア少量，砂粒や

4 ( 4.2cm) 1/4 リ後ナデ。 や多い。良。

やや丸底 内面ナデ。 黒褐色。

土師 珂: (13.Ocm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒少量。

5 ( 3.3cm) 1/4 リ。 良。

内面ナデ後へラミガキ。 黒褐色。

土師 珂: 13.2αn 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリアやや多い。

6 3.7cm 1/2 リ。 普。

8.0cm 2/3 内面ナデ。 黒褐色。

土師 珂= 15.仇m 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリアやや多く，砂

7 3.7佃 1/4 リ。 粒少量。普。

内面ナデ。 黒褐色。

土師 杯 14.0cm 1/1 口縁部ヨコナデ後一部へラミガ 砂粒・スコリア・鉄分 ロ縁部外商

8 5.4叩 1/4 キ，体部へラケズリ後へラミガ 少量。良。 一部黒班。

キ。内面へラミガキ。 黄褐色。

土師 杯、 底部回転糸切リ後一部へラケズ スコリア少量。 ロクロ水挽

9 リ後へラミガキ。 良。 き成形(?)。

( 7.0叩) 1/4 内面へラミガキ。 茶褐色。

須恵 杯 (13.0，叩) 1/6 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 雲母極多く，スコリア ロクロ水挽

10 5.0cm 2/3 底部手持ちへラケズリ。 -砂粒多い。普。 き成形。

7.2叩 2/3 内面ナデ。 青灰色。

須恵 杯 13.0αn 1/2 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 砂粒やや多く，スコリ ロクロ水挽

11 4.1cm 1/2 底部手持ちへラケズリ。 ア少量。普。 き成形(右)。

8.4ω2/3 内面ナデ。 灰白色。

土師 主干、 体部下半ナデ。底部回転糸切 スコリアやや多い。 ロクロ水挽

12 ( 1.5cm) り。 良。 き成形(?)。

6.4佃 2/3 内面ナデ。 黄褐色。

須恵 巧: 13.6cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒・ ロクロ水挽

13 3.9αn 1/2 底部手持ちへラケズリ。 雲母少量。良。 き成形(?)。

8.8仰 1/2 内面ナデ。 青灰色。

須恵 杯 体部下半ナデ。底部ロクロ右回 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

14 ( 3.2倒)1/5 転へラケズリ。 量。良。 き成形(右)。

(10.0αn) 1/5 内面ナデ。 黒褐色。
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土師 勾: 体部下半ナデ。底部ロクロ右回 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

15 転へラケズリ 量。普。 き成形(? )。

( 5.0ω) 2/3 黒褐色。

土師 杯 (14.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒少 内黒。

16 ( 5.7cm) 1/4 口縁部内面~体部内面ナデ後へ 量。良。

ラミガキ。 明褐色。

須恵 均: 体部下半ナデ。底部手持ちへラ 雲母極多く，スコリア ロクロ水挽

17 ( 2.5cm) ケズリ。 -砂粒少量。良。 き成形(? )。

7.6cm 2/3 青灰色。

須恵 蓋 (16.0αn) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く。良。 ロクロ水挽

18 ( 2.9cm) 1/4 内面ナデ。 青灰色。口縁部外面 き成形(? )。

鐙部なし。 黒色。

須恵 蓋 (14.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・雲母・砂粒 ロクロ水挽

19 ( 1.lcm) 1/8 内面ナデ。 少量。普。 き成形(?)。

紐部なし。 灰白色。

須恵 蓋 (14.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽

20 ( 1.0ω) 1/8 内面ナデ。 良。 き成形(?)。

鐙部なし。 青灰色。

土師 婆 体部下半へラケズリ。 スコリア多く，砂粒・

21 ( 2.7cm) 底部ナデ。 鉄分少量。良。

1O.Ocm 3/4 内面ナデ。 褐色。

土師 珂: 底部回転糸切リ。 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

22 ( 1.1cm) 内面ナデ。 量。普。 き成形。

5.0cm 1/1 茶褐色。

土師 護 体部下半~底部へラケズリ。 スコリア・砂粒多い。

23 ( 3.2cm) 1/4 内面へラナデ後ナデ。 雲母微量。良。

( 6.2佃) 1/4 茶褐色。

土師 椀 体部下半~底部へラケズリ後ナ 砂量少量。スコリア微 内外面赤彩。

24 ( 3.3cm) 1/4 ア。 量。良。

( 4.0cm) 1/4 内面ナデ。 茶褐色。

土師 聾 (13.0cm) 1/4 口縁ヨコナデ。 砂粒・スコリア多い。

25 ( 7.5叩)1/4 体部へラケズリ。 普。

内面ナデ。 茶褐色。

土師 窪 (12.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア・鉄分

26 ( 4.2cm) リ。 少量。普。

内面ナデ。 暗褐色。

土師 窒 (15.0αn) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア少量。

27 ( 5.0cm) ー リ。 良。

内面ナデ。 暗褐色。

土師 聾 (16.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少

28 ( 3.5cm) 量。良。

内面ナデ。 暗褐色。

土師 楚 (24.0cm) 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少 磨滅激しい

29 ( 5.5ω) 量。普。

内面ナデ。 明褐色。
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土師 要 (18.0cm) 1/6 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア少量。砂粒・

30 ( 4.0cm) リ。 雲母微量。良。

内面ナデ。 茶褐色。

土師 饗 (20.0叩)1/2 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア多く，砂粒少

31 (23.3cm) 1/2 ラケズリ。 量。良。

4.4αn 1/1 内面へラナデ。 茶褐色。

土師 斐 (20.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリアやや多く，砂 磨滅激しい

32 ( 9.0cm) 1/4 リ。 粒少量。普。

内面へラナデ後ナデ。 茶褐色。

土師 寮 (24.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・

33 ( 7.5cm) 雲母・鉄分少量。良。

内面へラナデ。 黄褐色。

土師 聾 (22.0αn) 1/6 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒やや含

34 ( 5.5cm) リ。 み，雲母少量。良。

内面ナデ。 茶褐色。

土師 褒 体部下半~底部ナデ。 スコリア多く，砂粒少 回転台使用。

35 ( 5.3cm) 1/4 内面ナデ。 量。良。

( 8.0cm) 1/3 暗褐色。

土師 聾 体部下半~へラケズリ。 スコリア・砂粒少量。

36 ( 6.7cm) 底部ナデ。 良。

8.0cm 1/2 内面ナデ。 暗褐色。

土師 要 体部下半~底部へラケズリ。 砂粒やや多く，スコリ

37 ( 8.5cm) 1/2 内面ナデ。 ア少量。良。

5.0cm 1/1 暗茶褐色。

土師 甑 体部下半へラケズリ後ナデ。 スコリア多く，砂粒少

38 ( 3.7cm) 端部面取リ。 量。良。

(12.0叩)1/1 内面ナデ。 褐色。

39 刀子 茎部のみ。

40 紡錘車
鉄製品。紡輸は5.0cmX4.7cm，厚さ0.2cm，中央に芯棒を通す孔(径0.7cm)が穿たれ

る。芯棒は，片半の一部のみ残存。紡輪現重量20.5g。

41 石製品 片岩。両端を欠く。
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015号住居跡(第 57・58図)

本住居跡は， 4.8 mx4.5mのやや南北に長い方形を呈し，面積 21.4m九ロームへの掘り込

み 25cm，主軸方向N-980-Wを測る。周溝は確認されなかった。ピットは 3個確認された。

住居跡内覆土には，炭化物，焼土粒等が認められ，床面も一部火を受け赤色化している部分が

認められた。

床面出土の遺物はやや北側中央に集中していた。

カマド

カマドは西壁やや南よりに確認された。遺存状況はきわめて悪く，袖・天井等の構築状況は

不明である。火床と思われる，径 60cm程の焼土を含む落ち込みの中心は，壁から 70cm程

離れた部分に確認された。

015号住居跡ピット計測表

番号 長径cm 短径cm 深さcm

P-1 72 60 50 

P-2 43 40 78 

P-3 52 48 41 

015号住居跡カマド土層説明

1.黒褐色土層

2.黒色土層

3.黒色土層焼土粒を含む。

性格

不明

主柱穴

主柱穴

4.暗褐色土層焼土・ローム粒を含む。

015号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計

坪 口縁部 4 4 

底部 。
聾 口縁部 8 8 

底部 5 5 

合計
小計 。17 

17 

5.暗褐色土層 4層より焼土・ローム粒少量。

6.赤褐色土層焼土多量。

7 .赤褐色土層 6層より焼土少ない。
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第58図 015号住居跡出土遺物(~)

015号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 均: (16.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・鉄分少量。

1 ( 3.0cm)少 内面ナデ。 普。

黒褐色。

土師 杯 (15.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ 砂粒・スコリア・鉄分 内外面赤彩。

2 6.0cm 1/4 ラケズリ後ナデ。 少量。普。

丸 底 1/4 内面へラナデ後ナデ。 暗褐色。

土師 椀 (18.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・

3 ( 9.0cm) 1/3 リ後ナデ。 鉄分少量。普。

内面へラナデ後へラミガキ。 黒褐色。

土師 要 (16.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・鉄分多く，

4 (15.5cm) 1/4 リ。 砂粒少量。普。

内面ナデ。 黒褐色。
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016号住居跡(第 59・60図)

本住居跡は，長軸 5.4m，短軸 5.0mのやや東西に長い長方形を呈する。ロームへの掘り込

み 32cm，面積 25.1m九主軸方向N-107'-Eを測る。ピットは主柱穴である， Pーし P

-2， P-3， P-4，とカマド脇の貯蔵穴である P-5の計 5個が検出された。周溝は幅 24

cm，深さ 6cmを測り北壁一部，南東コーナーを除き壁下に全周している。南東コーナ一部に

はP-5の貯蔵穴がカマド脇のコーナ一部分に位置しているために，周溝が掘れなかったもの

と推定される。

覆土中には炭化物がやや目立ち，床面にも炭化材が認められた。床面は全体に軟弱であった。

カマド

カマドは東壁やや南側に検出された。袖は山砂を主体とした黄褐色土で構築されていた。右

袖は幅 25cm，高さ 20cm，壁より 67cm，左袖は幅 20cm，高さ 20cm，壁より 50cmが遺

存していた。天井部分は確認されなかった。火床は中心が壁から 100cm離れて確認された。

掘り方は径 35cm，深さ 6.......8cmの円形ピット状を呈していた。また右袖から 50cm程離れ

て，貯蔵穴と思われる径 90cm，深さ 40cmのピットが確認された。遺物はほとんど検出され

なかった。

016号住居跡ピット計測表

番号 長径cm 短径m 深さ叩 性格

P-1 52 48 35 主柱穴

P-2 37 36 48 主柱穴

P-3 32 29 64 主柱穴

P-4 28 28 50 主柱穴

P-5 96 84 55 貯蔵穴

016号住居跡土層説明

l.黒褐色土層 ローム粒・焼土粒・炭化物少量。

2.黒褐色土層 炭化物多量。焼土プロック少量。

-93-

016号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計

坪 口縁部 2 18 20 

底部 1 1 

事 口縁部 10 10 

底部 3 3 

小計 2 32 
合計

34 

016号住居跡カマド土層説明

l.褐色土層

2.褐色土層 山砂多量。

3.暗褐色土層

4.黄褐色土層

5.褐色土層 ローム粒多量。

炭化物少量。
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016号住居跡出土遺物

番号 種 類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 椀 13.2cm完形 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ 砂粒・スコリア少量。 内外面赤彩。

1 6.5叩 ラケズリ後ナデ。 普。 スス付着。

丸底 内面ナデ。 晴赤褐色。

土師 均: (14.0αn) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒少 内外面赤彩。

2 ( 4.2cm) 1/4 内面ナデ。 量。普。

赤褐色。

土師 杯 (14.0αn) 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア多い。

3 5.0cm 1/3 リ後ナデ。 普。

内面ナデ。 黄褐色。

土師 聾 (22.0cm) 1/6 口縁部ヨコナデ。体部内外面と スコリア・鉄分少量。

4 ( 7.0cm) 少 もにナデ。 普。

黒褐色。

土師 事 (22.0叩) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部下半~底 スコリア極多い。砂粒

5 ( 7.0cm) 1/5 部ナデ。 少量。普。

(10.0cm) 1/3 内面ナデ。 褐色。

土師 費 16.6cm完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・雲母少量。良。 体部外面に

6 24.0叩 リ後一部へラミガキ。底部ナデ。 黒褐色。 一部黒班あ

5.2畑n 内面へラナデ後一部へラミガキ。 り。

土 師 査 (12.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少 口縁部~頚

7 (10.5叩) 1/3 リ後ナデ。 量。普。 部赤彩。

内面へラナデ。 赤褐色。

土師 杯 体部下半へラケズリ。 スコリア・雲母多く， 内外面赤彩。

8 ( 2.5cm) 1/5 底部ナデ。内面ナデ。 砂粒少量。普。

5.Ocm 1/1 赤褐色。
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017号住居跡(第 61・62図)

本住居跡は，北東壁がやや短いために東側コーナーがゆがみ， 4.1mx3.8mの方形を呈す

る。面積は 14.7m2，ロームへの掘り込み 32cm，主軸方向N-4t-Wを測る。周溝は幅 28

cm，深さ 10cmを測り壁下を全周している。ピットは 2個確認されたが，柱穴とは判断され

ない。床面出土の遺物は少なし床面も全体に軟弱であった。

カマド

カマドは北西壁のやや北側に位置する。カマドの左袖の一部は，壁際まで後世の撹乱にあっ

ている。袖部分はやや遺存状況が良好で，右袖は幅 20cm，高さ 25cm，壁から 50cm程が確

認された。また右袖部の壁への掘り込みは，壁外へ 15cmを測り，この部分にも山砂が貼付さ

れていた。全体として壁への掘り込みは，幅 100cm程度，壁外へ 15cm，と推定される。掘

り込み角度は， 48。を測る。周溝は両袖下面にまでおよんでおり，これを埋めもどして両袖が構

築されている。
017号住居跡出土土器数量表

017号住居跡ピット計測表
器形 部分 須恵 土師 小計

坪 口縁部 。
底部 。

聾 口縁部 1 1 

底部 1 1 

合計
小計 。 2 

2 

017号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

比師 珂= (14.Ocm) 1/8 口縁部ヨコナデ。口縁部下半~ スコリア多く，砂粒少

1 ( 3.0叩)少 体部へラケズリ後へラミガキ。 量。良。

内面へラミガキ。 赤褐色。

土師 聾 (14.伽n)1/8 口縁部ヨコナデ。頚部ナデ。 スコリア極多く，砂粒

2 ( 2.5cm)少 内面ナデ。 多い。普。

黒褐色。

宍 ゴ

-F2 
二人¥三司

。 10CM 

第61図 017号住居跡出土遺物 (Y4)
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017号住居跡土層説明

1. 晴褐色土層 。
2. 黄褐色土層焼土粒微量。

3. 黄褐色土層 ローム粒・ロームフ9ロック主体。

4M 

017号住居跡カマド土層説明

1. 黒褐色土層

2. 赤褐色土層焼土主体。

3. 黒褐色土層焼土粒を含む。

- 4. 灰褐色土層 山砂・焼土多量。

5. 黒褐色土層 焼土を含む。

6. 黒褐色土層焼土微量。

7. 黒褐色土層 ローム粒を含む。

8. 褐色土層 山砂少量。

23.70 

。 1M 

第62図 017号住居跡・カマド(見0・Y40)
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018号住居跡(第 63・64図)

本住居跡は，西壁と西北コーナ一部分のみが確認されたにすぎない。炉の位置，床面の状況

等から 3.0mx2.6 m程度の方形と推定される。ロームへの掘り込みは， 12 cm，中心に 60cmx

43 cm，深さ 16cmの炉が確認されている。遺物は炉の西側に，土師器坪形土器の完形品等が

床面に数多く検出された。

炉は住居跡のほぼ中央に位置し，中央に厚さ 4cm程の焼土が堆積していた。しかし長期に

わたり使用されたものとは判断されない。

018号住居跡土層説明

1.黒色土層 ローム粒少量。

2.黒褐色土層 ローム粒少量。焼土粒多量。

3.赤褐色土層上面に焼土粒を含み・

下面に焼土ブロック多い。
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第64図 018号住居跡出土遺物 (V4)

-100 



018号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 士不 14.2cm完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア少量。 内外面赤彩。

1 5.4cm リ。 良。赤褐色。

丸底 内面ナデ。 (一部黒班)

土師 杯 15.8cm完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，雲母・ 内外面赤彩。

2 5.4cm リ後ナデ。 鉄分少量。普。

丸 底 内面ナデ。 赤褐色。

土師 士不 15.0cm完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少 内外面赤彩。

3 7.2cm リ後ナデ。 量。良。

丸底 内面へラナデ。 黒褐色。

土師 士不 13.6cm完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒少量。良。暗茶褐 底部線刻印

4 4.9cm リ後ナデ。内面ナデ。 色。 あり。

丸底 (一部外面黒班) 内外面赤彩。

土師 I不 14.6cm完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア極多い。砂粒 底部に木葉

5 6.5cm リ後ナデ。 少量。普。 痕あり。

7.6cm 内面ナデ。 黄褐色。

土師 t不 13.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少 内外面赤彩。|

6 5.8cm 1/2 リ後ナデ。 量。普。

5.8cm 1/1 底部ナデ。内面へラナデ。 赤褐色。

土師 j宛 15.8cm完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒多い。 内外面赤彩。

7 7.1cm 良・赤褐色(一部スス付 底部二次焼

丸 底 内面へラナデ。 着。黒班あり。) 成。

土師 士不 11.6cm完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，雲母少 内外面赤彩。

8 4.7cm リ後ナデ。 量。良。

5.0cm 一部へラミガキ。内面ナデ。 赤褐色。

土師 士不 15.0cm完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒少量， 内外面赤彩。

9 4.9cm リ後ナデ。 普。赤褐色。

丸 底 内面ナデ。 (黒班あり)

土師 饗 16.0cm 1/4 口縁部ヨコナデ。体部上半細い 砂粒・スコリア多く， 体部外面に

10 (17.0cm) 1/4 へラケズリ。中半ナデ。下半部 雲母・鉄分少量。普。赤 黒班あり。

へラケズリ。内面ナデ。 褐色(一部二次焼成)。

土師 斐 10.0cm完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒多く，

11 11.3cm リ後ナデ一部へラミガキ。 雲母少量。普。

4.8cm 底部内面ナデ。 黒褐色。

土師 斐 9.4cm完形 口縁部ヨコナデ。体部上半へラケ 砂粒・スコリア少量。 体部外面に

12 
9.2cm ズリ後へラミガキ。体部中半~下 普。 一部スス付

5.6cm 半部へラケズリ後ナデ。内面へラ 黒褐色。 着。

ナデ後ナデ一部へラミガキ。
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019号住居跡(第 65・66図)

本住居跡は， 020号住居跡の南側半分に貼床をして構築されている。プランは 4.8mx4.7m

の正方形を呈し，面積 21.9m九ロームへの掘り込みは 8cm，主軸方向N-170-Eを測る。ピッ

トは P-l， P-2， P-3， P-4の主柱穴4個が検出された。周溝は確認されなかった。

各壁の立ちあがりの傾斜はゆるやかである。床面出土の遺物は少量であった。

カマド

カマドは北壁中央に位置し，住居跡全体のロームへの掘り込みが浅いため上半部は削平され

ていた。両袖は遺構確認時に山砂の範囲としてとらえる事ができる状況であった。両袖の遺存

状況は，幅 25cm，高さ 12cm，壁より 60cmであった。袖部分の壁へ掘り込みは認められな

かった。煙道部の壁外への掘り込みは，幅 50cm，壁外へ 20cmであった。火床部分の中心

は，中央の壁外掘り込み端から 60cm，長軸 40cmx短軸 35cm，深さ 6cm程の浅いピット

状を呈する。

019号住居跡ピット計測表

番号 長径叩 短径仰 深さ叩 性格

P-1 60 60 50 主柱穴

P-2 72 61 81 主柱穴

P-3 56 53 75 主柱穴

P-4 80 61 67 主柱穴

019号住居跡土層説明

1.黒褐色土層 ローム粒少量。

2.黄褐色土層 ロームプロックを含む。

019号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師

坪 口縁部 2 8 

底部 3 1 

聾 口縁部 14 

底部 3 

坪蓋 口縁部 1 

小計 6 26 

019号住居跡カマド土層説明

1.赤褐色土層焼土多量。

2.明褐色土層焼土少量。

小計

10 

4 

14 

3 

1 

合計

32 

3.赤褐色土層 焼土主体。しまり強い。

4.褐色土層 ロームプロック・山砂少量。

5.山砂

6.黒褐色土層
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019号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考|

土師 盤 (15.0cm) 1/3 ロ縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア少量。 一部体部外|

1 3.1ω1/3 リ。 普。 面スス付着。

( 9.6ω) 1/5 内面ナデ後へラミガキ。 黄褐色。
」

土師 杯 (14.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア少量。 内外面赤彩。|

2 ( 3.7佃)1/4 リ。 普。

丸 底 1/8 内面ナデ。 茶褐色。

土師 要 体部下半~底部へラケズリ。 砂粒・スコリア・雲母 やや磨滅激 l

3 ( 4.3cm) 内面ナデ。 少量。普。 しい。

( 6.4叩)1/1 黒色。

土師 婆 底部へラケズリ。 砂粒多く，雲母少量。

4 ( 2.0cm) 内面ナデ。 普。

6.8αn 1/1 褐色。

土師 河: 底部手持ちへラケズリ。 スコリア多く，砂粒少 底部に

5 ( 1.5αn) ロクロ水挽き成形(? )。 量。良。 「正OJ
6.0cm 1/1 茶褐色。 の墨書。

土師 椀 (11.6叩)1/8 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア極多く，砂粒

6 10.6cm 1/1 ラケズリ後ナデ。 -雲母少量。普。

6.2cm 1/1 内面.ナデ。 暗褐色。

7 
土製支脚 胴部の1/2と底部欠損。頭部は径5.0cm。表面にへラ削りを施す。胎土に砂粒が多く含

まれる。
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020号住居跡(第 67"'-'70図)

本住居跡は，南側の覆土中に 019号住居跡の貼床が構築されているが，当住居跡の床面にま

ではおよんでいない。

プランは， 5.3mx5.2mのほぽ正方形を呈し，面積は 27.7m九ロームの掘り込みは 20cm， 

主軸方向N-720-Eを測る。周溝は確認されなかった。ピットは主柱穴である， Pーし P

-2， P-3， P-4，カマド脇貯蔵穴である P-5の計5個が検出された。床面の状況は，

カマド周辺と中央部分がよく踏み固められており，一部に 2"，-，3cmの炭化物層が認められた。

床面出土の遺物少量であった。

カマド

カマドは東壁中央に位置している。遺存状況はあまり良好とは言えない。山砂を主体とした

袖は，右袖幅 17cm，高さ 25cm，壁より 50cm，左袖幅 25cm，高さ 20cm，壁より 45cm

遺存していた。掘り方は，中心が壁から 50cmのところにある 65cmx55cm・深さ 8cmの

浅いピットが見られ，その一部に火床と思われる焼土の堆積部分が認められた。

020号住居跡ピット計測表

番号 長径m 短径cm 深さcm 性格

P-1 48 44 61 主柱穴

P-2 41 37 63 主柱穴

P-3 37 33 39 主柱穴

P-4 44 40 67 主柱穴

P-5 56 56 78 貯蔵穴

~ 
24.00 

。 1M 

第67図 020号住居跡カマド(Yso.Y40) 
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020号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計

坪 口縁部 1 3 4 

底部 1 1 

聾 口縁部 4 4 

底部 4 4 

小計 1 12 
合計

13 

020号住居跡カマド土層説明

1.褐色土層 山砂多量。

2.褐色土層 山砂多量。

3.暗赤褐色土層焼土粒を含む。

4.褐色土層 ロームブロックを含む。

5.黄褐色土層
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020号住居跡土層説明

1.暗褐色土層 ロームプロック・ローム粒少量。.

2.暗褐色土層

3.明褐色土層 炭化物・ローム粒少量。

4.黒褐色土層 ハードローム・ロームプロック・ローム粒多量。
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第68図 020号住居跡(泊)
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第69図 020号住居跡出土遺物(1) (Y4) 
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第70図 020号住居跡出土遺物(II) (~) 

020号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 椀 17.0叩 2/3 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア多く，雲母・ 内外面赤彩。

l 8.6倒 2/3 ラケズリ後ナデ。 砂粒少量。良。 一部スス・

丸 底 1/8 内面へラナデ後ナデ。 赤褐色。 炭化物付着。

土師 杯 (14.4cm) 1/2 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア・雲母多く， 内外面赤彩。

2 5.2cm 1/3 ラケズリ後ナデ。 砂粒少量。普。

丸 底 1/2 内面ナデ。 暗褐色。

土師 境 12.4αn完形 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア多く，雲母少

3 5.4ω ラケズリ。 量。普。

丸 底 内面へラナデ後ナデ。 明褐色。

土師 杯 13.2cm完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒少量。 内外面赤彩。

4 4.8αn リ後一部ナデ。 良。

5.6ω 底部へラケズリ。内面ナデ。 赤褐色。

土師 杯 底部へラケズリ。 雲母・スコリア多く，

5 ( ? ) 砂位少量。普。

6.4αn 1/1 茶褐色。

土師 費 体部下半ナデ。底部ナデ。 砂粒極多く，スコリア 底部葉痕あ

6 多い。普。 り。

6.4叩 2/3 黄褐色。

土師 蜜 13.4叩 1/1 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・

7 23.8叩 1/2 リ後ナデ。 雲母少量。良。

7.0cm 1/2 底部，内面ナデ。 黒褐色。

土師 墾 (14.0αn) 1/8 口縁部ヨコナデ。頚部へラケズ スコリア多く，砂粒・ 体部外面一

8 (16.0叩) 1/3 リ後ナデ。 鉄分少量。良。 部黒班。

体部へラケズリ。内面ナデ。 暗褐色。
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021 号住居跡(第 71~73 図)

本住居跡は， 4.0 mx3.6mの東西にやや長い長方形を呈し，面積は 15.3m2，ロームへの掘

り込みは 40cm，主軸方向N-1T-E を測る。周溝は幅 20cm，深さ 7~8cm を測り壁下を

全周する。ピットは 5個確認され， P-l， P-2， P-4， P-5が主柱穴である。 P-2，

P-4の南側の 2個の柱穴は一部周溝にかかる。 P-3は主柱穴と比べてやや浅く，形状もや

や異なる。

床面は全体によく踏み固められており，特にカマド前はよくしまっていた。

カ マド

カマド北壁中央に位置する。黄褐色土の山砂を主体とした両袖は，比較的良好な遺存状況で

あった。右袖は幅 45cm，高さ 35cm，壁より 60cm，左袖は幅 30cm，高さ 30cm，壁より

55cm遺存していた。袖部分の壁外への掘り込みは認められなかった。また両袖の内側は，火を

受けて赤色化していた。煙道部分の壁への掘り込みは，幅 60cm，壁外へ 30cm，掘り込み角

度は煙道下部で 21"，煙出し口部で 54'を測る。火床部分は，焼土・炭化物を若干含む径 60cm

程のピット上面と思われる。遺物の出土は少量であった。また両袖の基底面の一部には，周溝

がおよびロームブロックを含む暗褐色土で埋めもどされている。

021号住居跡ピット計測表 021号住居跡出土土器数量表

番号 長径cm 短径cm 深さcm

P-1 64 53 44 

P-2 56 40 58 

P-3 80 61 26 

P-4 64 64 59 

P-5 57 53 53 

021号住居跡カマド土層説明

1.暗褐色土層 山砂少量。

2.暗赤褐色土層 山砂・焼土少量。

3.山砂主体の褐色土層

4.赤褐色土層焼土主体。

性格

主柱穴

主柱穴

不明

主柱穴

主柱穴

器形 部分 須恵 土師

坪 口縁部 11 20 

底部 5 7 

聾 口縁部 1 15 

底部 1 5 

小計 18 47 

5.暗赤褐色土層 上面にややしまった焼土層がみられる。火床部分と思われる。

6.暗黒褐色土層 山砂少量。

7 .黒色土層 炭化物がブロック状にみられる。煙道部分。

8.黒色土層焼土少量。

-109-

小計

31 

12 

16 

6 

合計

65 
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021号住居跡土層説明

1. 黒褐色土層 ローム粒少量。

2. 黒褐色土層 ローム粒・炭化物少量。

3. 黒褐色土層 ローム粒多量。
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第71図 021号住居跡・カマド(Ys。・ Y40)
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021号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師質 士不 (12.2cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。体 スコリア少量。 ロクロ水挽

I 須恵 4.1cm 1/5 部下半へラケズリ後ナデ。底部 良。 き成形(右)。

7.0cm 1/1 へラケズリ。内面ナデ。 黒褐色。

土師 杯 (16.2cm) 1/6 口縁部ヨコナデ。体部ナデ後へ 鉄分やや多く，スコリ ロクロ水挽

2 5.1叩 1/6 ラミガキ。底部へラケズリ後へ ア少量。普。 き成形(?)。

( 7.2cm) 3/4 ラミガキ。内面へラミガキ。 黒褐色(内黒)。

土師質 珂: 13.0cm完形 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽

3 須恵 3.5cm 体部下半~底部手持ちへラケズ 普。 き成形(右)。

6.8cm リ。 青灰色。

須恵 杯 体部ナデ。底部回転糸切り後ロ スコリア少量。 ロクロ水挽

4 0.8cm クロ右回転へラケズリ。 普。 き成形(右)。

( 8.0cm) 1/2 内面ナデ。 青灰色。

須恵 士不 (14.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 鉄分多く，スコリア・ ロクロ水挽

5 5.0αn 1/3 体部下半~底部へラケズリ。 砂粒少量。普。 き成形(右)。

8.2cm 2/3 内面ナデ。 青灰色。

土師質 士干、 15.0cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒多く， ロクロ水挽

6 須恵 3.5cm 1/3 底部不明。 鉄分少量。普。 き成形(右)。

( 8.4cm) 1/8 内面ナデ。 青灰色。

土師 t不 体部ナデ。体部下半~底部ロク 鉄分やや多い，スコリ ロクロ水挽

7 ( 2.0αn) 1/5 ロ右回転へラケズリ。 ア少量。普。 き成形(右)。

( 6.4cm) 1/3 内面ナデ。 黄褐色。

土師質 杯 体部下半ナデ後手持ちへラケズ スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽|

8 須恵 ( 2.5cm)少 リ。底部不明。 普。 き成形(?)。

( 8.0cm) 1/3 内面ナデ。 暗青灰色。

土師 土不 底部手持ちへラケズリ。 スコリア・鉄分多く， ロクロ水挽

9 底部に線刻印あり。 砂粒少量。普。 き成形(?)01 

8.1cm 1/1 茶褐色。

須恵 平瓶 体部ナデ。体部下半~底部ロク スコリア少量。 ロクロ水挽

10 ( 4.3cm) 1/3 ロ右回転へラケズリ。 普。 き成形(右)。

7.4cm 1/3 灰白色。 一部自然粕。

土師 杯 (14.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・雲母少量。 内外面赤彩。

11 ( 4.7cm) 1/5 リ後ナデ。 普。

丸底 内面ナデ。 赤褐色。

土師 翌 (20.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒・雲母

12 ( 6.0cm)少 リ。 多く，鉄分少量。普。

内面ナデ。 褐色。

土師 蔓 19.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒・鉄分

13 11.3cm 1/3 リ。 多い。普。

内面へラナデ。 暗茶褐色。

土師 翌 15.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・

14 7.5cm 1/2 リ後ナデ。 鉄分少量。普。

内面ナデ。 茶褐色。

nJ臼
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021号住居跡出土遺物(II)(Y4・Yz)

土師 建 (14.0cm) 115 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少

15 ( 4.0cm) 少 量。普。

内面ナデ。 暗褐色。

土師 饗 体部下半~底部へラケズリ。 スコリア極多く，砂粒

16 ( 2.7cm) 内面ナデ。 -雲母少量。普。

6.0cm 2/3 暗褐色。

土師 聾 体部下半~底部へラケズリ。 砂粒・スコリア少量。

17 ( 2.0cm) 内面ナデ。 普。

7.0cm 2/3 茶褐色。

土師 聾 (22.0cm) 1/5 口縁部ナデ。体部へラケズリ。 スコリア多い砂粒少

18 ( 4.0cm) 少 内面へラナデ。 量。普。

茶褐色。

土師 斐 21.0cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く. i失分・

19 ( 7.0cm) 砂粒少量。良。

内面ナデ。 黄褐色。

須恵 護 (31. Ocm) 1/4 口縁部ヨコナデ。 1本部タタキ目 スコリア多く，砂粒少 {本部上平に

21 (?) (17.0cm) 114 後一部ナデ。 量。普。 突起あり。

内閣ナデ。 青灰色。

土師 要 (l2.0cm) 112 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア少抗。

21 ( 4.0cm) 普。

内面ナデ。 黒褐色。

22 万 子 身部欠損。

23 刀 子 身部，茎端を欠く。

内
毛
U

第73図



022号住居跡(第 74.-......77図)

本住居跡は， 3.1mx2.7mの東西にやや長い長方形を呈し，面積 8.3m2，ロームへの掘り込

み25cm，主軸方向N-W-Eを測る。壁はほぼ垂直に立ちあがっている。周溝，ピットは検

出されなかった。床面はカマド手前，中央部分はよく踏み固められていた。遺物はカマド周辺

にかなり集中して認められた。

カ マド

カマドは北壁中央に位置している。遺存状況は，住居跡の掘り込みがやや浅いため天井部分

は削平されていた。両袖部分は，右袖幅 25cm，高さ 25cm，壁より 25cm，左袖は幅 18cm， 

高さ 13cm，壁より 25cm遺存していた。両袖ともにカマド中央の壁への掘り込み部分の両端

に及んでいた。火床部分からやや浮いた状態で土製支脚が出土している。火床部分の掘り方は，

径 65cm，深さ 7cm程の浅いピット状を呈している。煙道部の壁への掘り込みは，幅 80cm，

壁外へ 30cm，掘り込み角度 64。を測る。遺物の出土は少量であった。

022号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計

.t~早
口縁部 1 1 

底部 。
聾

口縁部 1 1 

底部 。
小計 2 。合計

2 
21.1・

022号住居跡土層説明

1. 暗褐色土層 ローム粒・焼土粒少量。 ' 4M 

2. 暗褐色土層 ロームブロック少量。

3. 暗褐色土層

第74図 022号住居跡(括)
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022号住居跡カマド土層説明

1. 褐色土層

2. 暗赤褐色土層焼土多量。

3. 暗黄褐色土層 山砂多量。焼土少量。

4. 黒褐色土層焼土少量。

5. 黒褐色土層 焼土微量。炭化物少量。

6. 褐色土層 しまり弱い。

黒色土層

黒褐色土層

9. 黄褐色土層 しまり強い。

1 M 

第75図 022号住居跡カマド (Y40)
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022号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 珂: (14.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 砂粒・鉄分少量。 ロクロ水挽

1 .4.5cm 1/3 底部ロクロ右回転へラケズリ。 良。 き成形(右)。

7.2cm 2/3 内面ナデ。 暗茶褐色。

土師 均二 (14.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 鉄分・砂粒少量。良。 ロクロ水挽

2 ( 4.1叩) 1/3 体部下半~底部ロクロ右回転へ 黄褐色。 き成形(右)。

( 8.6cm) 1/3 ラケズリ。

土師 斐 (20.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，鉄分・

3 ( 9.5cm) 1/2 リ。 砂粒少量。普。

内面ナデ。 暗褐色。

土師 斐 (26.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少 体部外面黒

4 (15.0cm) 1/4 リ。 量。普。 班あり。

内面へラナデ。 褐色。

土師 墾 (22.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒多く，

5 ( 9.5cm) 1/4 鉄分少量。普。

内面ナデ。 黄褐色。

土師 斐 頚部~体部へラケズリ。 スコリア多く，砂粒少

6 (23.5cm) 1/3 内面へラナデ。 量。良。

茶褐色。

土師 斐 (22.0叩) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒・雲母

7 (17.0cm) 1/3 内面ナデ。 多い。良。

暗茶褐色。

土師 費 体部下半~底部へラケズリ。 スコリア少量，鉄分微 やや磨滅。

8 ( 5.7cm) 量。普。

( 5.0cm) 1/3 黒色。

土師 蔓 体部下半へラケズリ。 スコリア多く，砂粒・

9 ( 5.0cm) 少 底部ナデ。 雲母少量。良。

(14.0叩) 1/5 内面ナデ。 茶褐色。

土師質 獲 (26.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。 砂粒少量。良。

10 須恵 ( 6.5cm) 少 体部タタキ目。 良。

内面ナデ。 暗褐色。

土師質 聾 26.0cm 1/3 口縁部ヨコナデ。体部上半タタ スコリア・砂粒少量。

11 須恵 (23.5cm) 1/3 キ目。下半部タタキ日後へラケ 良。

ズリ。内面ナデ。(指痕あり) 黒褐色。

須恵 要 25.0cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部上半タタ スコリア多く，砂粒・

12 23.5cm 2/3 キ目後ナデ。下半部へラケズリ。 雲母少量。良。

15.6cm 1/2 底部ナデ。内面ナデ。 暗褐色。

内，，



023号住居跡(第 78"-'80図)

本住居跡は， 3.1 mx2.5mのやや東西に長い長方形を呈する。全体に本住居跡は後世の撹乱

により各壁ともややゆがんでいる。面積は 7.4m九ロームへの掘り込み 24cm，主軸方向N

_60ーEを測る。柱穴，周溝は確認されなかった。床面は中央部分以外は軟弱で，不明確であっ

た。しかし床面出土の遺物が多量に存在し，遺物出土レベルから床面を想定し得た。遺物は，

カマド東側周辺，南西コーナ一部分に，高台付坪形土器を中心に集中していた。また東壁際中

央から金銅製鋳帯具が出土している。

カマド

カマドは北壁中央に位置している。カマドは後世の撹乱を受けて，ほとんど原形をとどめて

いなかった。袖は左袖が，幅 25cm，高さ 25cmで一部遺存していた。火床部分は，中心が壁

から 30cm程離れて位置し， 40 cm x 35 cm，深さ 3cmのピット状を呈し，一部焼土が検出

された。煙道部の壁への掘り込みは，幅 55cm，壁外へ 15cm程度と推定される。

023号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵

坪 口縁部

底部

聾 口縁部

底部

小計

023号住居跡土層説明

1.暗褐色土層 炭火物・焼土粒少量。

2.黒褐色土層 ローム粒少量。炭化物多量。

3.暗褐色土層焼土粒・炭化物多量。

1 

1 

4.黄褐色土層 ソフトロームプロックを含む。

118-

土師 小計

9 10 

5 5 

17 17 

1 1 

32 
合計

33 

023号住居跡カマド土層説明

1.褐色土層

2.暗褐色土層 山砂・焼土少量。

3.赤褐色土層焼土含む。

4.黒褐色土層焼土少量。

5.暗赤褐色土層
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023号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須恵 杯 13.8cm 2/2 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

1 4.2ω2/3 体部下半~底部手持ちへラケ 量。良。 き成形(右)。

7.0cm 1/1 ズリ。 暗青灰色。

須恵 珂Z (13.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

2 4.3ω1/4 底部回転糸切り後手持ちへラケ 量。普。 き成形(? )。

5.8cm 1/2 ズリ。 青灰色。

土師質 珂: (14.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

3 須恵 3.9cm 1/4 底部~体部下半手持ちへラケズ 量。良。 き成形(右)。

( 7.6cm) 1/3 リ。 灰黒色。

土師 杯、 (14.0αn) 1/5 口縁部ヨコナデ。 砂粒・スコリア少量。 ロクロ水挽

4 ( 4.0叩) 1/5 体部内外面ナデ。 良。 き成形(? )。

黄褐色。

土師質 珂二 (14.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒・ ロクロ水挽|

5 須恵 4.3cm 1/4 体部下半~底部手持ちへラケズ 雲母少量。良。 き成形(? )。

( 8.6cm) 1/4 リ。 黒褐色。

土師質 主干、 12.4cm完形 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 砂粒少量。 ロクロ水挽 l

6 須恵 3.9cm 体部下半~底部手持ちへラケズ 良。 き成形(右)。

5.1叩 リ。 褐色。

土師 高台 13.9cm完形 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

7 付皿 3.7叩 貼付高台部ヨコナデ。内面へラ 量。良。 き成形(右)。

6.3cm ミガキ。 黄褐色。

土師 高台 14.0仰 完 形 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア微量。 ロクロ水挽

8 付皿 3.7cm 貼付高台部ヨコナデ。内面へラ 良。 き成形(右)。

6.9ω ミガキ。 明褐色。

土師 高台 14.0叩 1/2 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。貼付高 スコリア・雲母少量。 ロクロ水挽

9 付皿 3.1ω1/2 台部ヨコナデ。内面へラミガキ。 良。 き成形(? )。

6.5cm 1/2 底部回転糸切り後ヨコナデ。 褐色。

土師 高台 高台部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒・ ロクロ水挽

10 付皿 ( 2.3cm) 少 内面ナデ後へラミガキ。 雲母少量。良。 き成形(?)。

7.5佃 1/1 黄褐色。

土師 高台 高台部ヨコナデ。体部ナデ。底 スコリア少量。鉄分少 ロクロ水挽

11 付皿 ( 8.2cm) 1/3 部回転糸切り後周辺ナデ。 量。良。 き成形(?)。

6.6ω2/3 内面ナデ後へラミガキ。 黄褐色。

土師質 杯 体部ナデ。体部下半手持ちへラケズ スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽

12 須恵 ( 3.7cm) 1/6 リ。底部回転糸切り後周辺手持ちへ 良。 き成形(? )。

5.0cm 1/1 ラケズリ。内面ナテ・後へラミガキ。 暗褐色。

土師質 護 (22.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。 スコリア多く，砂粒・

13 須恵 ( 5.5cm) 少 体部タタキ目。 雲母少量。良。

内面へラナデ。 暗褐色。

-121-
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番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 聾 (18.0cm) 1/6 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂栓・

14 ( 8.0佃)1/6 リ。 雲母少量。良。

内面へラナデ。 茶褐色。

土師 要 (20.伽)1/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒少量。

15 ( 8.7叩)1/3 リ。 良。

内面へラナデ後ナデ。 褐色。

土師 要 体部へラケズリ。 砂粒極多く，スコリア

16 (23.5cm) 1/3 内面ナデ。 多い。普。

黒褐色。

土師 聾 体部下半~底部へラケズリ。 スコリア多く，砂粒・

17 ( 4.0叩)少 内面ナデ。 雲母少量。良。

14.Ocm 1/1 黒色。

土師 翠 体部下半~底部へラケズリ。 砂粒・スコリア・雲母 底部二次焼

18 ( 4.加n)少 内面へラナデ。 少量。良。 成。

5.2cm 1/1 黒褐色。

土師 費 体部下半~へラケズリ。 スコリア多く，砂量少

19 ( 3.伽n) 少 底面ナデ。 量。良。

(16.0叩)1/1 内面ナデ。 黒色。

革帯をとめる鮫異の部分。金銅製である表金具・その聞にあり先端と結合する金具，

20 鰐帯具
鉄製である先端の弓状を呈する部分・その矢に当る刺金・その弦に当る針金，そして

釘 3本から構成されている。表金具・裏金具は同規格で，長さ3.5cm.幅2.7，叩，であ

る。現重量19.4g。

21 紡錘車
泥岩製。平面形は惰円型で，上面の長径3.0cm.短径2.5cm.底面の長径3.3cm.短径

2.7cm.厚さ1.9cm.孔径0.7倒。現重量28.8g。

22 砥 石 泥岩製。一端を欠く。研ぎ滅りがしている。裏面は剥落が著しい。

23 万 子 身部・茎端部欠損。現存長6.5cm.茎幅1.伽n.厚さ0.3cm。

24 砥 石
泥岩製。一端を欠く。全面に使用痕があり，研ぎ減りが著しい。側面・端部には，金

属切痕，擦療が認められる。

ー 123-



024号住居跡(第 81'"'"'83図)

本住居跡は，南側の覆土中に 025号住居跡が貼床を構築しているため，南壁の上半分が破壊

されている。プランは一辺が 3.9mの正方形を呈し，面積 15.3m九ロームへの掘り込み 56

cm，主軸方向N-130
- Eを測る。

周溝は南壁の西側，西壁南側，東壁やや南側の一部を除いて確認された。幅 12cm，深さ 4

cmを測る。ピットは主柱穴である P-7， P -8， P -9， P -10の4個が確認された。床

面出土の遺物はカマド周辺に若干検出された程度であった。

カマド

カマドは北壁中央に位置する。両袖部分は，ロームフゃロックを含んだ黄褐色の山砂で構築さ

れていた。右袖は幅 25cm，高さ 15cm，壁より 57cm，左袖幅 30cm，高さ 30cm，壁より

55cm遺存していた。両袖の内側は火を受けて赤色化していた。袖部分の山砂は，煙道部の壁へ

の掘り込みの両端におよんでいた。当住居跡のカマドの両袖は，まず壁の下半分に幅lOcm，

高さ 25cm，壁から 12cmロームを掘り残し，袖の構築位置を定めている。このローム掘り残

し部分は，左右の間隔が 60cmを測る。このローム掘り残し部分を目安として，山砂等を用い

てやや外側に広がる様に袖を構築したと推定される。煙道部の壁への掘り込みは，幅 40cm， 

壁外へ 20cm，掘り込み角度 64。を測る。火床部分は，径 45cm，深さ 5cmの浅いピット状を

呈し，中央に焼土が認められた。遺物の出土は少量で、あった。

024号住居跡出土土器数量表

024・025号住居跡ピット計測表

番号 長径cm 短径cm 深さ佃 性格

P-1 61 60 70 主柱穴

P-2 36 33 48 主柱穴

P-3 81 62 80 主柱穴

P-4 48 42 64 主柱穴

P-5 52 40 31 貯蔵穴

P-6 96 88 26 不明

P-7 57 56 58 主柱穴

P-8 76 73 55 主柱穴

P-9 72 52 61 主柱穴

P -10 80 77 83 主柱穴

an宅

器形 部分 須恵 土師 小計

坪 口縁部 2 2 

底部 。
聾 口縁部 10 10 

底部 2 2 

小計 。14 
合計

14 

024号住居跡土層説明

1.黒褐色土層 ローム粒少量。

2.暗褐色土層

3.黄褐色土層 貼床部分(ロームブロック多量)

4.黒褐色土層 ソフトローム少量。

5.暗褐色土層 ローム粒少量。

6.暗褐色土層 山砂ブロック状に含む。

7 .黄褐色土層

8.黄褐色土層 ロームブロック少量。
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024号住居跡カマド土層説明

1. 褐色土層

2. 褐色土層 ロームブロック多量。

3. 暗赤褐色土層焼土多量。

4. 赤褐色土層焼土主体。

5. 褐色土層 山砂多量。焼土少量。

6. 赤褐色土層 山砂が火を受けて赤色

化している部分。

7. 褐色土層

' 1M 
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024号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

鎌 先端部を少し欠く。現存長19.8cm，幅3.3cm，厚さO.3cm，形状は先端部付近の轡曲が

1 著しく，刃幅も先端部付近は細くなる。基端部には直角の折り返しを有する。

現重量95.7g。

砥 石 凝灰岩製。一端を欠く。 5面に使用痕があり，研き減りが著ししユ。端部には金属切痕
2 

-擦痕が認められる。

砥 石 凝灰岩製。端部のみ残存(裏面剥落)。表面は研き減りしていて，端部には金属切療が
3 

認められる。

土師 護 体部下半~底部へフケズリ。 スコリア多く，砂粒・

4 ( 4.0cm) 内面ナデ。 雲母少量。普。

5.6cm 1/2 黒褐色。

025号住居跡(第 81・84・85図)

本住居跡は， 024号住居跡の覆土に一部貼床をして構築されている。プランは 6.2mx5.9m

の方形を呈し，面積 36.2m九ロームへの掘り込み 32cm，主軸方向N-61"-Eを測る。 ピッ

トは主柱穴である Pーし P-2，P-3， Pーし貯蔵穴と思われる P-5，小ピットの P

-6の6個を確認した。周溝は，南壁下および 024号住居跡との重複部を除き，幅 16cm，深

さ 5cmを測り全周するものと推定される。当住居跡は，南側が一部台地の緩斜面に位置する

ために南壁はやや不明確である。

カマド

カマドは西壁中央に位置する。遺存状況は，きわめて悪く，土層断面の観察でかろうじて両

袖を構成すると思われる山砂が確認された。煙道部の壁への掘り込みは，幅 50cm，壁外へ 15

cm，掘り込み角度 59'を測る。火床と明確に判断される焼土等の痕跡も認められなかった。周溝

は両袖下面にまでおよんでおり，両袖は周溝を一部埋めもどして構築されたものと考えられる。

025号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小言十

t不 口縁部 5 3 8 

底部 1 1 

聾 口縁部 3 3 

底部 3 3 

小計 5 10 合計
15 
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025号住居跡カマド土層説明

1. 明褐色土層焼土粒少量。

2. 赤褐色土層焼土主体。

3. 褐色土層焼土少量。

4. 黄褐色土層

5. 明褐色土層 1層に山砂を多く含んだ層。

6. 褐色土層 山砂少量。

竺~. 7. 焼土ブロック

E~十てオ三ヨ~\ 8. 赤褐色土層 焼土プロック多量。

官M ぶ隠滅~

第84図 025号住居跡カマド(Y40)

025号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考|

土師 珂: 16.4叩 2/3 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ 砂粒少量。良。 二次焼成を|

1 6.0c澗 2/3 ラケズリ後へラミガキ。 明褐色。 強く受ける。|

丸底 1/1 内面ナデ。 内面口縁部黒色。

土師 士干 (14.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア・鉄分

2 ( 5.4cm) 1/4 リ後へラミガキ。 少量。普。

丸底 内面ナデ後へラミガキ。 暗褐色。

土師 婆 (16.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少

3 ( 6.8cm) 少 量。良。

内面ナデ。 暗褐色。

土師 護 11.4c加 2/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア多く，

4 (18.0cm) 2/3 リ。頚部ナデ。 雲母少量。普。

内面へラナデ。 茶褐色。

土師 碧 体部下半へラケズリ。 スコリア・砂粒多い。

5 (10.0cm) 少 底部ナデ。 良。

6.6cm 1/1 内面へラナデ。 暗褐色。

土師 甑 27.5cm 4/5 口縁ヨコナデ。体部へラケズリ スコリア多く，砂粒少 体部外商ー|

6 27.5cm 4/5 後ナデ。端部面取リ。 量。良。 部黒班。

14.1cm 1/1 内面へラナデ。 茶褐色。

7 
石製品 安山岩製。下端欠損。幅10.5cm，厚さ9.4cm，全面によく磨られていて，表面には浅

い凹がある。
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026号住居跡(第 86'""88図)

本住居跡は， 027号住居跡の北壁部分を切って構築されている。

プランは 3.5mx3.2 mのほぽ正方形を呈し，面積 11.4m九ロームへの掘り込み 44cm，主

軸方向N-90-Eを測る。

周溝は南壁下および西壁北側を除いて，検出された。ピットは南壁に， P-l， P-2の主

柱穴が確認された。本住居跡の床面レベルは， 027号住居跡とほぼ同一レベルであったが，南側

壁下には両住居跡の周溝は検出されなかった。

床面はよく踏み固められており，床面出土の遺物はカマド手前から中央部にかけてやや集中

していた。

カマド

カマドは北壁中央に位置する。遺存状況は良好であった。黄褐色のやや粘質の山砂を主体と

した両袖は，右袖幅 35cm，高さ 23cm，壁より 53cm，左袖幅 30cm，高さ 25cm，壁から

55 cm遺存していた。両袖とも内面は，熱を受けて赤色化していた。天井部・煙道部は，山砂

とロームブロックを主体として構築されていたが，ややつぶれた状態であった。煙道部は，幅

25cm程度と推定され、径 25cm程の煙出し口を有する。煙道部分は，幅 70cm，壁外に 30

cm，掘り込み角度 71。で掘り込まれていた。火床部分は， 60 cm x 50 cm，深さ 6cm程の浅い

ピット状を呈し，焼土が多量に検出された。また右袖下面は，周溝を一部埋めもどして構築さ

れていた。遺物の出土は少量であった。
026号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計

026・027号住居跡ピット計測表 坪 口縁部 1 1 

番号 長径cm 短径cm 深さcm 性格 底部 l 1 

P-l 48 44 35 柱穴 聾 口縁部 2 2 

P-2 33 32 38 柱穴 底部 3 3 

P-3 48 41 69 主柱穴 小計 1 6 
合計

7 
P-4 44 33 42 主柱穴

P-5 57 45 40 主柱穴
027号住居跡出土土器数量表

P-6 56 30 45 主柱穴
器形 部分 須恵 土師 小計

坪 口縁部 1 8 9 

底部 1 4 5 

聾 口縁部 7 7 

底部 11 11 

小計 2 30 
合計

32 
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026号住居跡土層説明

1.褐色土層 焼土粒少量。

2. 黒褐色土層 ローム粒少量。

一-3. 暗褐色土層 ローム粒多量。炭化物多量。ー

4. 暗褐色土層 ローム粒少量。

5. 暗褐色土層 ローム粒・焼土粒少量。

6. 黄褐色土層 ローム粒多量。

7. 暗褐色土層

8. 黄褐色土層 ロームフ@ロックを含む。

U.OO.H 

。 4M 

第86図 026・027号住居跡 (Y80)
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026号住居跡カマド土層説明

暗褐色土層

暗褐色土層 ローム粒 ・ロームブ

ロック少量。

3. 暗赤褐色土層焼土粒多量。

4. 褐色土層 ローム粒少量。

5. 暗褐色土層 山砂少量。しまり弱い。

6. 赤褐色土層焼土主体。

1M  

(括)

2 

3 

第88図 026号住居跡出土遺物(~)
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026号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 要 (22. ucm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部タタキ目。 スコリア多く，鉄分少 一部二次焼

l ( 6.7cm) 内面ナデ。 量。普。 成。

黄褐色。

土師 護 体部タタキ目。体部下半へラケ スコリア多く，鉄分少

2 (22.5cm) 1/3 ズリ。 量。良。

(lu.ucm) 1/3 内面ナデ。 暗褐色。

土師 斐 (21.6cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・鉄分多く， 体部上半一

3 (19. ucm) 1/2 砂粒少量。普。 部黒班。

内面へラナデ。 黒褐色。

須恵 要 (26.ucm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部タタキ目。 スコリア多く，砂粒少

4 (ll.ucm) 内面ナデ。 量。良。

黄褐色。

須恵 楚 体部下半へラケズリ。 スコリア・雲母多く，

5 ( 4.5cm) 体部ナデ。 鉄分少量。良。

(16. ucm) 1/3 内面ナデ。 黒褐色。

土師 斐 体部下半~底部へラケズリ。 スコリア多く，雲母・

6 ( 3.ucm) 内面へラナデ。 鉄分少量。普。

6.4cm 1/2 茶褐色。

土師 斐 (12.ucm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少

7 ( 4.ucm) リ。 量。良。

内面ナデ。 暗褐色。

027号住居跡(第 86・89図)

本住居跡は，北側部分が 026号住居跡によって切られ，北壁中央に存在したと思われるカマ

ドも全体が破壊されていた。

プランは， 4.2mx3.8mのほぽ方形を呈し，面積 15.9m2，ロームへの掘り込み 33cm，主

軸方向N-270-Eを測る。周溝は北壁西側部分を除き，幅 25cm，深さ 7cmを測る。ピット

は主柱穴である， P-3， Pーし P-5，P-6の4個が確認された。床面は全体に軟弱で、

検出が困難であった。床面出土の遺物は，住居跡中央部にやや集中していた。

カマドは北壁中央に位置していたと思われ，一部床面レベルに焼土が検出された。
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第89図 027号住居跡出土遺物(Y4. Y2) 

027号住居跡出土遺物

官
J4 

¥三主グ6

' 10CM 

。 5CM 

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 長f l1.7cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア・砂粒多い。 内面スス・

1 4.2cm 1/1 ラケズリ。 普。 炭化物付着。

7.6cm 1/1 内面ナデ。 暗褐色。

土師質 甑 (30.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア少量。良。 頚部貼付け

2 須恵 ( 5.5cm) 少 リ。 褐色。 突起。

内面へラナデ。

土師 婆 体部下半細いへラケズリ。底部 スコリア・砂粒多い。 体部下スス

3 (13.7cm) 1/5 ナデ。 良。 付着。

( 9.0cm) 1/4 内面へラナデ。 褐色。

須恵 整 体部下半へラケズリ。 スコリア多く，砂粒・

4 ( 2.5cm)少 底部ナデ。 雲母少量。良。

(15.0cm) 1/5 内面ナデ。 青灰色。

土師 婆 体部下半~底部へラケズリ。 スコリア極多く，砂 底部一部ー

5 ( 1. 2cm) 少 内面ナデ。 粒少量。良。 次焼成。

9.1cm 4/5 黒色。
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番号 種 類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 蔓 体部下半~底部へラケズリ。 スコリア多く，砂粒少

6 ( 2.5cm) 内面ナデ。 量。良。

5.伽n 1/1 暗茶褐色。

土師 費 (18.0佃)1/4 口縁部ヨコナデ。体部上半へラ 雲母極多く，スコリア

7 (16.0叩)1/4 ケズリ。体部下半細いへラケズ -砂粒多い。普。

リ後ナデ。内面へラナデ。 暗褐色。

8 
鉄 釘 断面四角形。頭部は鍛えて広げてから折り曲げて造られている。先端から1.5αnのと

ころで直角に折れ曲がっている。現重量24.6g。

028号住居跡(第 90・91図)

本住居跡は，南東コーナ一部分が024号住居跡と切り合い関係にあった。しかしロームへの

掘り込みが浅いため，土層観察からは新旧関係を決定する事ができなかった。

プランは， 3.7mx3.6mのほぽ正方形を呈し，面積 13.3m九ロームへの掘り込み 39cm，

主軸方向N-29'-Eを測る。南壁部分は，台地南端の緩斜面に近いことから，ロームへの掘り

込みはほとんど認められなかった。

周溝は確認されなかった。ピットは主柱穴である P-l， P-Z， P-3の3個が検出され

た。 P-1と対をなすと考えられる南西部のピット検出に努めたが，この部分に柱穴は認めら

れなかった。床面はカマド周辺部分がよく踏み固められていた。床面出土の遺物は，カマド手

前に集中していた。

カ マ ド

カマドは北壁中央に位置している。両袖部は山砂を主体として構築され，右袖幅 40cm，高

さ30cm，壁から 50cm，左袖幅 35cm，高さ 38cm，壁より 50cm遺存していた。煙道部の

壁への掘り込みは幅 35cm，壁外へ 15cm，掘り込み角度 63。を測る。火床部分は径 50cmの

浅いピットを呈する。天井部の山砂は，南側へ流出した状況が，土層断面で認められた。遺物

の出土は少量であった。

028号住居跡ピット計測表

番 号 長径c加 短径αn 深さm 性格

P-1 32 28 45 主柱穴

P-2 43 25 30 主柱穴

P-3 29 29 37 不明

028号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計

坪 口縁部 13 2 15 

底部 9 9 

聾 口縁部 1 19 20 

底部 7 7 

小計 23 28 合計
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028号住居跡土層説明

1. 暗褐色土層 ローム粒・焼土粧少量。

2. 黄褐色土層 ローム粒多量。

028号住居跡カマド土層説明

1. 黒褐色土層 しまり弱い。

2. 黒褐色土層焼土少量。

3. 赤褐色土層焼土主体。山砂少量。

4. 赤褐色土層焼土が3層より少ない。

5. 赤褐色土層 焼土プロックを含む。

6. 黄褐色土層
23.40 

万震昌三ミ
ミミ…

第90図 028号住居跡・カマド(Yso・Y40)
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028号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須恵 杯 (13.0cm) 1/6 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽

1 4.2叩 1/3 体部下半~底部ロクロ右回転へ 良。 き成形(右)。

( 8.4佃)1/8 ラケズリ。 青灰色。

土師 杯 (14.0佃)1/6 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア少量。 ロクロ水挽

2 4.0α1 1/6 体部下半~底部手持ちへラケズ 良。 き成形(?)。

( 9.4叩)1/8 リ。 褐色。

須恵 杯 (13.0αn) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア少量。 ロクロ水挽

3 ( 3.5cm) 1/4 底部ロクロ右回転へラケズリ。 良。 き成形(右)。

(10.0叩)1/3 内面ナデ。 青灰色。

土師 杯 (16.伽 )1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・鉄分少量。 ロクロ水挽

4 ( 5.伽 n)1/4 体部下半~底部回転へラケズリ， 良。 き成形(?)。

内面へラミガキ。 茶褐色。(内黒)

須恵 町、 (14.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。内外面体部ナ スコリア・鉄分少量。 ロクロ水挽

5 ( 4.0αn) 1/5 デ。 良。 き成形(?)。

青灰色。

土師 坪 16.Ocm 1/2 口縁部ヨコナデ。内外面体部ナ スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽

6 ( 4.1叩)1/2 デ。 良。 き成形(?)。

黒色。(スス付着)

土師 境 (12.0αn) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア少量。

7 5.2叩 1/4 リ。 普。

( 7.0叩)1/8 内面ナデ。 茶褐色。

須恵 高台 (13.伽)1/8 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。高台部 スコリア多く，砂粒・ ロクロ水挽

8 付杯 ( 4.2叩)1/3 欠損。底部ロクロ右回転へラケズリ。 鉄分少量。普。 き成形(右)。

内面ナデ。高台部周囲ヨコナデ。 青灰色。

土師質 杯 体部ナデ。体部下半~底部手持 スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽

9 須恵 ( 2.6佃)1/3 ちへラケズリ。 良。 き成形(?)。

(10.0仰)1/3 内面ナデ。 暗褐色。

土師質 珂: 体部下半~底部ロクロ右回転へ 鉄分・砂粒少量。 ロクロ水挽

10 須恵 ( 1.3cm)少 ラケズリ。 良。 き成形(?)。

q.2叩)4/5 内面ナデ。 賞褐色。

土師 費 (22.0叩)1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア多い。

11 (15.伽)1/3 リ。 良。

内面ナデ。 茶褐色。

土師 費 (24.Ocm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂栓・スコリア少量。

12 ( 8.伽 n)1/8 リ。 普。

内面ナデ。 茶褐色。

土師 聾 (22.0叩)1/6 口縁部ヨコナデ。体部タタキ目 スコリア少量。

13 ( 4.5α1) 少 後一部ナデ。 良。

内面ナデ。 褐色。

土師 聾 (20.0叩)1/6 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒多い。

14 ( 8.2cm) 1/6 リ。 普。

内面ナデ。 茶褐色。
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番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

|| ||土師 |l聾!山剛山
口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・

15 ! I ! ( 4.8αn) 1/4 リ。 雲母少量。普。

内面ナデ。 茶褐色。

土師 斐 体部下半~底部へラケズリ。 スコリア多く，砂粒少

16 ( 6.5αn) 1/4 内面へラナデ後ナデ。 量。良。

( 5.0cm) 1/4 黒褐色。

土師 斐 体部下半~底部へラケズリ。 砂粒・スコリア少量。

17 ( 4.0cm) 1/3 内面ナデ。 良。

( 6.0叩)1/3 黒褐色。

砥 石 疑灰岩製。一端を欠く。 5面に使用痕。研ぎ減りが著しし頭部にはひっかき痕が認
18 

められる。

029号住居跡(第 3・92図)

本住居跡は， 028号住居跡の南側に位置し，台地南側の緩斜面に構築されたものである。一部

踏み固められた床面が検出されたが，明確なプランは確認する事ができなかった。カマドの痕

跡も認められなかった。
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029号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 均= 15.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部~下半へ スコリア少量。良。 内外面赤彩。
1 6.4佃 1/2 ラケズリ後ナデ。 良。 炭化物付着。

丸底 1/2 内面ナデ。 赤褐色。

土師 均= (16.0佃)1/8 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少 内外面赤彩。

2 ( 4.0αn) 少 リ後ナデ。 量。普。

内面ナデ。 赤褐色。

須恵 杯 ロ縁下半部ヨコナデ。体部ロク 砂粒少量。良。 ロクロ水挽

3 ( 4.8ω) 1/3 ロ左回転へラケズリ。 良。 き成形(左)。

内面ナデ。 青灰色。

土師 杯 (14.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア少量。 内外面赤彩。

4 ( 3.8cm)少 リ後ナデ。 良。

内面ナデ。 赤褐色。

土師 建 (18.0叩)1/3 口縁部ヨコナデ。頚部~体部へ スコリア・砂粒多い。

5 ( 7.2αn) 少 ラケズリ後へラミガキ。 普。

内面へラナデ。 暗褐色。

土師 事 (12.0αn) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部内外商ナ スコリア多い。普。 口縁部外面

6 ( 3.0αn) 少 ア。 普。 スス付着。

茶褐色。

土師 翌 (16.0佃)1/6 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂位少 内外面赤彩。

7 ( 5.5cm) 少 リ。 量。良。

内面ナデ。 茶褐色。

土師 費 体部下半へラケズリ後ナデ。 スコリア多く，砂粒少

8 ( 2.2αn) 少 底部ナデ。 量。普。

10.0αI 1/2 内面ナデ。 暗褐色。

029号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計

坪 口縁部 7 7 

底部 。
聾 口縁部 1 l 2 

底部 2 2 

小計 1 10 
合計
11 
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030号住居跡(第 93'""95図)

本住居跡は， 013号住居跡の東側を切って構築されている。

プランは各壁ともややゆがみがあるが， 4.2mx4.1mのほぽ正方形を呈し，面積 17.2mヘ

ロームへの掘り込み 28cm，主軸方向N-29'-Eを測る。周溝は壁下に全周し，幅 24 cm， 

深さ 9cmを測る，ピットは主柱穴である， P-1， P-2， P-4. P-5，貯蔵穴と思わ

れる中央のP-6，性格不明のP-3の計6個が検出された。床面は平坦で，全体によく踏み

固められていた。 P-6の貯蔵穴部分は上面が軟弱で，貼床等の状況は観察されなかった。

カマド

カマドは北壁中央部に位置している。土層断面の観察から，北壁側の台地中央部からの土砂

の流出によって，かなり短時間に崩壊したものと推定される。両袖部分は，右袖が幅 35cm，

高さ 30cm，壁より 40cm，左袖は幅 25cm，高さ 32cm，壁から 50cm遺存していた。また

右袖の壁際の基部が，屋外へ 15cm程掘り込まれていた。煙道部分は壁外へ 45cm，幅 70cm

で掘り込まれ，掘り込み角度 55・を測る。火床部分は明確にし得なかったが，中央部分がやや掘

り込まれている。また両袖下面は，周溝を一部埋めもどして構築されている事が確認された。

030号住居跡ピット計測表 030号住居跡出土土器数量表

番号 長径叩 短径αn 深さαn 性格 器形 部分 須恵 土師 小計

P-1 48 41 47 主柱穴 坪 口縁部 9 15 24 

P-2 68 49 63 主柱穴 底部 1 1 

P-3 88 56 83 不明 聾 口縁部 18 18 

P-4 49 46 58 主柱穴 底部 4 4 

P-5 73 48 49 主柱穴

P-6 104 89 71 貯蔵穴

小計 9 38 
合計

47 

030号住居跡土層説明

1.黒褐色土層 ローム粒多量。焼土粒少量。 4.黄褐色土層 ロームプロックを含む。

2.暗褐色土層 ローム粒多量。 5.暗褐色土層 1層よりやや焼土粒多い。

3.暗褐色土層 ローム粒・焼土粒多量。 6.暗褐色土層 2層よりややローム粒多い。
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031号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計

t不 口縁部 12 12 

底部 1 1 2 

聾 口縁部 3 3 

底部 1 1 

小計 1 17 合計
18 

。 4M 

第93図 030・031号住居跡(比0)
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030号住居跡カマド土層説明

1. 黒褐色土層

2. 黄褐色土層

3. 暗褐色土層焼土少量。

4. 赤褐色土層焼土多量。

5. 黒褐色土層焼土少量。

6. 黄褐色土層
21.1・一一・ 7. 貧褐色土層 ローム粒を含む。

8. 暗褐色土層焼土少量。

9. 褐色土層 ロームプロック少量。

• 1M 

第94図 030号住居跡カマド(局)
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030号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須恵 珂: 13.6cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 砂粒・スコリア・雲母 ロクロ水挽

1 3.7cm 1/2 底部手持ちへラケズリ。 少量。普。 き成形(? )。

7.1ω1/3 内面ナデ。 灰白色。

2 土師 河: 底部1/3のみ 底部外面に墨書「上」。

土師 護 (22.0αn) 1/6 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・雲母少量。

3 (25.0cm) 1/6 リ。 良。

内面へラナデ。 黒褐色。

土師 墾 (24.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・ 体部外面黒

4 (20.0cm) 1/4 リ。 鉄分少量。良。 班。

内面へラナデ。 褐色。

031号住居跡(第 93・96図)

本住居跡は，東側が 030号住居跡によって切られている。

プランは一辺 4.9m程の正方形を呈し，面積 24.3m九ロームへの掘り込み 19cmを測る。

周溝，ピット，カマドは検出されなかった。床面も軟弱で不明確であり，床面出土の遺物も

少量であった。

下手託児とノ;ミプ説

、長~ノJ 人 1)5'

Z 

' toCM 

第96図 031号住居跡出土遺物(Y:i)
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031号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須恵 杯 体部ナデ。体部下半~底部へラ 雲母極多く。スコリア

1 ( 3.伽n)1/3 ケズリ(手持ち，回転不明) -砂粒少量。普。

8.8叩 1/2 内面ナデ。 灰白色。

土師 杯 (14.0叩)1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多い。良。 内外面赤彩。

2 ( 5.5叩)1/4 リ後ナデ。 赤褐色。

丸 底 1/8 内面ナデ。

土師 杯 (15.伽 )1/4 ロ縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア少量。良。 内外面赤彩

3 ( 4.3叩)1/4 リ後へラミガキ。 赤褐色。 体部外面黒

内面ナデ。 斑。

土師 土不 (14.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒多い。

4 ( 4.0叩)1/4 リ。 普。

内面ナデ。 茶褐色。

土師 杯 (14.0叩)1/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・鉄分少量。 内外面赤彩。

5 ( 4.4四)1/5 リ後ナデ。 良。

内面ナデ。 赤褐色。

土師 境 14.0α1 2/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア少量。良。

6 ( 6.8叩)2/3 リ後ナデ。一部へラミガキ。 赤褐色。体部下半外面

内面ナデ後へラミガキ。 スス付着。

土師 要 (16.6叩)1/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少

7 ( 3.2叩)2/3 リ。 量。普。

内面へラナデ。 茶褐色。

土師 聾 体部下半へラケズリ。 スコリア・砂粒少量。

8 ( 8.0叩) 底部ナデ。 良。

( 8.0cm) 1/4 内面ナデ。 黒褐色。

032号住居跡(第3図)

本住居跡は， 035号住居跡の南側，台地南側緩斜面に位置する。そのためロームへの掘り込み

は数 cmと浅く，床面，壁等は明確にし得なかった。

F
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033号住居跡(第97・98図)

本住居跡は， 031号住居跡の南側に位置し，台地の南側緩斜面に構築されている。また南東側

は034号住居跡により切られている。

プランは一辺 5m程度の正方形と推定され，北壁のロームへの掘り込み 37cm，主軸方向N

-12'-Eを測る。南壁は未検出である。周溝，ピットは確認されなかった。カマドは北壁中央

に位置していたと推定される。このカマド推定位置の壁に一部焼土が認められた。また西壁下

の北側に焼土の堆積が認められ，土器も少量検出された。この部分の焼土は，山砂等を伴なわ

ない事からカマドとは無関係の焼土と判断された。一部焼失した住居跡と思われる。全体に床

面出土の遺物は極く少量である。

034号住居跡(第 97・99図)

本住居跡は， 033号住居跡の南東部を切って構築されている。台地南側緩斜面に位置するた

め，南壁は検出されなかった。

プランは， 2.8mx2.6mのほぽ方形を呈し，東壁がややゆがむ。面積は 6.9m九ロームへの

掘り込みは北壁下に 38cm，主軸方向N-41'-Eを測る。床面直上には，黒色土が3""'5cm程

認められ，床面はよく踏み固められていた。

カマド

カマドは北東壁中央に位置する。台地上からの土砂流出を受けて，天井部分は崩壊してい

る， 両袖部分は，山砂に黄褐色の粘質土を混合して構築されていた。右袖は幅30cm，高さ 25

cm，壁より 58cm，左袖は幅 24cm，高さ 30cm，壁より 60cm遺存していた。また右袖は

やや内傾する。煙道部の壁外への掘り込みは認められない。中央火床部分は， 60cmx50cm， 

深さ 4""，5cmの浅いピット状を呈し，灰層，焼土層が認められた。火床の焼土の量，焼け具合

いから判断すると当カマドは長時間にわたって使用されたものと判断される。

033号住居跡出土土器数量表 034号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計 器形 部分 須恵 土師 小計

坪 口縁部 1 1 杯 口縁部 1 1 

底部 底部 1 1 

聾 口縁部 l 1 聾 口縁部 l 1 2 

底 部 。 底部 1 1 

小 計 1 1 
合計

2 
小計 2 3 

合計

5 
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033 

¥ 
033・034号

住居跡土層説明

1. 褐色土層

2. 褐色土層

1層よりしまり強い。

3. 褐色土層

粘性が強い。

4. 黄褐色土層

5. 黄褐色土層

ローム粒を含む。

6. 褐色土層

7. 暗褐色土層

8. 黄褐色土層

れ .10 ローム粒少量。

、、、. 

11.70 

o 4M 

034号住居跡カマド土層説明

1.褐色土層 山砂少量。

2. 褐色土層 山砂多量。焼土少量。

3. 灰褐色土層灰層。

4. 暗褐色土層焼土少量。

5. 焼土プロック

6. 黄褐色土層

7. ロームプロック

' 5M 

第97図 033・034号住居跡・ 034号住居跡カマド(Yso・Y4o)
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第98図 033号住居跡出土遺物(弘)
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033号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調

土師質 杯 (14.4cm) 1/3 ロ縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒・

I 須恵 4.0cm 2/3 底部へラケズリ。 雲母少量。普。

8.0ω2/3 内面ナデ。 黒褐色。

土師 蜜 (11. 4cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア多く，砂粒少

2 10.5cm 1/2 ラケズリ。 量。普。

6.8側 1/1 内面へラナデ。 黒褐色。

土師 費 14.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒少

3 ( 4.0倒)少 内面ナデ。 量。普。

暗褐色。

土師 護 (27.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア少量。

4 (16.0cm) リ後ナデ。 普。

内面ナデ。 黄褐色。

土師 費 19.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒多く，

5 (27.0crn) 1/3 リ後一部ナデ。 雲母少量。良。

内面へラナデ後ナデ。 暗褐色。

土師 斐 体部下半~底部へラケズリ。 砂粒・スコリア少量。

6 ( 7. 2crn) 1/2 内面不明。 普。

( 8.0叩)1/3 黒褐色。
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第99図 034号住居跡出土遺物 (Y4・Y2)

034号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 墾 (20.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・鉄分少量。

1 ( 5.0cm)少 リ。 良。

内面ナデ。頚部輸積み痕。 黒褐色。

土師 護 体部下半~底部へラケズリ。 スコリア多く，鉄分少

2 ( 2.0cm) 少 内面ナデ。 量。良。

(10.0cm) 1/2 暗褐色。

3 
土製支脚 下部を欠く。頭部は径4.0cmで比較的平坦。砂分が多いためもろく，二次焼成を受け

赤変している。
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035 号住居跡(第 100~105 図)

本住居跡は， 030， 031号住居跡の西側に位置し，本遺跡中最大の規模を有する。

プランは 10.0mx9.6 mのほぼ方形を呈し，面積 96.2m九ロームへの掘り込み 40cm，主軸

方向は N-330-Wを測る。周溝は幅 18~20 cm，深さ 6cmで，西壁から南壁を除き，ほぽ全

周する。発掘中から覆土中全面にかけて炭化物，焼土等が広く認められ，特に各壁際に集中し

ていた。また床面にも炭化物が多く認められた。また北壁東側カマド付近に，灰白色の粘質土，

灰，山砂等が数 cmの厚さでかなりの範囲にわたって検出されている。床面は中央部分がよく

踏み固められていたが，壁際はかなり軟弱で、あった。遺物は，東壁際から南壁際にかけて坪形

土器を中心に集中していた。

ピットは，主柱穴である P-1，P-3， P-5， P-7の4個，主柱穴聞の支柱と思われ

るPー し P-4， P-8の3個，および東壁際の支柱P-11，P-12， P-13の3個，貯蔵

穴と思われる P-14，他に 5個，計 16個が確認された。柱穴は，当住居跡の規模に合わせて数

が多く，規則的に配置されている。

カマド

カマドは北壁やや東側に位置する。前述したとおり，カマド手前と周辺には粘質土，山砂，

灰がかなり広範囲に認められた。その一部は当カマドから流出したものと思われる。両袖は山

砂を主体とした灰白色の粘質土，黄褐色土(ロームブロック混合)で構築されている。右袖は

幅 38cm，高さ 32cm，壁より 140cm，左袖は幅 27cm，高さ 30cm，壁より 110mが遺存

していた。両袖の壁際よりは火を受けて赤色化していた。天井部は未確認である。火床は壁よ

り140cm程離れた位置にあり，径 50cm程にわたり焼土が検出された。この火床の中心の 15

cm程上面に土製支脚が検出された。左袖の下面には，周溝がここまで達しており，袖はこの周

溝を埋めもどして構築されている。

035号住居跡ピット計測表 035号住居跡出土土器数量表

番 号 長径cm 短径cm 深さcm 性格 P-9 44 37 61 柱穴 器形 部分 須恵 土師 小言十

P-1 44 44 89 主柱穴 P -10 52 45 75 柱穴 tj、 口縁部 67 67 

P-.2 32 27 53 柱穴 P-l1 48 42 68 支柱穴 底部 26 26 

P-3 56 56 68 主柱穴 P -12 37 33 72 支柱穴 窪 口縁部 l 1 2 

P-4 50 46 53 柱穴 P -13 38 36 39 支柱穴 底部 13 13 

P-5 65 56 64 主柱穴 P -14 141 82 115 貯蔵穴
小言十

合計
l 107 

P-6 77 69 42 柱穴 P -15 42 30 60 柱穴 108 

P-7 65 57 48 主柱穴 P -16 43 40 57 柱穴

P-8 56 46 47 柱穴
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035号住居跡カマド土層説明

1. 褐色土層

2. 暗赤褐色土層

3. 黄褐色土層

4. 黄褐色土層 灰・ローム粒少量。

5. 褐色土層 焼土少量。

6. 黄褐色土層 ロームブロック多量。

7. 褐色土層 炭化物少量。

8. 山砂

9. 褐色土層 焼土微量。

10. 黄褐色土層 焼土少量。

11.黄褐色土層

12. 黒褐色土層 炭化物多量。

。 1M 

。 4M 

035号住居跡土層説明

1. 黒色土層

2. 褐色土層

3. 黄褐色土層

4. 黄褐色土層

5. 黄褐色土層

炭化物少量。

炭化物・焼土粒を含む。

3層より炭化物多量。

ローム粒多量。

..・....・ 0・

23.0・
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035号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 杯 14.6cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア少量。良。 内外面赤彩。
1 4.7cm 1/2 ラケズリ。 赤褐色。

6.4cm 1/2 内面ナデ。 (底部外面黒班)

土師 杯 15.2cm完形 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア多く，鉄分少 内外面赤彩。
2 6.2cm ラケズリ後ナデ。 量。普。

丸 底 内面ナデ。 赤褐色。

土師 杯 15.2cm完形 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア多い。良。 内外面赤彩。
3 6.3仰 ラケズリ後ナデ。 赤褐色。

丸 底 内面ナデ。

土師 均: 15.6叩 2/3 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア多く，砂粒・ 内外面赤彩。
4 6.1仰 1/1 ラケズリ。 雲母少量。普。

丸底1/1 内面ナデ。 赤褐色。

土師 杯 14.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア・砂粒多い。 内外面赤彩。

5 5.0cm 1/2 ラケズリ後ナデ。 普。

丸 底 内面ナデ。 茶褐色。

土師 杯 16.0cm 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多い。普。 内外面赤彩。
6 ( 5.3倒)1/3 茶褐色。

内面ナデ。 (口唇部黒班)

土師 均t (14.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・ 内外面赤彩。

7 ( 4.6cm) 1/4 リ後ナデ。 鉄分少量。良。

内面ナデ。 赤褐色。

土師 珂= (14.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒少量。 内外面赤彩。

8 5.5仰 1/4 リ後ナデ。 良。 外面黒班。

丸 底 2/3 内面ナデ。 赤褐色。

土師 杯 15.0cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少 内外面赤彩。

9 6.0叩 1/3 リ後一部ナデ。 量。良。 外面黒班。

内面ナデ。 暗赤褐色。

土師 杯 (16.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。内外面体部ナ スコリア少量。良。 内外国赤彩。

10 ( 4.7cm) 1/5 ア。 良。

赤褐色。

土師 杯 15.0cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少 内外面赤彩。

11 ( 4.7cm) 2/3 リ後ナデ。 量。良。

内面ナデ。 赤褐色。

土師 杯 16.0ω1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少 内外商赤彩。

12 5.4叩 1/2 リ後ナデ。 量。普。

丸底 1/1 内面ナデ。 茶褐色。

土師 均二 (16.0cm) 1/6 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア少量。良。 内外面赤彩。

13 ( 5.2叩) 1/6 リ後ナデ。 良。

内面ナデ。 赤褐色。

土師 椀 体部へラケズリ。 スコリア・砂粒多い。 内外面赤彩。

14 ( 5.7倒)1/4 内面ナデ。 良。

7.7cm 1/1 赤褐色。

土師 境 (14.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒少量。 外面一部ス

15 ( 4.2cm) 1/4 リ後ナデ。 良。 ス付着。

内面ナデ。 暗赤褐色。
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番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 杯 (l4.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・鉄分少量。 内外面赤彩。
16 ( 4.2cm) リ後ナデ。 良。

内面ナデ。 暗茶褐色。

土師 椀 (14.6cm) 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒多く，スコリア少 内外面赤彩。

17 8.0c加 リ後ナデ。 量。普。 一部黒班。

丸底 内面ナデ。 赤褐色。

土師 境 14.6cm完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少 内外面赤彩。

18 8.7倒 リ後ナデ。 量。暗赤褐色。外面全体 内面一部ス

4.9cm 底部ナデ。内面へラナデ。 的に二次焼成受ける。 ス付着。

土師 椀 12.0cm 4/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少 内外面赤彩。

19 7.4叩 3/5 リ後ナデ。 量。良。

丸 底 1/1 内面へラナデ。 赤褐色。

土師 杯 体部下半へラケズリ後ナデ。 スコリア多<.砂粒少 底部に葉痕

20 ( 3.0佃) 底部ナデ。 量。良。 あり。

6.0cm 1/1 暗赤褐色。 内外面赤彩。

須恵 均= (12.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽

21 3.7ω1/4 内面ナデ。 良。 き成形(? )。
青灰色。

須恵 珂Z (13.0cm) 1/4 口縁ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア少量。 ロクロ水挽

22 4.0ω1/4 体部下半~底部ロクロ右回転へ 良。 き成形(? )。
( 7.2倒)1/5 ラケズリ。 青灰色。

土師 高坪 ?- 1/8 口縁部ナデ。体部ナデ。 雲母多く，砂粒少量。 内外面赤彩。

23 (13.0cm) 1/8 良。

赤褐色。

土師 蜜 11.8cm完形 口縁部ヨコナデ。口縁外面ヨコナデ スコリア多く，砂粒少

24 13.9cm 後へラミガキ。体部へラケズリ後へ 量。良。

5.3cm ラミガキ後ナデ。内面へラナデ。 暗褐色。

土師 護 21.0cm 4/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア多く，

25 13.3cm 2/3 リ後ナデ。 雲母少量。良。

8.0cm 1/2 内面ナデ。 茶褐色。

土師 婆 12.2cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒多く， 内外面一部

26 (11.0cm) 1/2 リ後ナデ。 鉄分少量。良。 赤彩。

やや丸底 1/1 内面へラナデ。 暗赤褐色。

土師 蜜 (16.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・ 口縁部一部

27 (11. 7cm) 1/4 リ後ナデ。 鉄分少量。普。 二次焼成。

内面へラナデ後ナデ。 黒褐色。

土師 饗 体部へラケズリ後ナデ。 スコリア多い。 内外面赤彩。

28 (12.0αn) 4/5 底部ナデ。 普。

7.0cm 1/1 内面ナデ。 赤褐色。(一部黒班)

土師 費 (20.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア多く，

29 ( 8.0倒)1/5 リ。 雲母少量。普。

内面ナデ。 黄褐色。

土師 費 (28.6cm) 1/1 口縁部ヨコナデ。頚部ヨコナデ スコリア・雲母少量。 体部外面に

30 ( 9.0cm) 1/8 後ナデ。体部へラケズリ後ナデ。 良。 黒班あり。

内面ナデ。 黄褐色。
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番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 聾 (20.0叩)1/5 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 砂粒・スコリア少量。

31 ( 8.0叩)1/8 内面ナデ。 良。

黄褐色。

土師 要 14.6側完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 雲母・スコリア多く，

32 2.2叩 リ後ナデ。 砂粒少量。良。

8.0α1 内面へラナデ。 暗茶褐色。

土師 聾 (26.0αn) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア・砂粒多い。 体部外面黒

33 (16.3αn) 1/4 ラケズリ。 雲母少量。良。 班あり。

7.2叩 1/1 内面へラナデ。 黄褐色。

土師 聾 12.7叩 完 形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒多い。 口縁部外面

34 28.6α1 リ後ナデ。 良。 一部黒班。

7.6佃 内面へラナデ。 暗褐色。

土師 要 ( 2.0叩)1/5 口縁部ヨコナデ。体部内外面ナ スコリア・砂粒多く， 一部二次焼

35 ( 7.5cm)少 ア。 鉄分少量。普。 成。

茶褐色。

土師 聾 体部下半へラケズリ後ナデ。 砂粒多い。スコリア少 底部外面一

36 ( 3.4cm)少 内面ナデ。 量。良。 部黒班。

5.6cm 1/1 茶褐色。

土師 費 底部ナデ。 スコリア多く，砂粒少

37 内面ナデ。 量。普。

6.0叩 1/1 暗茶褐色。

土師 甑 体部へラケズリ。端部面取リ。 スコリア・鉄分多く，

38 ( 5.0叩)少 内面へラナデ。 砂位少量。良。

( 9.0叩)1/4 褐色。

土師 要 体部下半~底部へラケズリ後ナ スコリア多く，砂粒・

39 ( 2.0叩)少 デ。 雲母少量。良。

4.6cm 1/1 内面へラナデ。 茶褐色。

土師 甑 (24.0叩)1/8 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・雲母・砂粒 口縁部外面

40 (16.5cm) 1/4 リ後一部ナデ。端部面取リ。 多い。良。 一部黒班。

( 5.0佃) 1/4 内面ナデ。 褐色。

土師 蔓 20.4α1 4/5 ロ縁部ヨコナデ。体部ハケ目。 スコリア・砂粒少量。 内外面とも

41 22.0佃 4/5 口縁部内面ハケ目。 普。 に二次焼成。

内面へラナデ。 茶褐色。

砥 石 泥岩製。表面は非常になめらかで，仕上げ砥と思われる。全面にわたり使用痕が認め
42 

られ，両端部は斜めにすり減っている。

43 
土製支脚 ほぽ完存。高さ12.8α1，底径8.0αnで円錐形を呈する。砂・ロームを多く含みもろい。

二次焼成を受け赤変している。

44 万 子 身の先端部のみ残存。身幅1.1αn，棟幅0.4叩。

45 管 玉 頁岩製。両端を欠く。径(推定)1.1ロn，孔径(推定)0.35叩，現存高1.5cr目。
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036 号住居跡(第 106~108 図)

本住居跡は， 037， 040号両住居跡を切って構築されている。プランは 3.1mx2.9mのほぼ

方形で，面積 9.0m2，ロームへの掘り込み 30cm，主軸方向N-180-Eを測る。

周溝は幅 16cm，深さ 6cmを測り壁下に全周する。ピットは中央の貯蔵穴と思われる P

ーし西壁際の小ピット P-2が検出された。床面はよく踏を固められており，平坦である。

カマド

カマドは北壁中央に位置する。遺存状況は比較的良好であるが，天井部分は壁側から一部住

居跡内部へ流出し，カマド火床部に陥没している状況が認められた。右袖は幅 24cm，高さ 28

cm，壁より 35cm，左袖は幅 18cm，高さ 26cm，壁より 35cm遺存していた。袖の基底面

は，掘り方時に床面より 5~6cm 程掘り込まれ，そこにロームブロックを含む黄褐色土で埋め

もどし，山砂を主体とした袖を構築している。煙道部の壁への掘り込みは，幅 90cm，屋外へ

60cmを測る。煙道部の掘り込み角度は 35¥煙出し口部では 760を測る。この掘り込み部に山

砂と粘質土で煙道を構築し，煙出し部を径 13cmとしている。火床部分は，径 70cm，深さ 8

cmの焼土を少量含んだ浅いピット状を呈している。

036・037・040号住居跡ピット計測表

番号 長径cm 短径cm 深さcm 性格

P-1 72 72 40 貯蔵穴

P-2 38 36 37 小ピット

P-3 80 74 64 柱穴

P-4 34 35 62 小ピット

036・037・040号住居跡土層説明

1 .黄褐色土層 ローム粒少量。

2 .褐色土層 炭化物・ローム粒少量。

3 .黄褐色土層 ロームフゃロック多い。

036号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小言十

坪 口縁部 2 5 7 

底部 2 2 

聾 口縁部 4 4 

底部 1 1 

小計 2 12 
合計

14 

4.褐色土層 上面にローム粒多い。しまり強い。|
| 貼床土墳。

5 .黄褐色土層 | 

6.黄褐色土層

7 .黄褐色土層 6層よりややローム粒多い。
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1. 

2. 

一一・ 3. 
4. 

5. 

6. 

7. 

8. 
24.2・ 9.

10. 

11. 

036号住居跡カマド土層説明

暗褐色土層

褐色土層

褐色土層

黄褐色土層

黒褐色土層

黄褐色土層

褐色土層

黄褐色土層

黒褐色土層

黒褐色土層

黄褐色土層

山砂少量。

山砂多量。

山砂多量。

焼土少量。

ロームブロック少量。

山砂を含む。

山砂・焼土粒多量。

5層より焼土多い。

5層に灰を含む層。

第107図 036号住居跡カマド (V4o)

ミLノ 百ノ;、干三千二J

γ 
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第108図 036号住居跡出土遺物 (V4)

036号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 巧Z 12.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア・雲母・砂粒

1 4.4cm 2/3 ラケズリ。 少量。良。

5.6cm 2/3 内面ナデ後へラミガキ。 黄褐色。

土師 t干 (14.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア多く，砂粒少

2 5.9cm 1/3 ラケズリ。 量。普。

丸底 内面ナデ後へラミガキ。 茶褐色。

須恵 杯、 (14.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。 雲母極多く，スコリア ロクロ水挽

3 ( 4.2cm) 1/4 体部内外面ナデ。 -砂粒少量。普。 き成形(?)。

青灰色。

土師 窪 (11.6cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒・スコリア・鉄分

4 ( 5.0cm)少 リ。 少量。普。

内面ナデ。 暗褐色。
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037号住居跡(第 106図)

本住居跡は，北東部分が 036号住居跡に切られている。また北側は 040号住居跡と重複関係

にあるが，前後関係は不明である。

プランは一辺 4.4m程の正方形を呈するが，南東コーナ一部はややゆがむ。ロームへの掘り

込みは 20cmを測る。ピットは南東コーナーに I個検出された。周溝は検出されなかった。床

面はほぼ平坦であるが，軟弱である。

038号住居跡(第 109・110図)

本住居跡は， 039号住居跡の北半分を切って構築されている。

プランは 3.2mx3.0mのほぼ方形を呈し，面積 9.70m九ロームへの掘り込みは 40cm，主

軸方向N-120
- Eを測る。

周溝，ピットともに未検出である。柱穴は認められなかったが，床面は大部分が黄褐色ロー

ムブロックの貼床と判断されたため，遺構調査終了後貼床面を除去して掘り方面を確認した。

その結果，各コーナー付近が全体にやや掘り込まれており，浅いピット状を呈する事が確認さ

れた。この貼床中より土器片が少量出土している。

カマド

カマドは北壁中央に位置していた。遺存状況は悪く，後世の撹乱のため天井部が崩壊して

いた。袖は山砂にロームブロックを少量含む黄褐色土で構築されている。右袖は幅 40cm，高

さ 18cm，壁より 60cm，左袖は幅 35cm，高さ 14cm，壁より 30cm遺存していた。煙道部

の壁への掘り込みは，幅 55cm，壁外へ 25cm，掘り込み角度 50。を測る。火床部分は，径 40

cm，深さ 4cm程の浅いピット状を呈し，覆土に一部焼土が認められた。火床手前から土師の

聾形土器が一括で出土している。また周溝は，両袖基底部にまでおよび，これを埋めもどして

両袖が構築されている。

037号住居跡出土土器数量表 038号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小言十 器形 部分 須恵 土師 小計

t不 口縁部 2 5 7 土不 口縁部 12 2 14 

底部 2 2 底部 3 5 8 

聾 口縁部 。 聾 口縁部 6 7 

底部 。 底部 。
小計 4 5 

合計

9 
小計 16 13 

合計

29 
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038号住居跡カマド土層説明

1. 黒褐色土層

2. 褐色土層 山砂多量。

3. 暗褐色土層焼土少量。

4. 暗赤褐色土層 焼土・炭化物を含む。

5. 黄褐色土層

6. 褐色土層

7. 暗赤褐色土層焼土少量。

' 

038号住居跡土層説明

1. 黒褐色土層

2. 黄褐色土層 ローム粒多量。

3. 黄褐色土層 2層よりローム粒多い。

4. 黄褐色土層

5. 晴褐色土層

6. 褐色土層

7. 黄褐色土層 ハードロームブロックを

含む。貼床層。

。 4M 

24.40 

5M  

第109図 038・039号住居跡・ 038号住居跡カマド(Ys。・比0)
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038号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師質 I干 (13.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。体 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

1 須恵 4.0cm 1/3 部下半~底部ロクロ回転へラケ 量。良。 き成形(?)。

8.2cm 1/2 ズリ。 暗褐色。

須恵 高台 10.0cm完形 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。高 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

2 付士干 4.5cm 台部ヨコナデ。底部ナデ。 量。良。 き成形(右)。

7.0cm 内面ナデ。 青灰色。

須恵 tT、 体部下半ナデ。底部手持ちへラ スコリア・雲母多い。 ロクロ水挽

3 ( 2.0cm) ケズリ。 普。 き成形(?)。

(10.0cm) 1/3 内面ナデ。 灰白色。

須恵 墾 (26.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。 スコリア多い。 体部一部二

4 ( 4.5cm) 内面ナデ。 普。 次焼成。

灰白色。

土師 費 体部~底部へラケズリ。 スコリア・砂粒少量。

5 (20.0cm) 1/3 内面へラナデ。 普。

( 4.0cm) 1/3 黒褐色。

土師 窪 21.6cm 1/1 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・雲母・砂粒

6 (21.0cm) 2/3 リ後一部ナデ。 多い。普。

内面へラナデ。 暗褐色。

土師 斐 24.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒多く。

7 ( 6.5cm) 鉄分少量。普。

内面ナデ。 褐色。

土師 婆 体部タタキ目後一部ナデ。体部 スコリア・鉄分多く， 底部線刻印

8 (15.5cm) 1/3 下半へラケズリ後一部ナデ。 砂粒少量。普。 「門」あり。

17.0cm 1/1 底部ナデ。内面ナデ。 茶褐色。

官室 鉄 上部突出部を欠損。打面中央部が若干凹でいる。長さ8.0cm，厚さ両端で0.45cm，中 1 

9 央で0.35cmとやや薄くなっている。

鉄 浮 半円形板状。両面とも平坦で，茶褐色の鋳が浮き出ている。表面の凹面には炭化物が
10 付着。比重少。現重量17.7g 。

鉄 津 不定形。凹凸が著しし全体的に茶褐色の銭が浮出ている。比重比較的軽い。
11 現存重量16.2g。

039号住居跡(第 109図)

本住居跡は，西側半分が 038号住居跡により切られている。

プランは 3.lmx2.9 m のほぼ正方形を呈すると推定され，ロームへの掘り込み 36cm，面積

9m2程度と考えられる。

周溝，ピット，カマドは検出されなかった。プランはややゆがみ，床面は平坦でhあるが軟弱

であり明確にし得なかった。床面出土の遺物は極く少量である。
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040号住居跡(第 106図)

本住居跡は 036号住居跡により東側を切られている。また 037号住居跡とも切り合い関係に

あるが，前後関係は不明である。

プランは，東西 4.7m，南北 4.0mのやや東西に長い長方形と推定され，ロームへの掘り込

みは 8cmを測る。

周溝は北壁下と東壁下の一部に確認され，幅 16cm，深さ 6cmを測るピットら中央に小ピッ

トが 1個検出された。カマドは検出されなかった。床面は平坦でbあるが，軟弱である。床面出

土の遺物は極く少量で、ある。

041号住居跡(第 111.....__114図)

本住居跡は， 042号住居跡の北東コーナ一部を切って構築されている。

プランは 4.1mx4.0 m のほぽ正方形を呈し，面積 15.9m九ロームへの掘り込み 49cm，主

軸方向はほぼ真北である。壁の立ちあがりは，ほぽ垂直である。

周溝は確認されなかった。ピットは主柱穴である Pーし P-2，P-3， P-4の4個が

検出された。 P-3は内部に 2つの底面が認められるが，他の 3個の位置関係から南側の深い

方が本来の機能を果していたと推定される。床面はほぼ平坦でbあったが，やや軟弱である。床

面出土の遺物は少量であるが，紡錘車，万子が含まれている。

カ マド

カマドは北壁ほぽ中央に位置している。カマド両脇の壁はややゆがみ，左側壁がやや外側に

張り出した状態である。袖部分は，上層が少量の山砂と粘質の褐色土，下層が山砂で構築され

てい'る。右袖は幅 28cm，高さ 37cm，壁より 64cm，左袖は幅 21cm，高さ 29cm，壁より

43cm遺存していた。煙道部分の壁への掘り込みは，幅 65cm，東側壁外へ 25cm，掘り込み

角度を測る。火床部分は 90cmX 55 cm，深さ 10cmのピット状を呈し，中心部に焼土が多量

に検出された。天井部は全体に崩壊しているが，土層断面では煙出し口が径 5.....__8cm程で(煙

道部の壁への掘り込み角度に沿って， )確認された。

041・042号住居跡ピット計測表

番号 長径cm 短径cm 深さcm 性格

P-1 85 73 52 主柱穴

P-2 65 62 60 主柱穴

P-3 103 61 50 主柱穴

P-4 65 57 50 主柱穴

円
，

epo 

041号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計

士不 口縁部 13 11 24 

底部 3 3 

聾 口縁部 15 15 

底部 1 1 

小計 16 27 
合計

43 
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041号住居跡土層説明

l. 褐色土層

2. 明褐色土層

3. 黄褐色土層 ロームブロック少量。

4. 黄褐色土層 ロームブロック混合。

5. 褐色土層

6. 褐色土層 ロームブロック少量。

7. 暗褐色土層

8. 黄褐色土層

。 4M 

第111図 041・042号住居跡 (Yso)
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第112図 041号住居跡カマド (Y40)

¥千三五二〆

041号住居跡カマド土層説明

1. 黒褐色土層

2. 褐色土層 山砂を含む。

3. 灰層

4. 明褐色土層焼土微量。

5. 明赤褐色土層

6. 暗赤褐色土層 焼土多量。

7. 暗褐色土層

8. 褐色土層 山砂少量。

9. 暗褐色土層 ロームブロック

・焼土ブロック

を含む。

。 1M 
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第113図 041号住居跡出土遺物(1) (Y4・ Y2)
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第114図 041号住居跡出土遺物(II) (Y2) 

041号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須恵 均= 14.4αD 1/2 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 砂粒少量。良。 ロクロ水挽

l 4.2側 1/2 底部回転糸切リ。 良。 き成形(右)。

8.6cm 1/2 内面ナデ。 灰白色。

須恵 杯 (15.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 砂粒・スコリア多い。 ロクロ水挽

2 4.2cm 1/3 体部下半~底部手持ちへラケズ 普。 き成形。

9.0叩 1/3 リ。内面ナデ。 暗灰白色。

須恵 均Z (14.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽 l

3 4.1佃1/3 体部下半~底部ロクロ回転へラ 良。 き成形(右)0I 

( 8.2cm) 1/3 ケズリ。内面ナデ。 青灰色。

須恵 杯 (14.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 雲母粒極多く，スコリ ロクロ水挽

4 3.9叩1/3 体部下半~底部手持ちへラケズ ア多く，砂粒少量。良。 き成形(?)。

( 8.4cm) 1/5 リ。内面ナデ。 青灰色。

土師 均Z 12.6cm完形 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア多い。良。 内外商赤彩。

5 6.2ω ラケズリ後ナデ。 赤褐色。

丸 底 内面ナデ。 一部外面黒班。

土師 椀 (1O.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア少量。良。

6 5.2cm 1/5 リ後ナデ。 良。

内面ナデ。 茶褐色。

土師 婆 19.4cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，雲母少

7 ( 7.5cm) 1/8 リ。 量。悪。

内面へラナデ。 黄褐色。

紡錘 車 土製。下径4.0cm，上径2.4cm，厚さ1.9叩，孔径0.6αDo孔縁部は磨滅している。
8 

底面一部欠損。砂粒を多く含み，黒褐色を呈する。現重量28.0g。

9 鉄製品 手鎌の一部と思われる。出土時に細片化している。

10 鉄 鎌 先端部のみ残存。厚さ 2mmほどで比較的薄い。

万 子 完存(関部の欠損は出土時)。現存長16.2αD，身部の長さ 10.8cm，身幅1.2叩，棟幅0.3

11 cm，茎部の現存長5.4cm，茎幅1.0cm，厚さ0.35明。柄・身の一部に木質が付着。現重

量20.1g。
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042号住居跡(第 111・115図)

本住居跡は，北東コーナ一部分を 041号住居跡により切られている。

プランは一辺 4.9m程度の方形を呈すると推定される。本住居跡は，台地南側の緩斜面に位

置するために南側は未検出である。ロームへの掘り込みは 15cmを測る。周溝，ピット，カマ

ドは検出されなかった。床面はやや平坦であり，床面出土の遺物は極く少量である。

¥ ~ i 
' t・CM 2 

' 5CM 

第115図 042号住居跡出土遺物 (Y4・Y2)

042号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 椀 (14.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・ 口縁部外面

( 6.0叩)1/5 リ。 鉄分少量。普。 一部黒班。

内面ナデ。 褐色。

2 鉄 浮 不定形。下面は灰色で小さな凹凸が著しい。上面は比較的平塩で全体に気孔が多く，

一部に鋳が浮出ている。 比重は極めて小。現重量22.0g。

円

i



043号住居跡(第 116・117図)

本住居跡は，北西コーナ一部から西壁北側にかけて 044号住居跡に切られている。

プランは東西 4.5mx南北 4.0mのやや東西に長い長方形を呈し，面積は 17.3m'，ロームへ

の掘り込み 27cm，主軸方向N-21'-Eを測る。周溝は幅 24cm，深さ 8cmを測り，壁下に全

周する。044号住居跡に切られている部分は，本住居跡の周溝部をローム粒を含む黄褐色土でう

めもどし貼床を構築している。ピットは主柱穴である P-1，P-2， P-3， P-4の4個

が検出された。床面はほぼ平坦で全体によく踏み固められている。床面出土の遺物は少量であっ

た。

カマド

カマドは北壁中央に位置している。遺存状況は比較的良好で，天井部分もつぶれた状態で認

められた。両袖は山砂主体で構築されており，壁際の基底部が掘り方段階で壁外へ 15cm，幅

30cmで掘り込まれている。この部分に山砂と粘質土を貼付しながら全体を構築している。右

袖は幅 43cm，高さ 23cm，壁から 50cm，左袖は幅 35cm，高さ 28cm，壁から 55cm遺存

していた。両袖の内面は火を受けて赤色化していた。また天井部は厚さ 15.......，20cm程と認めら

れた。この内壁も袖同様に赤色化していた。また煙道部の掘り込みは，幅 35cm，壁より 25

cm，掘り込み角度 540を測る。煙出し口は径 7cm程で認められた。火床部分は，径 65cm，

深さ 5cmの浅いピット状を呈し，焼土が少量検出された。

043号住居跡ピット計測表

番号 長径cm 短径cm 深さcm 性格

P-1 72 61 55 主柱穴

P-2 72 60 41 主柱穴

P-3 76 61 69 主柱穴

P-4 88 64 78 主柱穴

043・044号住居跡土層説明

1.暗褐色土層

2 .褐色土層 ローム粒・焼土粒少量。

3.明褐色土層 ローム粒多量。

4.明褐色土層 3層にロームブロックを含む。

5.黄褐色土層 ロームブロックを含む。

6.暗褐色土層 焼土ブロックを含む。

q
L
 

ヴ
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043号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小言十

杯 口縁部 3 4 7 

底部 2 1 3 

聾 口縁部 8 8 

底部 l 1 

小計 5 14 
合計

19 

7 .暗褐色土層 ローム粒少量。

8.暗褐色土層

9.黒褐色土層

10.黒色土層

11.黄褐色土層 ロームブロックを含む。
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043号住居跡カマド土層説明 5. 黄褐色土層

1. 黄褐色土層 山砂多量。 6. 褐色土層

2. 暗赤褐色土層 焼土多量。山砂少量。

3. 暗赤褐色土層 2層より焼土少ない。 7. 暗褐色土層

4. 黄褐色土層

山砂少量。

山砂をやや多く含む。

天井部流出。

山砂少量。

。 1M 

第116図 043・044号住居跡・ 043号住居跡カマド (Y80• Y40) 
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第117図 043号住居跡出土遺物 (Y4)

043住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量 ・遺存度 成形・調整等 胎土 ・焼成・色調 備 考

土師 珂: 体部ナデ。体部下半~底部ロク スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

l ( 3.0cm) 1/8 ロ右回転へラケズリ。 量。良。 き成形(右)。

( 8.0cm) 1/4 内面ナデ。 黄褐色。

須恵 均二 体部下半ナデ。底部ロクロ右回 鉄分多く，スコリア少 ロクロ水挽

2 ( 1.8cm) 転へラケズリ。 量。普。 き成形(右)。

(10.0cm) 1/3 内面ナデ。 褐色。

土師質 珂二 体部ナデ。体部下半~底部手持 スコリア多い。 ロクロ水挽

3 須恵 ( 2.3cm) ちへラケズリ。 良。 き成形(?)。

( 9.4cm) 1/8 内面ナデ。 黄褐色。

土師 饗 口縁部ナデ。 スコリア多い。

4 ( 9.0cm) 1/4 体部磨滅のため不明。 普。

内面へラナデ。 褐色。

土師 警 体部下半細いへラケズリ。底部 雲母極多く，スコリア

5 (10.5cm) 1/3 ナデ。 -砂粒多い。普。

( 8.0cm) 1/8 内面ナデ。 褐色。

土師 斐 (20.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア少量。

6 ( 3.7cm)少 内面ナデ。 普。

褐色。



044号住居跡(第 116・118・119図)

本住居跡は， 043号住居跡の北西部を切って構築されている。

プランは 3.2mX3.0 mのほぽ正方形を呈し，面積 8.9m'，ロームへの掘り込み 30cm，主軸

方向N-12'-Eを測る。周溝は幅 24cm，深さ 6cmを測り壁下を全周する。ピットは検出さ

れなかった。東側の 043号住居跡との重複部分は， 043号住居跡の周溝を埋めもどして貼床を構

築している。床面は平坦で，中央部とカマド周辺部がよく踏み固められている。

カマド

カマドは北壁やや東よりに位置している。両袖，天井部の山砂等の構築材はほとんどが流出

していた。中央煙道部の壁への掘り込みは，幅 30cm，壁外へ 15cm，掘り込み角度はほぼ垂

直である。火床部分は径 50cmのきわめて浅いピット状を呈する。火床手前と東側に聾形土器

が一括で出土している。

044号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小言十

坪 口縁部 2 2 

底部 。
聾 口縁部 2 2 

底部 。
小計 2 2 

合計

4 

044号住居跡カマド土層説明

1.褐色土層 山砂多量。

Zて一一一 2. 暗褐色土層 山砂少量。しまり強いo

kιz一・ 3. 暗褐色土層焼土少量。

ムーー--"72 4. 暗赤褐色土層 焼土・山砂を含むo

d同-<Pl./ 5. 褐色土層 1層より山砂少量。

月一-5(ぷ 6. 暗赤褐色土層 4層より焼土少量。

j杓¥/1 7. 灰褐色土層 山砂多量。

Y1 8・ 褐色土層

9. 暗灰褐色土層 山砂多量。

"“ 10.黄褐色土層 ソフトロームブロック

を含む。

。
ーM

第118図 044号住居跡カマド (~o)
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044号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 士不 (11. 6cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。体 砂粒多く，スコリア・ ロクロ水挽

4.3cm 1/3 部下半~底部ロクロ右回転へラ 鉄分少量。普。 き成形(右)。
1 

8.0cm 2/3 ケズリ。 暗褐色。 底部墨書

内面ナデ。 「上J。

土師 要 20.0cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・

2 (10.3cm) 1/5 リ。 雲母少量。普。

内面ナデ。 黄褐色。

土師 費 13.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒少量。 体部一部黒

3 (19.0cm) 2/3 リ後一部ナデ。 良。 班。

内面へラナデ後一部ナデ。 黄褐色。

土師 甑 (22.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。頚部へラケズ スコリア多く，砂粒・ 体部上半一

4 ( ?) (15.3cm) 1/3 リ後ナデ。体部へラケズリ。 雲母少量。良。 部黒班。

内面ナデ。 黄褐色。

土師 聾 23.0cm 1/1 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・

5 (l1.0cm) 1/2 リ後ナデ。 雲母少量。普。

内面へラケズリ後一部ナデ。 褐色。

土師 饗 22.0cm 3/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 雲母・スコリア・砂粒

6 (25.0cm) 1/3 リ後へラナデ。 多い。良。

内面へラナデ。 暗茶褐色。

土師 斐 19.4cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒多い。

7 ( 5.8cm) 少 リ後ナデ。 普。

内面ナデ。 黄褐色。

刀 子 完存(欠損出土時)。他の万子と比べ大形である。現存長l1.2cm，身幅1.4cm，
8 

棟幅O.3cm，茎幅1.0cm，厚さO.3cm。現重量19.5g。

円

J
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045号住居跡(第 120.......122図)

本住居跡は， 4.7mx4.5mのほぼ正方形を呈し，面積 2l.4 nt，ロームへの掘り込み 49cm，

主軸方向N-130-Eを測る。周溝は幅 29cm，深さ 10cmを測り壁下を全周する。ピットは

主柱穴である P-1，P-2， P-3， P-4の4個が検出された。 P-1は内部に 2つの底

面を持つが，深さや他の柱穴との位置関係から，カマド側の深い方が本来の機能を果していた

と推定される。床面はほぼ平坦で中央部がよく踏み固められていた。

カマド

カマドは北壁ほぽ中央に位置している。遺存状況は比較的良好であったが，天井部は内部に

流出していた。両袖と天井部は少量の粘質土と山砂を主体として構築されている。右袖は幅 45

cm，高さ 24cm，壁より 35cm，左袖は幅 55cm，高さ 20cm，壁より 48cm遺存していた。

両袖内面は火を受けて半分程赤色化していた。天井部は厚さ 10cm程でややつぶれた状況で

あった。煙道部の壁への掘り込みは，幅 37cm，壁外へ 15cm，掘り込み角度 68。を測る。煙出

し口は，径 15cmで確認された。また左袖近く，壁より 30cmの位置に土製支脚が出土して

いる。火床部分は， 80cmx55cm，深さ 13cmの掘り方上面に存在したと思われる。この掘り

方ピット内部に，炭火物を少量含む焼土層が検出された。周溝は一部分両袖下に達し，これを

埋めもどして両袖が構築されている。

045号住居跡ピット計測表 045号住居跡出土土器数量表

番号 長径叩 短径叩 深さ叩 性格 器形 部分 須恵 土師 小計

P-1 92 67 56 主柱穴 坪 口縁部 13 3 16 

P-2 69 63 63 主柱穴 底部 。
P-3 64 64 49 主柱穴 聾 口縁部 22 22 

P-4 60 57 35 主柱穴 底部 2 2 

小計 13 27 
合計

40 
」ーー

045号住居跡土層説明

1.暗褐色土層 焼土粒・炭化物粒少量。ローム粒多量。

2.暗褐色土層 1層よりローム粒やや少量。

3.黄褐色土層 ソフトローム多量。

-178-
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045号住居跡カマド土層説明

暗褐色土層

黒褐色土層 山砂少量。

赤褐色土層 山砂・焼土粒主体。

暗赤褐色土層焼土主体。

炭化物少量。

赤褐色土層 山砂を含む。

褐色土層 山砂を含む。

黄褐色土層 山砂を含む。

暗赤褐色土層焼土・炭化物を

含む。

山砂・燐土少量。

•••• 唱

E
A
n
F
u
q《
d
a
n
-
-

マi

24，3・

1M 
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o 4 5-号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須恵 士f 13.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。体部下 雲母多く，スコリア・ ロクロ水挽

I 4.1cm 2/3 半~底部手持ちへラケズリ。内面ナ 砂粒少量。良。 き成形(右)。

8.1cm 1/1 デ。底部の切り離し技法へラ切り。 灰白色。

須恵 13.8cm完形 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 雲母多く，スコリア少 ロクロ水挽

2 4.1cm 体部下半~底部ロクロ右回転へ 量。良。 き成形(右)。

8.0cm ラケズリ。内面ナデ。 灰白色。

須恵 円、 (13.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 雲母極多く，スコリア ロクロ水挽

3 3.7cm 1/8 底部手持ちへラケズリ。 -砂粒多い。普。 き成形(?)。

( 8.0cm) 1/8 内面ナデ。 青灰色。

土師 士干 13.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア極多い。 外面一部黒

4 4.5cm 1/2 ラケズリ。 良。 班。

6.8cm 2/3 内面ナデ後へラミガキ。 茶褐色。

土師 t不 体部下半~底部へラケズリ後一 スコリア多く，砂粒・

5 ( 1.5cm) 部ナデ。 雲母少量。良。

( 8.0cm) 1/3 内面ナデ後へラミガキ。 褐色。

須恵 椀 ( 8.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・雲母少量。 ロクロ水挽

6 ( 3.2cm) 1/8 内面ナデ。 良。 き成形(?)。

青灰色。

須恵 蓋 (14.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部回転ヘラ スコリア少量。 ロクロ水挽

7 ( 2.1cm) 1/8 ケズリ。 良。 き成形(? )。

内面ナデ。 灰白色。

須恵 蓋 体部回転へラケズリ。紐部ヨコ スコリア少量。 ロクロ水挽

8 ( 1.8cm) 1/3 ナデ。 良。 き成形(?)。

内面ナデ。(銃部わずか) 青灰色。

土師 饗 (17.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少

9 ( 8.0cm) 1/8 リ。 量。良。

内面へラナデ。 黒褐色。

土師 婆 11.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，鉄分・

10 13.5cm 1/2 リ後ナデ。 砂粒少量。普。

7.4c澗1/1 内面へラナデ。 黒褐色。

土師 斐 21.0cm 1/1 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒多く，

11 (15.7cm) 1/8 リ。 雲母少量。良。

内面へラナデ。 褐色。

土師 窪 体部下半~底部へラケズリ。 スコリア多く，砂粒少

12 ( 1.2cm) 内面磨滅のため不明。 量。良。

4.6cm 3/4 褐色。

土師 斐 体部下半~底部へラケズリ。 スコリア多く，雲母・

13 ( 6.8cm) 1/8 内面へラナデ。 砂粒少量。良。

6.8cm 3/4 黒褐色。

181 
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第122図 045号住居跡出土遺物(II)(Y2) 

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 翠 体部下半~底部へラケズリ。 スコリア多く，砂粒少

14 ( 6.8cm) 1/8 内面ナデ。 量。良。

6.8cm 1/2 黒褐色。

15 石製品 安山岩製。全体によく磨られて整形されている。両面の中央部がやや凹む。

182 -



046号住居跡(第 123・124図)

本住居跡は， 043， 044号住居跡の南側に位置する。

プランは一辺 3.2mの正方形を呈し，面積 10.0m'，ロームへの掘り込み 20cm，主軸方向N

ーゲ~E を測る。周溝，ピットは検出されなかった。床面はやや凹凸があるが，中央部はよく

踏み固められている。床面出土の遺物は，カマド両脇にやや認められた。

カ マド

カマドは北壁ほぽ中央に位置する。両袖は遺存していたが，天井部は住居跡内側に流出して

いた。右袖は幅 30cm，高さ 20cm，壁より 38cm，左袖は幅 20cm，高さ 17cm，壁より 27

cmが遺存していた。中央部煙道の壁への掘り込みは，幅 80cm，壁外へ 30cm，掘り込み角

度 720を測る。中央部に聾一個体分が住居跡内側に傾いて出土している。カマド中央の火床と思

われる部分は，深さ 10cm程の浅いピット状を呈している。

046号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計

土不 口縁部 8 8 

底部 3 3 

聾 口縁部 2 2 

底部 。
小計 11 2 

合計

13 

046号住居跡土層説明

1.褐色土層

2.黄褐色土層 ローム粒少量。

046号住居跡カマド土層説明

1.暗褐色土層

2.暗赤褐色土層 焼土が全体に多い。

3.暗褐色土層 山砂・焼土少量。

4.黄褐色土層 ロームブロックを含む。

5.黒褐色土層

6.褐色土層 山砂を含む。

7.褐色土層
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第123図 046号住居跡・カマド(焔.~) 
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第124図 046号住居跡出土遺物(弘)

046号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須恵 坪 12.0cm完形 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。体 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

l 4.3cm 部下半~底部ロクロ右回転へラ 量。普。 き成形(右)。

7.7cm ケズリ。内面ナデ。 青灰色。

土師 珂: 11.2叩 1/2 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

2 3.5叩1/2 底部へラケズリ。 量。普。 き成形(右)。

( 7.0cm) 1/3 内面ナデ。 黒褐色。

土師 高杯 脚部口縁ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒少

3 ( 5.4叩)少 内面ナデ。 量。普。

(10.0叩)1/2 黄褐色。

土師 聾 18.6cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒少

4 ( 7.5cm) 少 リ。 量。普。

内面ナデ。 黄褐色。

土師 甑 24.0叩 1/2 口縁部ヨコナ・デ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・ 頚部に突起

5 ( ?) (16.0cm) 1/3 リ。 鉄分少量。普。 2個。

内面ナデ。 茶褐色。

土師 建 (16.4叩)1/5 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア多く，砂粒少 外面一部ス

6 24.5cm 1/2 ラケズリ。 量。良。 ス付着。

4.8ω2/3 内面ナデ。 茶褐色。
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047号住居跡(第 125・126図)

本住居跡は，東西 4.1mx南北 3.3mの東西に長い長方形を呈し，面積は 13.1m'，ロームへ

の掘り込み 18cm，主軸方向N-21'-Wを測る。周溝は幅 20cm，深さ 8cmを測り壁下に全

周する。ピットは主柱穴である P-1，P-2， P-3の3個，東壁際の P-4の計 4個が検

出された。 P-3に対する北東コーナ一部分の柱穴は，カマドの位置がかなり東よりに位置す

るために設置できなかったものと理解される。床面は平坦で中心部がよく踏み固められていた。

カマド

カマドは北壁北東コーナーよりに位置している。遺存状況は悪く，袖，天井部はほとんどが

崩壊していた。中央の火床部分は，深さ 4-----5cmの浅いピット状を呈している。遺物の出土は

極く少量であった。
047号住居跡出土土器数量表

047号住居跡ピット計測表

器形 部分 須恵 土師
番号 長径cm 短径cm 深さcm 性格

坪 口縁部 2 
P-1 28 25 35 主柱穴

底部
P-2 36 36 30 主柱穴

聾 口縁部 4 
P-3 40 36 20 主柱穴

底部 2 
P-4 41 37 17 不明

小計 。8 

に司ノ ¥メケト-ア

。

番号 種類

土師

土師

2 

ー

2 

旬 CM

器形

杯

要

第125図 047号住居跡出土遺物(V4)

047号住居跡出土遺物

法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼土・色調

(14.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・鉄分少量。

( 3.9αn) 少 リ後へラミガキ。 良。

内面ナデ後へラミガキ。 褐色。

体部下半へラケズリ。 スコリア多く，砂粒少

( 1.5cm)少 底部ナデ。 量。普。

8.4cm 4/5 内面ナデ。 茶褐色。

小計

2 

。
4 

2 

合計

8 

備 考

3 

土師 費 18.0叩 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・ 外面磨滅激

3 (11. 5cm) 1/2 雲母少量。普。 しい。

内面ナデ。 茶褐色。
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047号住居跡土層説明

1. 黒色土層

2. 暗褐色土層

3. 明褐色土層

4. 黄褐色土層 ローム粒多量。

2・.7・一一・D

2・.70.F

。 4M 

ζ二二 047号住居跡カマド土層説明

1. 黒色土層 ロームブロック含む。

2. 黒色土層

3. 褐色土層 山砂多量。

4. 黒褐色土層

ヨー

24.50 

。 1 M 

第126図 047号住居跡・カマド (Yso.Y40) 
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048号住居跡(第 127・128図)

本住居跡は， 047号住居跡の南側に位置、し， 2.5 mX2.3 mのほぽ正方形を呈し，面積 5.7

m'，ロームへの掘り込み 10cmを測る。周溝は検出されなかった。ピットは南壁西側近くに P

-1， P-2，の小ピット 2個が検出された。床面はほぼ平坦で，床面出土の遺物は少量であっ

た。カマドは検出されなかったが，北壁中央にその痕跡が一部認められた。

048号住居跡ピット計測表 048号住居跡出土土器数量表

器形

坪

聾

A.一一 一一・B

ーー.0

c.-ー

24BOB 
A，-

公いそ守、""""、J、、、、、、、、、、、、、、、'''，も:

ミミ
。

第127図 048号住居跡 (Yso)

188 

部分 須恵 土師 小計

口縁部 4 4 

底部 。
口縁部 。
底部 。
小計 。4 

合計

4 

048号住居跡土層説明

1. 暗褐色土層

4M 
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第128図 048号住居跡出土遺物 (V4)

048号住居跡出土遺物

4 

。 10CM 

番号 種類 器形 法量 ・遺存度 成形 ・調整等 胎土 ・焼成 ・色調 備 考

土師 勾: (14.0cm) 1/6 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア ・砂粒 ・雲母 ロクロ水挽

l ( 4.5cm) 1/6 底部回転糸切リ。 少量。普。 き成形(?)。

( 6.4cm) 1/4 内面ナデ。 茶褐色。

土師 杯 (14.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く ，砂粒 ・ ロクロ水挽

2 ( 3.5cm) 1/4 内面ナデ。 雲母少量。良。 き成形(?)。

(体部に判読不明の墨書あり。) 褐色。

土師 町、 体部下半ナデ。底部回転糸切 スコリア多く ，砂粒 ・ ロクロ水挽

3 ( 1.5cm) 1/1 リ。 雲母少量。良。 き成形(?)。

6.0cm 1/1 内面ナデ。 褐色。

土師 月: (14.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多い。普。 ロクロ水挽

4 ( 3.7cm) 1/5 内面ナデ。 褐色。 き成形(?)。

土師質 皿 (14.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く ，砂粒 ・ ロクロ水挽

5 須恵 2.0cm 1/3 底部手持ちへラケズリ。 雲母少量。良。 き成形(?)。

( 7.4cm) 1/8 内面ナデ。 褐色。

土師 椀 (13.0cm) 1/3 口縁ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く ，砂粒 ・

6 ( 7.0c川)1/3 内面ナデ。 雲母少量。良。

茶褐色。

土師 要 (13.4cm) 1/5 ロ縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア ・雲母多く ，

7 (20.2cm) 1/5 リ。 砂粒少量。普。

(10.0cm) 1/8 底部ナデ。内面ナデ。 黒褐色。
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049号住居跡(第 129-----131図)

本住居跡は， 3.5 mX3.4 mの正方形で面積1l.8m'，ロームへの掘り込み 31cm，主軸方向

N-31'-Wを測る。周溝は幅 34cm，深さ 10cmを測り壁下を全周する。ピットは主柱穴で

ある P-l， P-2， P-3， P-4の4個が検出された。床面は平坦でカマド周辺から中央

部にかけてよく踏み固められていた。床面出土の遺物は，カマド前に集中していた。

カマド

カマドは北壁中央に位置する。天井部はやや崩壊していたが，両袖は黄褐色の山砂を主体と

して構築されていた。右袖は幅 28cm，高さ 17cm，壁より 62cm，左袖は幅 32cm，高さ 20

cm，壁より 55cm遺存していた。中央煙道部の壁への掘り込みは，幅 45cm，屋外へ 10cm，

掘り込み角度 56'を測る。火床部分は 60cmx50 cm，深さ 14cm程のピット状を呈し，上面に

若干の焼土が認められた。カマド中央部には，聾の土器片が集中していた。

049号住居跡ピット計測表

番号 長径cm 短径cm

P-1 54 44 

P-2 68 57 

P-3 60 56 

P-4 53 52 

049号住居跡土層説明

1.暗褐色土層

2 .褐色土層

3.褐色土層 ローム粒少量。

深さcm

36 

54 

25 

29 

性格

主柱穴

主柱穴

主柱穴

主柱穴

049号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計

巧: 口縁部 3 3 

底部 1 1 

聾 口縁部 13 13 

底部 。
小計 。17 

合計

17 

4.褐色土層 ローム粒・ハードロームブロック多量。

049号住居跡カマド土層説明

1.黒褐色土層

2 .褐色土層 山砂を含む。

3.赤褐色土層焼土を含む。

4.灰褐色土層灰を多く含む。

5.黄褐色土層 上層はやや焼土がみられる。

6.褐色土層 ロームブロックを含む。

7 .褐色土層

8.褐色土層焼土ブロック・山砂を含む。

9.黒褐色 山砂・焼土少量。

10.黄褐色土層 山砂主体。
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第130図 049号住居跡出土遺物(I) (Y4) 
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049号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 盤 (16.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア少量。

1 2.9cm 1/4 ラケズリ。 良。

( 9.0cm) 1/3 内面ナデ後へラミガキ。 黄褐色。

土師 士不 (16.0cm) 1/4 口縁部ヨコナテ'frtへラミガキ。 スコリア・雲母・砂粒

2 ( 4.5cm) 1/4 体部へラケズリ後一部へラミガ 少量。良。

キ。内面ナデ後へラミガキ。 黒褐色。

須恵 高台 体部ナデ。高台部ヨコナデ。 スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽

3 付士干 ( 2.0cm)少 底部回転へラケズリ。 良。 き成形(右)。

(12.2cm) 1/4 暗灰色。

土師 聾 (22.2cm) 1/6 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒多く，

4 ( 9.2cm) 1/3 リ。 鉄分少量。良。

内面ナデ。 黄褐色。

土師 斐 (24.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・

5 (15.0cm) 1/3 リ。 雲母少量。良。

内面へラナデ。 褐色。

土師 聾 (21.6cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア少量。

6 (16.5cm) 2/3 リ。 良。

内面へラナデ。 赤褐色。

。J
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d
 



番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 聾 (26.4叩)1/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，鉄分・

7 ( 9.0αn) 1/5 リ。 砂粒少量。良。

内面へラナデ。 茶褐色。

土師 窪 23.0佃 2/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒多く，

8 30.0倒 2/3 リ。体部下半細いへラケズリ。 雲母少量。普。

( 8.0叩)1/8 底部ナデ。内面へラナデ。 黒褐色。

土師 聾 22.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・雲母多く，

9 25.0cm 1/4 リ。 砂粒少量。良。

内面へラナデ。 褐色。

土師 要 (25.0仰)1/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒多く，

10 ( 7.0cm) 1/8 鉄分少量。普。

内面へラナデ。 黒褐色。

土師 聾 (25.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，砂粒・ 外面一部ニ

11 (12.5cm) 1/3 リ。 雲母少量。普。 次焼成。

内面へラナデ。 黒褐色。

土師 聾 (22.2cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒・鉄分

12 ( 7.0ω) 1/8 リ。 少量。普。

内面ナデ。 黄褐色。

土師 奮 体部下半~底部へラケズリ。 スコリア多く，砂粒少 体部外面一

13 (18.5cm) 1/3 内面ナデ。 量。良。 部二次焼成。

(10.0叩)1/5 黄褐色。

土師 建 体部下半へラケズリ後ナデ。 スコリア・砂粒多く，

14 ( 4.5cm) 1/8 底部ナデ。 雲母少量。良。

( 6.8cm) 1/1 内面ナデ。 黒褐色。
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050号住居跡(第 132・133図)

本住居跡は， 049号住居跡の南側に位置し， 3.9mx3.7mのほぼ正方形を呈し，面積 14.3

m'，ロームへの掘り込み 21cm，主軸方向N-7'-Eを測る。周溝は幅 16cm，深さ 6cmを

測り壁下に全周する。ピットは Pーし P-2，P-3， P← 4の主柱穴の 4個が検出された。

P-4は他と比較して若干浅かった。床面は平坦で、中央部がよく踏み固められていた。床面出

土の遺物は少なく， P-4の上面に聾の破片がみられた。

カマド

カマドは北壁中央に位置している。全体に天井部が，住居跡の内側に流出していた。両袖部

は山砂を主体とした黄褐色土で構築されていた。右袖は幅 35cm，高さ 12cm，壁より 50cm， 

左袖は幅 30cm，高さ 8cm，壁より 54cmが遺存していた。周溝の一部は両袖下面に達して

おり，この部分を埋めもどして構築されている。中央煙道部の壁への掘り込みは，幅 25cm，

壁外へ 10cm，掘り込み角度 53'を測る。遺物は左袖端に坪形土器，右袖側に聾一個体分がそれ

ぞれ出土している。

050号住居跡ピット計測表

番号 長径cm 短径cm 深さcm 性格

P-1 42 40 47 主柱穴

P-2 46 44 40 主柱穴

P-3 36 29 49 主柱穴

P-4 52 51 24 主柱穴

050号住居跡土層説明

1 .暗褐色土層

2.暗褐色土層 ローム粒・焼土・炭化物少量。

3.黄褐色土層 ロームフゃロックを含む。

4.明褐色土層 ローム粒を含む。

F

、υ
白
河
U

050号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小言十

土不 口縁部 1 1 

底部 。
聾 口縁部 3 3 

底部 。
小計 。4 

合計

4 
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050号住居跡カマド土層説明
1.褐色土層焼土少量。
2.褐色土層 ローム粒少量。
3.焼土ブロック
4.明褐色土層 山砂少量。
5.黒色土層
6.山砂
7.暗褐色土層焼土を含む。
8.黒褐色土層 焼土ブロック少量。

1M 

第132図 050号住居跡・カマド (Yso・Yio)
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第133図 050号住居跡出土遺物(比)

050号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 士干 14.0cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア少量。

4.8cm 2/3 ラケズリ。 普。

丸底1/1 内面ナデ後へラミガキ。 明褐色。

土師 士不 14.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒少量。 内面やや磨

2 ( 4.5cm) 1/3 リ。 普。 滅している。

内面ナデ後へラミガキ。 褐色。

土師 斐 24.0cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 雲母少量，砂粒多量。

3 (18.2cm) 1/2 リ後一部ナデ。 普。

内面へラナデ。 暗褐色。

土師 婆 22.0cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部へラナデ 雲母やや多く，スコリ 外面一部に

4 (10.5cm) 1/3 内面へラナデ。 ア・砂粒多量。普。 黒班。

暗褐色。
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051号住居跡(第 134・135図)

本住居跡は，台地東側調査区域の東端に位置し，南北 3.2mX東西 2.8mのやや南北に長い

長方形を呈する。面積は 8.1m九ロームへの掘り込みは 10cm，主軸方向はN-17"-Wを測

る。周溝は幅 20cm，深さ 4cmを測り，壁下に全周する。ピットは南側に P-1，P-2の

2個が検出された。床面は平坦で，床面出土の遺物は少量で、ある。

カマド

カマドは北壁中央に位置する。住居跡のロームへの掘り込みは浅いため，遺存状況は悪かっ

た。両袖部は，土層断面図で山砂を主体として構築されている事が確認された。中央煙道部の

壁への掘り込みは，幅 95cm，壁外へ 28cm，掘り込み角度 34"を測る。中央の火床部分は， 55 

cmx50 cmの浅いピット状を呈するが，焼土の明確な堆積は検出されなかった。

聾 口縁部 2 2 

底部 。
土不葦 口縁部 1 1 

小計 5 10 
合計

15 

051号住居跡出土土器数量表
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第134図 051号住居跡出土遺物()/4)
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051号住居跡土層説明

1. 黒褐色土層

051号住居跡ピット計測表

グミ=

燃機ミ

051号住居跡カマド土層説明

1. 黒褐色土層焼土微量。

2. 暗赤褐色土層焼土多量。

3. 黒褐色土層 山砂・焼土少量。

4. 焼土ブロック

5. 黒褐色土層

。 tM 

第135図 051号住居跡・カマド(比0・Y40)
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051号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 巧t (13.6cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。底部・周辺回 スコリアやや多く，砂 ロクロ水挽

4.3cm 1/3 転糸切リ後手持ちへラケズリ。 粒少量。普。 き成形(右)。
1 

7.6cm 1/1 内面ナデ。 黒褐色。 底部に線刻

印。

土師 長f (14.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒少量。

2 ( 3.5叩) 少 底部周辺へラケズリ。 普。

内面ナデ。 茶褐色。

土師 高台 体部ナデ。脚部部分ヨコナデ。 スコリア多く，砂粒少

3 付杯 ( 2.5cmJ 少 内面ナデ。 量。普。

( 7.8cm) 1/3 茶褐色。

土師質 甑 体部中半タタキ。体部下半へラ スコリアやや多く，砂 底部5子L

4 須恵 (23.0cm) 1/3 ケズリ。内面ナデ。 粒少量。普。

(16.0cm) 1/3 端部へラの面取リ。 黒褐色。

須恵 窪 (30.0cm) 少 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒少量。

5 (11.5仰) 1/5 リ(?)。 普。

内面ナデ。 外面褐色。内面青灰色。

052号住居跡(第 136・137図)

本住居跡は， 051号住居跡の南側に位置し， 4.1mx3.9mのほぼ正方形を呈し，面積 10.2

mz，ロームへの掘り込み 36cm，主軸方向N-20'-Wを測る。南東コーナ一部の壁はわずかで

あるが調査対象区域外であった。また西壁南側はやや短くゆがんでいる。周溝は幅 22cm，深

さ 8cmを測り壁下に全周する。ピットは主柱穴である P-l， P-2， P-3， P-4の4

個が検出された。 P-2以外は深さも浅く，形状もやや異なる。床面は平坦で，中央部はよく

踏み固められていた。

カマドは北壁中央に位置している。全体に住居跡内部に流出していた。両袖部分は山砂主体

の黄褐色土で構築されている。右袖は幅 35cm。高さ 30cm，壁より 65cm，左袖幅 30cm， 

高さ 25cm，壁より 65cm遺存していた。天井部は土層断面観察から住居跡内部に流出してい

たが，径 7cm程の煙出し口が認められた。煙道部の壁への掘り込みは，幅 60cm，壁外へ 25

cm，掘り込み角度 40。を測る。火床部分はややくぼんでいた。遺物の出土は極く少量であった。

052号住居跡出土土器数量表

052号住居跡ピット計測表

号 長径cm 短径cm 深さ

l 72 48 3E 

2 60 57 7 

3 48 36 2 

P-4 64 49 3 8 I主柱穴
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052号住居跡土層説明

1. 暗褐色土層 ローム粒多量。

2. 黒褐色土層 ローム粒少量。

3. 暗褐色土層 ローム粒やや多い。

4. 暗褐色土層 ロームブロック多量。

25.1・

。

p・4

。

総雨、応、機

' 

' .M 

052号住居跡カマド土層説明

1.褐色土層 山砂を含む。

2. 暗褐色土層

3. 灰褐色土層 山砂少量。

4. 暗赤褐色土層焼土を含む。

5. 褐~土層

6. 黒褐色土層

7. 黄褐色土層 山砂多量。

8. 暗褐色土層 山砂を含む。

9. 黒褐色土層焼土ブロック・

焼土粒を含む。

10・黒色土層

唱M

第136図 052号住居跡・カマド (~o ・ Y40)
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第137図 052号住居跡出土遺物 (!/.i)

052号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量 ・遺存度 成形 ・調整等 胎土 ・焼成 ・色調 備 考

須恵 珂: (14.4cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。底 砂粒多く ，スコリア少 底部に線刻

4.2cm 1/2 部回転へラケズ リ。 量。普。 印。ロクロ
l 

10.0cm 1/1 内面ナデ。 灰白色。 水挽き成形

(右)。

土師 墾 (24.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く ，雲母少

2 ( 7.0cm) 少 リ。 量。普。

内面ナデ。 明褐色。

053号住居跡 (第 138図)

本住居跡は，台地調査区東南端に位置し，南側半分は調査対象区外のため未調査である。ま

た西側は溝状遺構，中央部は後世のピットで切られている。

プランは一辺 2.9m程の方形と推定される。ロームへの掘り込み 22cm，主軸方向N-28。

-wを測る。周溝は幅 20cm，深さ 8cmを測り壁下に全周するものと推定される。ピットは

確認されなかった。 カマド両脇のピ ットは溝状遺構と同じく住居跡より新しいものである。床

面は平坦であったが，やや軟弱である。

カマド

カマドは北壁中央年位置し，山砂主体で構築された両袖部が遺存していた。右袖は幅 35cm，

高さ 25cm，壁より 47cm，左袖幅 25cm，高さ 20cm，壁より 55cm遺存していた。中央煙

道部の壁への掘り込みは，幅 45cm，壁外へ 25cm，掘り込み角度 47'を測る。周溝は一部両袖

下に達し，これを埋めもどして両袖が構築されている。また火床部分は，わずかに くぽみ焼土

の堆積が少量認め られた。

053号住居跡出土土器数量表

聾 口縁部 1 3 4 

底部 3 3 

甑 端部 l l 

合計
小計 6 19 

25 

n
L
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053号住居跡土層説明

1. 暗褐色土層

2. 暗褐色土層

3. 黄褐色土層

4. 暗褐色土層

5. 暗褐色土層

6. 暗褐色土層

。
ローム粒を含む。

ローム粒多量。

ローム粒少量。

ロームブロックを含む。

' 唱M

4M 

053号住居跡カマド土層説明

1. 褐色土層 山砂やや多い。

2. 黒褐色土層 焼土・山砂を含む。

3. 暗赤褐色土層焼土プロック・

焼土粒多量。

4. 褐色土層

5. 黒褐色土層

6. 暗赤褐色土層 山砂，焼土を含む。

7. 暗赤褐色土層焼土粒多量。

8. 焼土主体の赤褐色土層

第138図 053号住居跡・カマド(同0・Mω
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054号住居跡(第 139・140図)

本住居跡は， 053号住居跡の西側に位置じている。プランは，東西 4.5mx南北 3.5mの東

西に長い長方形を呈し，面積 16.3m九ロームへの掘り込み 26cm，主軸方向ほぽ真北を測る。

周溝は幅 20cm，深さ 8cmを測り壁下に全周する。ピットは主柱穴である P-1，P-2， 

P-3， P-4の4個が検出された。 P-1，P-2には内部に底面が2つ存在した。他のピッ

トとの位置関係等からそれぞれ北側のものが，本来の柱穴としての機能を果していたと推定さ

れる。床面は平坦で中央部はよく踏み固められていた。

カマドは北壁中央に位置する。天井部，両袖部は，粘質の褐色土を含む山砂で構築されてい

た。右袖は幅 32cm，高さ 18cm，壁より 43cm，左袖幅 35cm，高さ 8cm，壁より 50cm

遺存していた。天井部は厚さ 5-----7cm程で土層断面より確認された。中央部煙道の壁への掘り

込みは，幅 120cm，壁外へ 60cm，掘り込み角度 29"を測る。また両袖の壁との接合部分は，

この壁への掘り込みの両端にあたる。中央の火床部の掘り方は， 105 cm X 95 cm，深さ 10cmの

かなり大きなピット状を呈している。中心部にやや少量の焼土が認められた。また両袖部は，

中央火床部の掘り方と周溝の一部を，ハードロームブロックを含む黄褐色土でうめもどして構

築されている。

054号住居跡出土土器数量表

054号住居跡ピット計測表

器形 部分 須恵 土師 小計

番号 長径cm 短径cm 深さ叩 性格
坪 口縁部 9 4 13 

P-1 72 33 49 主柱穴
底部 5 7 12 

P-2 65 35 69 主柱穴
聾 口縁部 14 14 

P-3 76 73 56 主柱穴
底部 2 2 

P-4 44 36 35 主柱穴
坪蓋 口縁部 1 l 

小計 15 27 
合計

42 

054号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須恵 珂= 12.4cm 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。底 スコリア多く含む。 底部に墨書。

4.0cm 部・周辺手持ちへラケズリ。 良。 ロクロ水挽
1 

7.2cm 内面ナデ。 青灰褐色。 き成形(右)。

須恵 珂え 12.7cm完形 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽

2 
4.0cm 底部周辺へラケズリ。 良。 き成形(?)。

8.0ω 内面ナデ。 青灰色。 一部スス付

着。
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054号住居跡土層説明

1. 暗褐色土層 炭化物少量。

2. 黄褐色土層 ローム粒多量。
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054号住居跡カマド土層説明

1. 暗褐色土層 山砂・ローム粒

を含む。

2. 暗褐色土層焼土多量。

3. 暗褐色土層 山砂微量。

4. 黒褐色土層焼土粒多量。

5. 貼床部分ハードロームブロ

ック多量。

6. 褐色土層炭化物を含む。

7.暗褐色土層焼土少量。

1M 

第139図 054号住居跡・カマド (Yso・Y4o)
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054号住居跡出土遺物(凶)
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番号 種類 器形|法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師質 士不 12.2cm完形 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリアやや多く， 底部に墨書

3 
須恵 4.4cm 底部周辺手持ちへラケズリ。 砂粒・鉄分少量。良。 「丁」。ロク

7.6cm 内面ナデ。 褐色。 ロ水挽き成

形(右)。

土師 河、 12.4cm完形 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

4 4.5cm 底部・周辺手持ちへラケズリ。 量。良。 き成形(右)。

8.0cm 内面ナデ。 暗褐色。

土師質 士干 体部ナデ。底部回転へラケズリ。 スコリアやや多く，砂 底部に墨書

5 
須恵 ( 1.2cm) 少 内面ナデ。 粒・雲母少量。良。 「丁」。ロク

8.2cm 2/3 暗褐色。 ロ水挽き成

形(右)。

土師 士干 11.8cm完形 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア・砂粒少量。 底部線刻印

6 4.1cm ラケズリ後へラミガキ。 良。 「上Jo (焼

6.8cm 内面ナテー後へラミガキ。 暗褐色。 成後)

須恵 士干 (13.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア少量。

7 3.6cm 1/3 底部手持ちへラケズリ。 良。

( 9.6cm) 1/4 内面ナデ。 灰白色。

須恵 杯、 (12.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリアやや多く含 ロクロ水挽|

8 4.3cm 1/5 底部回転へラケズリ。 む。良。 き成形(?)。

( 7.4cm) 1/5 内面ナデ。 灰白色。

土師質 聾 20.0cm 1/1 口縁ヨコナデ。体部上半タタキ スコリア・砂粒少量。 二次焼成を

9 須恵 15.5cm 1/1 目下半へラケズリ。 良。 受け体部下

(13.6cm) 少 内面へラナデ。 黒褐色。 半赤変。

土師質 要 (28.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。 スコリアやや多く， 頚部に貼付

10 
須恵 (10.0cm) 少 体部タタキ目。 砂粒少量。良。 り突起。二

内面ナデ。 黒褐色。 次焼成を受

け一部赤変。

土師 窪 20.0cm 3/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリアやや多く，砂

11 (11.0cm) 1/1 リ。 粒少量。普。

内面ナデ。 茶褐色。

土師 甑 (23.6cm) 1/6 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリアやや多く，砂

12 (17.0cm) 少 リ。端部面取り。 粒少量。良。

(lO.Ocm) 1/4 内面ナデ。 赤褐色。

土師 斐 底部へラケズリ。 スコリア多く含む。

13 内面ナデ。 普。

5.6cm 1/1 明褐色。

土師 費 体部~底部へラケズリ。 スコリア多く含む。

14 ( 5.5cm) 少 内面ナデ。 良。

( 6.4cm) 1/3 黒褐色。

土師 斐 体部~底部へラケズリ。 スコリア・砂粒多く含

15 ( 7.0cm) 1/4 内面ナデ。 む。普。

( 5.0cm) 1/4 茶褐色。
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055号住居跡(第 141図)

本住居跡は.053号住居跡の南側の台地調査区南東端に位置する。南側は台地緩斜面の一部に

位置するため壁は確認されず，床面のみが検出された。このためプラン等は明確にし得なかっ

た。周溝は検出されず，東側に P-1. P-2の2個のピットが検出された。またカマドの痕

跡が北側に検出され，火床部分と思われる焼土の堆積が確認された。床面出土の遺物はほとん

どなかった。

055号住居跡ピット計測表

t . 
。 。

t 
. 

/ 

¥ /  回

同

¥ /「|

。 。
055号住居跡カマド土層説明

1. 黒褐色土層焼土粒を含む。

2. 褐色土層 焼土主体。 。 4M 

3. 二次加熱で硬化したローム。

第141図 050号住居跡(始。)
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056号住居跡(第 142・143図)

本住居跡は， 036号住居跡の北側に位置する。

プランは 2.5mx2.2mのほぼ正方形を呈し，面積 5.5m2，ロームへの掘り込みは極めて浅く

5cm，主軸方向N-69'-Wを測る。周溝は確認されなかった。ピットは P-1のみが検出され

た。床面はロームへの掘り込みが浅いため，一部後世の撹乱を受けていたが，ほぽ平坦である。

床面出土の遺物は数点の土器片のみであった。

カマド

カマドは西壁やや南よりに位置している。両袖，天井部ともに確認されなかった。煙道部の

壁への掘り込みは，幅 55cm，壁外へ 25cm，掘り込み角度 42。を測る。中央の火床部は， 5cm

程掘り込まれており，少量の焼土と土師器坪形土器片が認められた。

056号住居跡出土土器数量表
056号住居跡ピット計測表

器形 部分 須恵 土師 小計

坪 口縁部 4 4 

底部 。
聾 口縁部 2 2 

底部 。
小計 。6 

合計

6 
一一一一

4 ケ¥一

-
同
.
噌
制

火r;

2・.3・
B 官M

056号住居跡カマド土層説明

1. 赤褐色土層

2. 暗褐色土層 。 4M  

第142図 056号住居跡・カマド(見0・Y40)

-209一



3 

℃す二〆
5 

。 10CM 

第143図 056号住居跡出土遺物(弘)

056号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 t不 (13.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリアやや多く，砂 ロクロ水挽

1 4.5cm 1/4 底部回転糸切り。 粒少量。良。 き成形(?)。

( 8.0ω) 1/3 内面ナデ。 明褐色。

土師 t不 (14.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

2 4.5cm 1/4 内面ナデ。 量。普。 き成形(?)。

( 7.6cm) 少 茶褐色。 一部二次焼成。

土師 珂: (14.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア少量含む。

3 ( 4.7cm) 1/5 内面ナデ後へラミガキ。 良。

黄褐色。

土師 土不 (14.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒多量に

4 4.2cm 1/4 内面ナデ。 含む。普。

( 6.4cm) 少 茶褐色。

土師 婆 (21. Ocm) 少 口縁ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く含む。 内面磨滅著

5 (10.0cm) 少 普。 しい。

内面ナデ。 黒褐色。
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057号住居跡(第 144・145図)

本住居跡は， 050号住居跡の南側に位置し，中央部分は，東西に走る溝状遺構で切られてい

る。プランは，ロームへの掘り込みが浅く後世の撹乱を受けているために，明確にし得なかっ

たが，おそらく一辺 2.6m程度の方形の住居跡と推定される。周溝，ピットともに検出されな

かった。床面は一部で検出されたが，全体に軟弱で明確にし得なかった。また床面から少量の

焼土と炭化物が検出された。

057号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小言十

好く 口縁部 1 1 

底部 。
聾 口縁部 1 1 

底部 。
小計 。2 

合計

2 

同胴---

057号住居跡土層説明

1. 黒褐色土層 ローム粒・焼土粒を含む。

。
4M 

第144図 057号住居跡(均)

。〆“
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第145図 057号住居跡出土遺物 (μ.Y:D 

057号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 士不 14.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。内面ナデ。 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

l 4.6cm 1/2 底部回転糸切り。 量。普。 き成形(? )。

8.6cm 2/3 内面ナデ。 暗褐色。

土師 珂く (12.4叩)少 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

2 4.2cm 1/3 底部回転糸切り。 量。普。 き成形(?)。

5.4cm 1/2 内面ナデ。 黒褐色。

土師 珂: (12.4cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリアやや多く，砂 ロクロ水挽

3 4.5cm 1/4 底部回転糸り。 粒少量。普。 き成形(? )。

( 5.0cm) 少 内面ナデ。 暗褐色。

4 砥 石 泥岩製。小形で全長6.1cm。全面に使用痕が認められ，研ぎ減りしている。現重量29.0g
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058 号住居跡(第 146~148 図)

本住居跡は， 034号住居跡の東南部，台地南側緩斜面の端に位置する。遺構確認時に，貝の堆

積が確認され，貝層の広がりを確認するために南北，東西方向に幅 50cm程のサブトレンチを

設定して発掘した。このトレンチ内を掘り進めたところ，遺構確認面下回~80cm 程のところ

に床面が検出された。掘り込み面は北壁側はハードローム上層であったが，南側部分は褐色の

粘質土を掘り込んでおり，覆土も黄褐色のローム質であった。このためプランの確認は平面的

には困難であった。調査はまず貝層の平面的広がりと，堆積状況を確認し，員層のプランの実

測を実施し，随時掘り下げた。この結果員層は，深さ 40cm，径 2.8m程である事が確認され

た。貝類は本住居跡が廃棄された後，内部に埋土が1O~15cm程堆積した段階で，台地上から

投棄されたものと判断される。貝層の員類組成を知るため，遺存状況の良好な純貝層の中央部

に20cmx20 cmの柱状ブロックを設定してサンプル採取を実施した。 058-024の土器は貝層

中より出土した。

本住居跡のプランは，一辺 3.6m程の方形を呈し，面積は 12m2程と考えられる。ロームへ

の掘り込みは北壁側で 80cm，主軸方向N-560-Wを測る。周溝は確認されなかった。ピット

はP-l， P-2， P-3の主柱穴 3個が検出された。床面はカマド前および中央部がよく踏

み固められていたが，各壁際は軟弱であった。床面出土の遺物はカマド脇の北側コーナ一部に

集中し，完形の坪形土器を中心に，甑等が検出された。

カマド

カマドは北西壁中央に位置している。遺存状況は比較的良好で，ロームを含んだ粘質の褐色

土と山砂により両袖が構築されていた。右袖は幅 35cm，高さ 35cm，壁より 55cm，左袖は

幅 40cm，高さ 15cm，壁より 57cm遺存していた。両袖内側は，火をうけて赤色化していた。

煙道部の壁への掘り込みは，幅 30cm，壁外へ 30cm，掘り込み角度 4tを測る。燃焼部には，

聾形土器が 2個体遺存していた。また中央の火床部分は，焼土と多量の灰を含んでおり，床面

をわずかに掘り込んでいる。また両袖の基底面は，床面をやや掘り込んでロームを貼付してい

た。

058号住居跡ピット計測表

番号 長径cm 短径cm 深さcm 性格

P-1 32 31 41 主柱穴

P-2 32 20 24 主柱穴

P-3 24 23 32 主柱穴

q
J
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058号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小言十

士不 口縁部 4 5 9 

底部 4 1 5 

聾 口縁部 5 5 

底部 6 6 

甑 端部 1 1 

小計 18 
合計

8 
26 
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058号住居跡カマド土層説明

1. 暗褐色土層 焼土粒含む。
2120 .8 2. 暗褐色土層 山砂・焼土ブロック A・一一

を含む。

3. 暗褐色土層 出化物・焼土を含む。

4. 灰褐色土層 灰が多し当。炭化物，

焼土粒を含む。

5. 山砂が赤色化した部分。

6. 山砂にロームを含む。
4M 7. ソフトローム。

。

20.3・

058号住居跡土層説明

純貝層

混貝土層 5層に貝を含む。

明褐色土層

褐色土層

暗褐色土層

黄褐色土層

灰白色土層

ローム粒少量。

粉性のロームブロックを含む。

壁の崩落土。

灰白色粘土主体の粘性の強いもの。

' 5" 

第146図 058号住居跡・カマド (Yso・Y40)
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第147図 058号住居跡出土遺物(1) (兄)
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o 5 S号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須恵 珂: (14.0αn) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部上半ナテLスコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽

1 
4.0cm 1/2 下半ナデ後回転へラケズリ。 良。 き成形(右)。

9.0叩 1/1 底部回転糸切リ後回転へラケズ 灰白色。

リ。内面ナデ。

須恵 均: (13.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体郎ナデ。 スコリアやや多く含む。 内面底部研

4.7cm 1/3 底部回転糸切リ後回転へラケズ 良。 麿(硯?)。

9.2叩1/1 リ。 黒褐色。 ロクロ水挽

内面ナデ。 き成形(右)。

須恵 杯 (12.8cm) 少 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。底 スコリア・砂粒やや多 ロクロ水挽

3 4.1cm 1/5 部周辺ナデ後手持ちへラケズリ。 く含む。普。 き成形(右)。

8.0cm 1/1 底部へラケズリ。内面ナデ。 青灰色。

須恵 均Z 14.9cm完形 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽

4 4.2cm 底部へラケズリ。 良。 き成形(左)。

9.4cm 内面ナデ。 灰色。

土師 珂t 13.0佃完形 ロ縁部ヨコナデ。体部ナデ後へ スコリア少量。良。外 外面一部ス

5 
4.2ω ラミガキ。底部へラケズリ後ミ 面黒褐色(一部赤彩)。 ス付着。ロ

9.0cm ガキ。内面ナデ後へラミガキ。 内面赤彩。体部下半に クロ水挽き

線刻印(門)。 成形(左)。

須恵 杯 14.0αn 1/2 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。底 スコリア少量。 ロクロ水挽

6 4.2cm 1/2 部周辺ナデ後へラケズリ。底部 普。 き成形(右)。

8.6叩 へラケズリ後ナデ。内面ナデ。 青灰色。

須恵 杯 (14.6cm) 少 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。底 雲母やや多く，砂粒少

7 4.2cm 少 部周辺手持ちへラケズリ。 量。良。外面黒褐色，

( 9.0cm) 1/3 内面ナデ。 内面暗灰色。

須恵 珂: 13.4cm完形 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア少量。良。 ロクロ水挽

4.0佃 底部周辺手持ちへラケズリ。 赤褐色。 き成形(右)。
8 

内面ナデ。 底部線刻印(↑)。 内外面スス8.2cm 

付着。黒班。

土師 杯 12.8cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部上半ナデ， 砂量多く，スコリア・ ロクロ水挽

9 4.1cm 2/3 下半ナデ後へラケズリ。底部手 雲母少量。普。 き成形(右)。

7.2叩1/1持ちへラケズリ。内商ナデ。 暗灰色。

土師 珂: (12.4cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア少量含む。 外面赤彩。

10 4.5cm 1/3 底部回転糸切リ。 普。

( 7.0cm) 1/5 内面ナデ。 茶褐色。

土師 (13.0叩)1/5 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く含む。 内・外・底面赤

4.5cm 1/3 底部・周辺回転糸切り後回転へ 良。 彩。外面一部

11 9.0cm 1/2 ラケズリ。 赤褐色。 スス付着。

内面ナデ。 ロクロ水挽き

成形(右)。
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番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須恵 杯 14.7叩完形 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 雲母・砂粒少量。良。 ロクロ水挽

12 4.0α1 底部周辺手持ちへラケズリ。 灰色。底部線刻印。 き成形.(右)。

7.4cm 内面ナデ。 (↑) 

土師 珂= 12.9叩完形 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 砂粒少量。 内・外・底面赤

13 
4.2cm 底部へラケズリ。 良。 彩。ロクロ

9.0佃 内面ナデ後へラミガキ。 赤褐色。 水挽き成形

(右)。

須恵 杯 体部ナデ。底部手持ちへラケズ 雲母・砂粒少量。 ロクロ水挽

14 ( 1.5cm)ー リ。 良。 き成形(左)。

8.0cm 1/1 内面ナデ。 暗灰色。

須恵 高台 19.4叩 1/2 ロ縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒少量。 底部に線刻

15 
付杯 ( 6.4cm) 1/2 底部回転へラケズリ。 良。 印。ロクロ

2/3 (高台部分欠損)。 青灰色。 水挽き成形

内面ナデ。 (右)。

須恵 高台 (12.加n) 少 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒多く含 ロクロ水挽

16 付杯 4.5α1 1/5 底部回転へラケズリ。 む。良。 き成形(右)。

8.6佃 1/1 内面ナデ。 灰白色。

須恵 杯蓋 (16.4佃)1/4 口縁部ヨコナデ。体部ロクロ右 砂粒少量。良。 鐙部欠損。 I
17 ( 3.5叩)1/4 回転へラケズリ。 青灰色。

(一部に自然柚)

土師 杯 (16.0叩)1/4 口縁部ヨコナデ。体部上半ナデ， スコリア・砂粒多く含 ロクロ水挽 l

18 6.0叩 1/4 下半ナデ後へラケズリ。底部へ む。普。 き成形.(右)0I 

7.6ω1/1 ラケズリ。内面ナデ。 茶褐色。

土師 杯 13.0佃完形 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア少量。 外面一部黒

19 4.1cm ラケズリ後へラミガキ。内面ナ 良。 班。

6.0cm デ後へラミガキ。 褐色。

土師 杯、 (12.8叩)1/3 口縁部ヨコナデ後へラミガキ。 スコリア・砂粒極少量 内外面一部

4.8佃 1/2 体部ナデ後へラケズリ後一部へ 含む。良。 黒班。

20 8.6αn 1/1 ラミガキ。底部へラケズリ後一 黄褐色。

部へラミガキ。

内面ナデ後へラミガキ。

土師 杯 13.6cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒少量。

21 4.1cm 1/5 リ後へラミガキ。底部へラケズ 良。

( 8.0叩)少 リ。内面ナデ。 茶褐色。

土師 費 23.0叩 1/1 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒やや多

22 (27.5cm) 4/5 リ後ナデ。 い。良。

内面へラナデ。 暗褐色。

土師 費 21.0cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒多く，

23 29.3叩 1/1 リ。 雲母少量含む。良。

3.8cm 1/1 内面へラナデ。 暗褐色。

-218一



番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須恵 長頚 7.6cm完形 口縁部ヨコナデ。体部上半ナデ， 砂粒多く含む。良。 頚部取付け

24 瓶 26.8cm 下半へラケズリ。 青灰色。 3段構成。

10.6cm 内面ナデ。 底部に線刻印。

土師 斐 15.0cm完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア多く，雲母少 外面一部に

25 18.3cm リ後ナデ。 量含む。良。 黒班。

7.6cm 底部へラケズリ。 茶褐色。

須恵 長頚 体部上半ナデ，下半ロクロ右回 砂粒少量。 頚部に自然

26 瓶 (12.0佃)2/3 転へラケズリ。 良。 紬。

( 7.0cm) 1/1 底部周辺ナデ(高台欠損)。 青灰色。

須恵 河: 12.6cm 1/2 口縁部ヨコナデ。底部周辺ナデ スコリア多く含む。 ロクロ水挽

27 3.5cm 1/2 後へラケズリ。底部回転へラケ 普。 き成形(右)。

9.0cm 2/3 リ。内面ナデ。 灰白色。

28 砥 石 疑灰岩製。一端を欠く。全面に使用痕が認められる。風化で一部剥落している。
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059号住居跡(第 149・150図)

本住居跡は，台地南側斜面造成遺構に伴う，粘賞褐色土を掘り込んで構築された住居跡であ

る。プランは一辺 3.6m程の方形と推定されるが，南側の斜面の二次造成によって削平されて

いる。周溝は検出されなかった。ピットはPーし P-2. P-3. P-4の主柱穴が4個検

出され・た。粘質土への掘り込みは 20cm.主軸方向N-56・-wを測る。床面は全体に軟弱で検

出は困難であった。床面出土の遺物も少量であった。

カマド

カマドは西壁中央に位置している。カマド発掘時に周溝と思われる壁際の溝が認められた。

しかし壁下に全周する周溝とは判断されなかった。山砂を主体とする袖の一部が認められたが，

全体に二次造成により削平されていた。火床部分はやや浅いピット状を呈する。遺物は検出さ

れなかった。

059号住居跡ピット計測表
059号住居跡出土土器数量表

番号 長径叩 短径叩 深さ叩 性格
器形 部分 須恵 土師 小計l

P-1 40 38 25 主柱穴
坪 口縁部 1 1 2 

P-2 34 29 31 主柱穴
底部 3 2 5 

P-3 40 33 26 主柱穴
聾 口縁部 。

P-4 37 36 28 主柱穴
底部 1 1 

P-5 28 25 15 不明 小計 4 4 
合計

8 
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第149図 059号住居跡出土遺物 (y.)

059号住居跡出土遺物

番号 種類類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須恵 杯 14.7叩 4/5 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 砂粒多く含む。 ロクロ水挽

1 4.2叩 1/1 底部へラケズリ。 普。 き成形(右)。

9.6cm 1/1 内面ナデ。 灰色。

土師 杯 10.0α1完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリアやや多く含む。 内面スス付

2 4.2cm リ後一部ナデ。 普。 着。

5.3佃 内面へラナデ。 茶褐色。 (灯明用杯)

一 220-
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059号住居跡土層説明

暗褐色土層粘性強い。

灰白色粘土層 白色粘土

主体。

。

059号住居跡カマド土層説明

1. 暗褐色土層

2. 暗赤褐色土層灰・焼土を含む。

3. 暗灰褐色土層 灰白色粘土を含む。

4. 暗褐色土層 焼土少量。

5. 褐色土層

6. 焼土

7. 黄褐色土層

第150図 059号住居跡・カマド (~o ・V4o)
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060 号住居跡(第 151~153 図)

本住居跡は，調査区南側の谷津北部緩斜面に位置する。

プランは 3.4mX3.2 mのほぼ正方形を呈し，ロームへの掘り込み 52cm，面積 11.1ni，主

軸方向N-530-Wを測る。周溝は幅 16cm，深さ 6cmを測り壁下に全周する。ピットは南西

壁側に主柱穴と思われる Pーし P-2の2個が検出された。床面は全体にやや軟弱であるが，

中央部はやや踏み固められていた。

カマド

カマドは北壁中央に位置する。両袖は山砂にローム粒を含む黄褐色土で構築されている。右

袖は幅 40cm，高さ 25cm，壁より 45cm，左袖 36cm，高さ 20cm，壁より 50cm遺存して

いた。また両袖ともに，煙道部の壁の掘り込みの両端に達している。煙道部の壁への掘り込み

は，幅 110cm，壁外へ 40cm，掘り込み角度 40。を測る。中央火床部分は， 100cmx60cm， 

深さ 10cmのピット状を呈し下面に焼土の堆積が検出された。また燃焼部に聾形土器が出土し

ている。周溝は一部両袖下に達しこれを埋めもどして両袖を構築している。

060号住居跡ピット計測表

060号住居跡カマド説明

1 .暗褐色土層 焼土粒・ローム粒を含む。

2.黒褐色土層 炭化物・焼土粒を含む。

3 .赤褐色土層焼土主体。

4.黒褐色土層 ロームブロック少量。

222 

060号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師

士不 口縁部 17 28 

底部 7 8 

聾 口縁部 8 37 

底部 11 

小計 32 84 

5.黒褐色土層 焼土ブロック少量。

6.山砂のブロック。

7 .暗褐色土層 山砂多量。

小計

45 

15 

45 

11 

合計

116 
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060号住居跡土層説明

l. 黒褐色土層

2. 暗褐色土層

3. 暗褐色土層

4. 黒褐色土層

5. 暗褐色土層

6. 暗褐色土層

7. 暗褐色土層

8. 暗褐色土層
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ローム粒少量。

砂粒多量。
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第151図 060号住居跡・カマド(始。・ Y40)
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060号住居跡出土遺物

|番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考|
土師 士不 (12.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 砂粒・スコリア少量。 底部に墨書

l 4.6cm 1/2 底部手持ちへラケズリ。 良。 「上」・線刻

7.7cm 1/1 内面ナデ。 黒褐色。 印。

土師質 珂= 14.0叩1/2 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリアやや多く， ロクロ水挽

2 須恵 4.2cm 1/2 底部手持ちへラケズリ。 砂粒少量。良。 き成形(? )。

( 8.0cm) 1/5 内面ナデ。 褐色。

土師質 河: 14.0cm完形 口縁部ヨコナデ。体面ナデ。 砂粒やや多し〉。 ロクロ水挽

3 須恵 4.0cm 底部手持ちへラケズリ。 良。 き成形(右)。

6.4叩 内面ナデ。 暗青灰色黄褐色。

土師質 t不 (14.0cm) 1/6 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 砂粒少量。 ロクロ水挽

4 須恵 3.6cm 1/5 底部へラ切り後手持ちへラケズ 良。 き成形(? )。

( 7.4叩)1/4 リ。内面ナデ。 黒褐色。

須恵 杯 (13.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 砂粒・スコリアやや多 ロクロ水挽

5 3.8cm 1/3 底部手持ちへラケズリ。 い。良。 き成形(? )。

( 7.0cm) 1/4 内面ナデ。 青灰色。

土師質 巧: (14.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒少

6 須恵 ( 3.3cm) 1/4 内面ナデ。 量。普。

青灰色。

土師 均二 体部ナデ。底部ナデ(脚部ヨコナ 砂粒・雲母少量。良。

7 ( 1.3cm) デ)。 茶褐色。

5.7叩 1/1 内面ナデ後へラミガキ。

土師 高台 底部ナデ(脚部ヨコナデ)。 スコリア少量。

8 付杯 内面ナデ。 良。

( 6.2cm) 1/2 褐色。

土師 高台 体部ナデ。底部ナデ(脚部ヨコナ スコリアやや多く，砂

9 付杯 ( 2.4cm) 少 デ)。 粒少量。良。

6.4cm 1/1 内面ナデ後へラミガキ。 黄褐色。

土師 高台 底部回転糸切り後へラケズリ。 砂粒少量。

10 イ寸t不 良。

( 6.0cm) 4/5 褐色。

土師 窪 底部へラケズリ。 スコリアやや多く，砂

11 粒少量。良。

( 6.0cm) 1/1 茶褐色。

土師 婆 底部ナデ。内面ナデ。 スコリアやや多い，砂

12 粒を多量。雲母少量。

(10.0cm) 1/4 普。暗褐色。

土師 要 22.0cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部上半ナ六 砂粒・鉄分やや多く，

13 (25.0cm) 1/2 下半へラケズリ。 雲母少量。良。

内面へラナデ。 黒褐色。

土師質 要 (28.0cm)少 口縁部ヨコナデ。体部タタキ目。 スコリアやや多く，砂

14 須恵 ( 7.0cm) 内面ナデ。 粒少量。良。

黒青灰色。
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第153図 060号住居跡出土遺物(II)(Y4・ Y2)

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 建 (20.0cm)少 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリアやや多く，砂

15 ( 4.5cm)少 内面ナデ。 粒少量。普。

黄褐色。

土師 蔓 体部下半へラケズリ。底部へラ スコリアやや多く，砂

16 ( 8.7cm) 1/5 ケズリ後ナデ。 粒少量。良。

( 6.0叩)1/3 内面ナデ。 黒褐色。

土師質 甑 体部下半へラケズリ。 スコリアやや多く，砂

17 須恵 ( 5.7cm) 底部ナデ。 粒少量。良。

13.0cm 2/3 内面ナデ。(内底面取リ) 黒褐色。

須恵 斐 体部上半タタキ目，下半タタキ スコリア・砂粒少量。

18 (13.0cm) 1/3 目後へラケズリ。 良。

12.0cm 1/1 底部ナデ。内面ナデ。 青灰白色。

土師質 婆 体部上半タタキ目，下半へラケ スコリアやや多く，砂

19 須恵 (11.0cm) 1/6 リ。 粒少量。良。

14.0cm 2/3 底部ナデ。 黒褐色。

土師 窪 体部へラケズリ。底部ナデ。 砂粒・雲母少量。

20 ( 8.0ω) 1/6 内面ナデ。 普。

(12.0cm) 少 茶褐色。

紡錘車 輝縁凝灰岩製。下径2.5cm，厚さ2.5cm，孔0.8cm。断面は丸味のある台形を呈する。
21 

側縁・裏面の一部に剥落がみられる。現重量69.6g。
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061 号住居跡(第 154~156 図)

本住居跡は，谷津部北側の緩斜面， 060号住居跡の南東側に位置する。

プランは南北 3.6mx東西 3.2mのやや南北に長い長方形を呈し，面積 10.9m2，ロームへの

掘り込み 40cm，主軸方向N-430ーE (Aカマド)， N-4t-W (Bカマド)を測る。周溝は

幅 16cm，深さ 7cmを測り壁下に全周する。ピットは主柱穴である Pーし P-2，P-3， 

P-4の4個が検出された。床面は平坦でよく踏み固められている。

カマド

カマドは 2つ確認された。当初は北西壁中央のBカマドを使用していたと思われる。その後

にこれを廃棄して北東壁中央に新たにAカマドを構築している。

Aカマドは両袖部分を山砂を主体とした黄褐色土で構築されている。右袖は幅 35cm，高さ

20cm，壁より 45cm，左袖は幅 32cm，高さ 30cm，壁より 47cmが遺存していた。両袖部

の壁への掘り込みはない。中央煙道部の壁への掘り込みは，幅 55cm，壁外へ 20cm，掘り込

み角度 60。を測る。火床部分の掘り方は，浅いピット状を呈し，一部右袖下に達している。燃焼

部には，甑がつぶれた状態で検出されている。

Bカマドは，袖部，煙道部等全てが破壊されていた。壁への掘り込みは，幅 70cm，壁外へ

20cm，掘り込み角度 460であった。火床部分の掘り方は浅いピット状を呈していたが，焼土等

は検出されなかった。

061号住居跡ピット計測表

番号 長径叩 短径四 深さ佃 性格

P-1 32 24 8 主柱穴

P-2 28 26 12 主柱穴

P-3 28 27 14 主柱穴

P-4 35 34 9 主柱穴
」ー」 ー

061号住居跡カマド土層説明

Aカマド

1.黒褐色土層 山砂少量。

2 .暗褐色土層 火を受けた砂をやや含む。

3.灰褐色土層 山砂多量。焼土プロック少量。

円

t。L
のノ“

061号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計

坪 口縁部 4 31 35 

底部 3 20 23 

聾 口縁部 7 28 35 

底部 15 15 

小計 14 94 
合計

108 

Bカマド

1.暗褐色土層 山砂・焼土粒を含む。

2.明褐色土層焼土多量。

3.黄褐色土層 ロームプロック少量。
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061号住居跡土層説明

1. 黒色土層 ソフトローム・砂粒多量。
。 4M 

2. 黒褐色土層 ローム粒・焼土粒・炭化粒少量。

3. 暗褐色土層 カマドの粘性の山砂を含む。

061Aカマド 24.10 

061Bカマド

。 5M 

第154図 061号住居跡・カマド (Yso・Y40)

-228一
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061号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 J1、 12.2cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 砂粒・スコリア少量。 底部に墨書

l 
4.0cm 1/2 体部下半~底部ロクロ回転へラ 良。 上万」。ロ

6.2cm 1/1 ケズリ。 明褐色。 クロ水挽き

内面ナデ。 内面一部黒班。 成形(右)。

須恵 f'F (13.0cm) 少 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリアやや多く，砂 ロクロ水挽

2 3.5cm 1/6 体部下半~底部ロクロ回転へラ 粒少量。良。 き成形(右)。

( 7.6cm) 1/4 ケズリ。内面ナデ。 青灰色。

土師 士干 (14.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリアやや多く，砂 ロクロ水挽

3 4.4cm 1/4 底部手持ちへラケズリ。 粒少量。良。 き成形(?)。

( 7.0cm) 1/3 内面ナデ。 黄褐色。

土師 t不 (14.0cm) 少 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリアやや多く，砂 ロクロ水挽

4 ( 4.0cm) 1/4 底部周辺手持ちへラケズリ。 粒少量。良。 き成形(?)。

内面ナデ。 暗褐色。

土師 士不 (14.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽

5 ( 4.8cm) 1/5 内面ナテo後へラミガキ。 良。 き成形(?)。

黄褐色。

土師 珂: (13.6cm) 少 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリアやや多く，砂

6 4.5cm 1/5 底部周辺手持ちへラケズリ。 粒少量。良。

( 9.0cm) 1/4 黒色。

須恵 材、 (12.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽

7 3.6cm 1/5 底部周辺手持ちへラケズリ。 良。 き成形(?)。

( 5.0cm) 少 内面ナデ。 青灰色。

土師 士不 (13.0cm) 1/6 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒やや多

8 3.8cm 1/6 底部周辺手持ちへラケズリ。 い。良。

( 6.6cm) 少 内面ナデ。 茶褐色。

土師 杯 (12.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽

9 ( 3.9cm) 1/4 底部周辺へラケズリ。 良。 き成形(?)。

黄褐色。

須恵 士:f 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽

10 ( 2.7cm) 1/4 底部周辺ロクロ右回転へラケズ 良。 き成形(右)。

( 8.0cm) 1/3 リ。内面ナデ。 黒褐色。

須恵、 I不 (14.0cm) 1/4 口縁ヨコナデ。体部ナデ。。 砂粒少量。

11 3.8cm 1/4 底部周辺手持ちへラケズリ。 良。

( 9.0cm) 少 暗青灰色。

土師 均二 体部ナデ。底部周辺回転糸切り スコリア・砂粒少量。 ロクロ水挽

12 ( 2.3cm) 少 後手持ちへラケズリ。。 普。 き成形(右)。

7.6c澗 1/1 暗茶褐色。

土師 護 体部へラケズリ。底部ナデ。 スコリアやや多く，砂

13 ( 1.6cm) 少 内面ナデ。 粒少量。普。

7.0cm 1/2 暗褐色。

土師 寮 (27.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。 スコリア・雲母・砂粒

14 ( 5.5cm) 少 体部タタキ目。 多く含む。良。

内面ナデ。 暗褐色。

230 
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番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 要 22.1cm 1/1 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリアやや多く，砂

15 25.1cm 3/4 リ。 粒少量。良。

5.5cm 1/1 内面へラナデ。 黒褐色。

土師 婆 (19.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・雲母・砂粒

16 (17.0cm) 1/4 やや多く含む。良。

内面ナデ。 黒褐色。

土師 婆 (23.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。 スコリア・砂粒少量。 頚部に貼付

17 (14.0c澗)1/4 体部タタキ目。 良。 け突起。

内面ナデ。 黒褐色。

土師 要 体部タタキ目，下半タタキ目後 スコリア・砂粒やや多

18 1/3 へラケズリ。 く，雲母少量。良。

内面ナデ。 黒褐色。

土師 饗 体部へラケズリ後ナデ。下半へ スコリアやや多く，砂 外面に一部

19 (16.5cm) 2/3 ラケズリ。 粒少量。良。 黒班。

(14.0cm) 少 内面ナデ。 茶褐色。

土師 甑 体部へラケズリ。端部面取リ。 スコリア・砂粒やや多

20 (19.0cm) 1/5 内面ナデ。 く含む。良。

(12.0cm) 1/4 褐色。

土師 要 (21.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア少量。砂粒や

21 23.3cm 1/3 リ。 や多く含む。良。

内面へラナデ。 褐色。

22 万 子 完存していたと思われる(欠損新)。身が研ぎ即日いほ幅0加，棟幅O加，茎幅0伽，厚さ0.2加。 I
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061号住居跡出土遺物(II)(V4・!/:i)第156図



062号住居跡(第 157・158図)

本住居跡は， 061号住居跡の南側に位置し，プランは一辺 2.8m程の方形を呈する。面積は 7.

7m'，ロームへの掘り込みは 22cm，主軸方向N-340-Eを測る。本住居跡は，緩斜面上に位

置するため南壁は検出されなかった。周溝は，幅 18cm，深さ 7cmを測り壁下に全周したも

のと推定される。ピットは確認されなかった。床面はほぼ平坦でよく踏み固められていた。床

面出土の遺物は少量であった。

カマド

カマドは北壁中央に位置する。両袖は山砂主体の褐色土で構築され，右袖幅 27cm，高さ 45

cm，壁外へ60cm，左袖幅 23cm，高さ 33cm，壁より 50cmが遺存していた。また右袖は，

煙道部の壁への掘り込みやや中央よりまで達している。おそらく左袖も同様の状況を呈してい

たと推定される。右袖はカマド内部にやや内傾する。煙道部の壁への掘り込みは，幅 90cm，

壁外へ 40cm，掘り込み角度 49。を測る。火床部は， 70 cm x 65 cm，深さ 7cm程のピット状

を呈し，下面に焼土が認められた。燃焼部分やや右袖よりから，聾形土器一個体分が出土して

いる。

063号住居跡(第 157・159・160図)

本住居跡は， 062号住居跡とほぼ接する状況で検出された、

プランは一辺 2.9m程の方形と推定され，ロームへの掘り込み 18cm，主軸方向N-350-E

を測る。南壁は，本住居跡が緩斜面に位置するために検出されなかった。ピットは検出されな

かった。周溝は幅 18cm，深さ 6cmを測り壁下に全周するものと推定される。床面は平坦で

あるが，軟弱である。

カマド

カマドは北東壁やや東よりに位置している。両袖は少量の山砂に粘質の褐色土を主体として

構築されていた。右袖は幅 20cm，高さ 30cm，壁より 40cm，左袖は幅 28cm，高さ 26cm，

壁より 47cm遺存していた。煙道部の壁への掘り込みは，幅 38cm，壁外へ 16cm，掘り込み

角度は 55。を測る。火床部分はやや床面を掘り込んでいたが，焼土は認められなかった。また周

溝の一部が両袖下に達し，両袖はこれを埋めもどして構築されている。遺物の出土は少量であっ

た。

062号住居跡出土土器数量表 063号住居跡出土土器数量表

器形|部分|須恵|土師|小計 11器形|部分|須恵|土師|小計

杯|口縁部 1 5 1 5 1 10 11 杯|口縁部 1 1 1 - 1 1 11杯蓋|口縁部 1 1 1 - 1 1 1 

同リ;|;1ML;117|リ|小計 7I 9 I ~~ 
底部 1 - 1 3 1 3 11 1底 部 1 - 1 2 1 2 

小計I12 
計
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062・063号住居跡土層説明

1. 黒褐色土層 ローム粒多量。焼土粒少量。

2. 暗褐色土層 ローム粒少量。
。 4M 

3. 黒褐色土層 ローム粒・焼土粒少量。

4. 黒褐色土層 ローム粒多量。

5. 暗褐色土層 ローム粒多量。

6. 明褐色土層 ローム粒少量。

。 1M 

062号住居跡カマド土層説明

1. 黒褐色土層 山砂少量。

2. 黄褐色土層 ソフトローム・ハード

ロームブロック多量。

3. 暗褐色土層 黄色の山砂を含む。

4. 暗褐色土層 火を受けた山砂・ブロ

ツクを含む。

5. 黒褐色土層 山砂少量。炭化物状の

ブロックを含む。

2・.10 6. 暗褐色土層 黄色の山砂ブロック・

炭化物を混入する。

第157図 062 ・ 063号住居跡・ 062号住居跡カマド (Yso ・ ~o)
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第158図 062号住居跡出土遺物(~・)1)

a
n
y
 

q
J
 

q
，u
 



062号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 主干、 11. 7cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒少量。 体部に粘土

3.7cm 2/3 底部回転糸切り。 普。 接合痕。器

1 6.8cm 2/3 内面ナデ。 黄褐色。 面磨滅。ロ

クロ水挽き

成形，(?)。

須恵 杯 (11.0叩) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多量，砂粒少 ロクロ水挽

2 4.2cm 1/3 底部回転へラケズリ。 量。普。 き成形(右)0I 

7.0叩 1/1 内面ナデ。 青灰色。

土師 珂Z 14.0cm 1/1 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多量，砂粒少

3 4.2cm 1/1 底部へラ切リ離し後へラケズリ。 量。良。

7.0cm 1/1 内面ナデ。 黄褐色。

須恵 杯 体部ナデ。底部へラ切り離し後 スコリア・砂粒少量。

4 ( 3.0ω) 1/4 へラケズリ。 良。

7.0叩 1/2 青灰色。

土師 河Z 体部ナデ。底部へラケズリ。 スコリアやや多い。 内底に墨書。

5 ( 1.0cm) 少 内面ナデ。 良。

5.8cm 1/1 茶褐色。

須恵 聾 (24.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部上半タタ スコリア多量，砂粒少

6 (11.5αn) 少 キ目。 量。普。

下半へラケズリ。 青灰色。

土師 要 22.4cm完形 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリアやや多く，砂

7 28.5cm リ。 粒・雲母少量。良。

4.9cm 内面ナデ。 黄褐色。

土師 饗 (28.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部タタキ目。 スコリア・砂粒少量。

8 (10.0cm) 少 内面ナデ。 良。

黒褐色。

土師質 聾 体部上半へラケズリ後ナデ。下 スコリア・砂粒少量。

9 須恵 (10.5cm) 1/5 半へラケズリ。 良。

(14.0cm) 1/5 内面ナデ。 黒褐色。

土師 要 体部~底部へラケズリ。 雲母多く含む。 一部二次焼

10 ( 6.0cm) 1/4 内面ナデ。 普。 成を受ける

6.6ロn 1/1 暗褐色。

11 万 子 身部の一部のみ残存。身幅0.9cm，棟幅0.2αno

12 万 子 身の先端のみ残存。身幅0.65cm，棟幅0.2cm。
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063号住居跡カマド土層説明

1. 黒褐色土層 火を受けた山砂ブロックを含む。

2. 赤褐色土層 火を受けた山砂ブロックを含む。

3. 暗褐色土層 火を受けた山砂ブロックを含む。

第159図 063号住居跡カマド(Y40)
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第160図 063号住居跡出土遺物(Y4・ Y2)
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063号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須 恵 t干、 12.0cm完形 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリアやや多く，砂

1 3.7cm 底部ナデ。 粒少量。普。

6.4cm 内面ナデ。 灰白色。

土師 重 (16.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒・雲母

2 ( 4.5cm) 少 少量。普。

内面ナデ。 黒褐色。

土師 饗 (20.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。 スコリアやや多く，砂

3 ( 4.5cm) 少 粒・雲母少量。普。

褐色。

土師 甑 23.0cm 3/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリアやや多く，砂 頚部に貼付

4 
19.7cm 1/3 リ後ナデ。端部面取り。 粒少量。良。 け突起2個。

(10.8cm) 1/3 内面ナデ。 褐色。 外面に一部

黒班。

5 鉄 釘 頭部欠損。現存長5.6cm。体部厚さ0.4cmxO.4cmで断面方形を呈する。

064号住居跡(第 161・162図)

本住居跡は， 063号住居跡の西側に位置し，プランは一辺 4m程の方形と推定される。南側%

は，本住居跡が緩斜面に位置するために，検出されなかった。ロームへの掘り込みは 20cm，

主軸方向N-48'-Eを測る。

カ マド

カマドは北東壁やや東よりに位置していたと推定されるが，袖・天井部等は遺存していなかっ

た。煙道部の壁への掘り込みは，幅 72cm，壁外へ 28cm，掘り込み角度 55'を測る。火床部分

と思われる中央部には，火を受けた山砂が少量検出された。

064号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計

t不 口縁部 6 6 

底部 l 1 

窒 口縁部 2 2 

底部 。
合計

小計 。 9 
9 

月
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ローム粒少量。

焼土粒少量。

焼土主体で火を受け

た山砂を多く含む。

ローム粒多量。
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064号住居跡土層説明

黒褐色土層 ローム粒多量。

焼土粒少量。

12. 黒褐色土層

1 ) 3. 赤褐色土層、‘・・・・・・・・・ー-ー一一一一ーーーーーーーーー-

4. 黒褐色土層

。 4M  

第161図 064号住居跡(比0)

又~'

。 10CM 

。 5CM 

第162図 064号住居跡出土遺物(!r'4. Yz) 

064号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量 ・遺存度 成形 ・調整等 胎土 ・焼成・色調 備 考 |

土師 高台 9.8cm完形 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア少量。

1 付杯 4.0cm 底部ナデ。 良。

4.8cm (脚部ヨコナデ)。 褐色。

2 鉄製品 破片。鉄鍋の破片と思われる。

※そのほかに鉄片が2例(長さ2.0cm，3.0cm)出土している。榛状を呈しているが鋳が著しく原形をつかめ

ず，図示しえなかった。

-238 



065号住居跡(第 163・164図)

本住居跡は， 064号住居跡の南側に位置し，プランは一辺 3.1m程度の方形と推定される。

ロームへの掘り込みは 14cm，主軸方向N-380-Eを測る。南壁の一部は 064号住居跡と同様

に検出されなかった。周溝は幅 16cm，深さ 6cmを測り壁下に全周するものと推定される。

床面は平坦であるが，軟弱である。床面出土の遺物は少量であった。

カマド

カマドは北壁中央に位置する。遺存状況は悪く，天井部，両袖を構成する山砂等も検出され

なかった。中央煙道部の壁への掘り込みは，幅 90cm，壁外へ 42cm，掘り込み角度 730を測

る。

065号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計

士不 口縁部 5 2 7 

底部 2 4 6 

聾 口縁部 2 6 8 

底部 1 1 

小計 10 12 
AE1、三口it

22 

066号住居跡(第 165・166図)

本住居跡は，台地南側斜面造成部に構築されている。南側のほとんどが2次造成のために削

平されている。地山粘土層への掘り込みは 40cmを測る。北西壁中央部に多量の焼土が認めら

れた。この部分にカマドが位置していたと推定される。床面は軟弱で，遺物の出土は極く少量

であった。

239 -
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065号住居跡土層説明

1. 黒褐色土層 ローム粒少量。

2. 黒褐色土層 粘土ブロック少量。 。
3. 黒褐色土層 ロームブロック少量。

4M 

同同・--

065号住居跡カマド土層説明

1. 黒褐色土層 焼土・粘土ブロックを含む。

2. 暗褐色土層焼土多量。

3. 黒褐色土層 焼土ブロック多量。炭化物少量。 。 1M 

第163図 065号住居跡・カマド (Yso・Y4o)
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第164図 065号住居跡出土遺物(V4・ Y2)

065号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師質 杯 (13.0叩)1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。底 スコリア・雲母やや多 ロクロ水挽

1 須恵 4.0佃 1/4 部周辺回転へラケズリ。 く。砂粒少量。良。 き成形(右)。

( 8.0側 ) 少 内面ナデ。 暗褐色。

土師質 好、 体部ナデ。底部周辺手持ちへラ スコリアやや多く，砂

2 須恵 ( 3.0叩) 1/5 ケズリ。 粒・雲母少量。良。

( 8.0cm) 1/5 内面ナデ。 茶褐色。

須恵 高台 体部ナデ。底部ナデ(脚部ヨコ 砂粒極少量。 ロクロ水挽

3 付杯 ( 3.5ω) 1/4 ナデ)。 良。 き成形(右)。

7.0cm 1/1 内面ナデ。 青灰色。

土師 聾 15.0cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ 砂粒少量。

4 ( 5.0cm) 1/5 リ。 良。

内面ナデ。 茶褐色。

土師 聾 (22.0叩) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリアやや多く含む

5 ( 5.0叩) リ。 普。

内面ナデ。 暗茶褐色。

土師 聾 底部・周辺へラケズリ。 スコリアやや多く，砂

6 ( 2.7叩 ) 少 内面ナデ。 粒少量。良。
( 8.0cm) 1/3 茶褐色。

7 砥 石 泥岩製。両端を欠く。表面は研り減りが著しい。

aA望。，“



066号住居跡土層説明

1. 暗褐色土層粘性強い。

A・一一
2890B 

。 4M 

第165図 066号住居跡 (Yso)

反斗J¥

。 10CM 

第166図 066号住居跡出土遺物 (Y4)
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066号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土 師 杯 8.4cm 1/2 口縁部・内面横ナデ。体部~底 スコリア・砂粒少量。 内面口唇部

l 2.4cm 1/2 部へラケズリ。 普。 の一部にス

丸底 褐色。 ス付着。

土 師 (24.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリアやや多く含む。 口縁部のー

2 ( 8. Ocm) 1/3 リ。 普。 部に黒班。

内面ナデ。 黄褐色。

067 号住居跡(第 167~170 図)

本住居跡は， 066号住居跡の東側，斜面造成部に位置する。 059，066号住居跡同様に，南側

が 2次造成により削平されている。

プランは一辺 2.8~3.0 m程度の方形と推定される。地山粘質土への掘り込みは 68cm，主軸

方向N-420-Eを測る。床面は平坦で，カマド手前から中央部にかけてよく踏み固められてい

た。また東側壁と床面の一部は，本住居跡より古いピット状の遺構に粘質土で貼床，貼壁をし

て構築されていた。周溝は検出されなかった。また床面に検出されたピットは，本住居跡より

新しいものである。遺物はカマド手前にやや床面から離れた状況で，聾形土器が出土している。

この土器はカマド内から流出したものと考えられる。また東側壁よりに，床面直上で聾形土器

が出土している。

カマド

カマドは北東壁中央に位置している。両袖部分は，粘質の褐色土に山砂を混合して構築され

ている。右袖は幅 36cm，高さ 40cm，壁より 45cm，左袖幅 55cm，高さ 40cm，壁より 53

cm 遺存していた。両袖と接する壁は，壁外に1O~15cm程度，袖と同じ幅で掘り込まれてい

る。また左袖基底部の左半分は約 15cm程床面より高く掘り残されている。また両袖内側は火

を受けて赤色化していた。火床部分はやや浅いピット状を呈し，基底面には黒色土が配され，

その上面に一部焼土が認められた。これは地山の粘質土を火床として使用する事ができなかっ

たためと判断される。中央煙道部の壁への掘り込みは，幅 25cm，壁外へ 20cm，掘り込み角

度 750を測る。

067号住居跡出土土器数量表

器形 部分 須恵 土師 小計

t不 口縁部 4 4 

底部 3 1 4 

聾 口縁部 9 9 

小計 3 14 
合計

17 
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A・一一

ミミ
067号住居跡土層説明

1. 褐色土層

2. 黒褐色土層

3. 黒褐色土層

4. 灰白色土層 灰白色粘土の貼床。

5. 白色粘土層

6. 灰褐色土層 灰白色粘土含む。

7. 暗褐色土層

8. 黒色土層 黄褐色の山砂含む。

。

第167図 067号住居跡(Yso)

244一
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067号住居跡カマド土層説明

1. 褐色の粘土。

2. 褐色の粘土に炭化物を含む。

3. 暗灰褐色土層。粘質強い。

4. 黒褐色土層。焼土ブロック，

粘土を含む。

5. 黒褐色土層。焼土ブロックを

含む。

6. 白色粘土。

7. 灰褐色粘土。

8. 焼土。

9. 粘質の山砂。天井部。
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第168図 067号住居跡カマド (I，，{o)
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第169図 067号住居跡出土遺物(1) (~) 
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第170 第170図 067号住居跡出土遺物(II)(Y4. Y:i) 

067号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師質 I不 14.0cm完形 口縁部ヨコナデ。体部上半ナデ。 砂粒多く，スコリアや ロクロ水挽

1 須恵、 3.8cm 下半ナデ後へラケズリ。底部ナ や多い。普。 き成形(左)。

6.9cm デ。内面ナデ。 黒褐色。

須恵 士不 (14.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部上半ナデ。 スコリア・砂粒少量。 二次焼成に

2 
4.6cm 1/3 下半ナデ後へラケズリ。底部へ 主目立。 より変色。

8.0cm 1/1 ラケズリ。内面ナデ。 灰白色。 ロクロ水挽

き成形(右)0I 

土師 河、 (14.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリアやや多く含む。 内外面とも

3 ( 4.3cm) 1/4 リ。 普。普。 磨滅が著し

内面ナデ。 黄褐色。 し〉。

土師質 上不 (14.0cm) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部~底部へ スコリア・砂粒を多く，

4 須恵 5.8cm 1/4 ラケズリ。 雲母少量。普。普。

( 6.0cm) 少 内面ナデ。 黒褐色。

土師 護 23.2cm 1/1 口縁部ヨコナデ。体部へラミガ スコリアやや多く含む。 外面一部に

5 (21. 8cm) 1/2 キ。 良。 黒班。

内面へラナデ。 褐色。

土師 斐 21.2cm 2/3 口縁部ヨコナデ。体部上半へラ 砂粒多量，スコリアや

6 31. 9cm 1/1 ケズリ後ナデ。下半へラケズリ。 や多く含む。普。

( 7.3cm) 少 内面へラナデ。 暗褐色。

土師 斐 (21. Ocm) 1/4 日縁部ヨコナデ。体部上半タタ スコリア多く含む。

7 
32.0cm 1/2 キ日後一部ナデ。下半タタキ目 主目也。

(12.0cm) 少 後一部へラケズリ。底部・周辺 暗褐色。

ヘラケズリ。内面ナデ。

紡錘車 粘板岩製。下径4.0cm，上径2.6cm，厚さ 1cm，孔O.7cmでやや偏平を呈する。全面に
8 

製作時の擦痕が認められる。現重量25.9g。
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068号住居跡(第 172・173図)

本住居跡は，台地西側緩斜面に位置している。東壁の一部とカマド部分のみ検出された。ロー

ムへの掘り込み 5~7cm を測る。遺物はほとんど出土していない。周溝，ピットも検出されな

かった。カマドと思われる落ち込みが北壁の一部に検出されたが，そのほとんどが破壊されて

いた。

069号住居跡(第 171図)

本住居跡は， 035号住居跡の南西側，台地西南緩斜面に位置する。東壁と北壁の一部と，カマ

ド部が検出された。周溝は幅 16cm，深さ 4~5cm で一部確認された。

カマドと思われる落ち込みが北壁に認められたが，焼土，山砂等は検出されなかった。床面

は軟弱で明確にし得ず，ピットも検出されていない。
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069号住居跡土層説明

1. 黒褐色土層 焼土粒，焼土フ守ロック少量。

2. 明褐色土層 ソフトロームを主体とする。暗褐色土少量。

。 4M  

第171図 069号住居跡(泊。)

070号住居跡(第 174・175図)

本住居跡は， 042号住居跡の南側，台地緩斜面に位置している。北壁部分とカマドの痕跡が検

出された。ロームへの掘り込みは 18cmを測る。北壁全体は，後世の撹乱もあり明確にできな

かった。床面は軟弱でト明確に検出されなかった。
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068号住居跡土層説明

1. 黒褐色土層 焼土ブロック，焼土粒少量。

2. 明褐色土層 ロームプロック少量。
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第172図 068号住居跡(Yso)
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第173図 068号住居跡出土遺物(Y4)

068号住居跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 好、 (16.0叩)1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒少

1 ( 3.8叩) 内面口唇部へラミガキ。 量。良。

茶褐色。

土師 護 (24.0cm) 少 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリアやや多く，砂

2 ( 6.6cm) 少 内面ナデ。 粒少量。普。

灰白色。

土師 要 体部へラケズリ。底部ナデ。 スコリアやや多く，砂

3 ( 2.8cm) 少 内面ナデ。 粒少量。普。

14.0cm 1/2 茶褐色。
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070号住居跡カマド土層説明

1. 暗褐色土層 焼土粒，焼土ブロック多量。

2. 明褐色土層 焼土粒少量。

3. 黒褐色土層 山砂多量。焼土プロック少量。

3・

070号住居跡土層説明

1. 明褐色土層焼土粒少量。

2. 暗褐色土層焼土粒少量。

3. 黒褐色土層 炭化物少量。焼土粒多量。

' tM 

第174図 070号住居跡(泊)

¥二土ブグ

第175図 070号住居跡出土遺物(比)

070号住居跡出土遺物

。
ー・CM

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師質 杯 (14.0an) 1/4 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリアやや多く，砂

1 須恵 ( 4.5an) 1/4 内面ナデ。 粧少量。良。

黒褐色。

土師 杯 体部ナデ。底部回転糸切リ。 スコリアやや多く，砂 ロクロ水挽

2 ( 2.5叩)少 内面ナデ。 粒少量。良。 き成形(? )。

5.4叩 1/1 暗褐色。

土師質 甑 体部上半ナデ。下半へラケズリ。 スコリア多く含む。

3 須恵 (13.0叩)1/4 端部面取り。 良。

(14.0cm) 1/4 内面ナデ。 茶褐色。
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4 .土塘・溝の調査(第 176図)

土域

本遺構は，台地西端部に位置し，径 2.6m，深さ1.6mを測る円錐形の土壌である。覆土は

ソフトローム，ハードロームフ命ロック等を含み，台地中央部側から土砂が流入した状況が観察

された。底面には径 40cm，深さ 20cm程の小ピットが検出された。遺物は覆土中に少量の土

器片が出土したのみである。性格は不明で、ある。

土壌土層説明

l.暗褐色土層

2.黒褐色土層

3.茶褐色土層

4.暗褐色土層

第176図 001土壌 (~o)

ソフトローム多量。ローム少量。

ソフトローム少量。

ローム粒少量。

ローム粒少量。

-250-
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5.茶褐色土層

6.黒褐色土層

7 .黄褐色土層

8.黄褐色土層

.M 

ローム粒多量。

ロームブロック少量。

ロームブロック主体。



溝状遺構(第 3図)

本遺構は，調査対象区の台地東側に規則的に東西南北に走る幅 80~lOO cm，深さ 25cmの

溝状遺構である。本遺構により幅 20m程の方形区画が形成されている。またこの溝状遺構に

より，あたかも台地が東西の 2地区に分割されたごとし本遺構のまわりに住居跡はほとんど

認められない。しかし古くからこの台地で畑作を行っていた人によると，この溝状遺構とほぼ

同じ場所に畦道が位置していたとの事であり，畑作等に伴う根切り溝の可能性もあるだろう。

遺物の出土は極く少量であった。
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5.斜面造成部の調査(第 177図)

発掘調査前の伐採作業後，台地中央部南測に位置する緩斜面には，人為的に平坦面を作り出

したと思われる造成状況が，幅 7"""'9m，長さ 80mにわたって観察された(図版47参照)。当

初は，谷津をはさんで西側に位置する近世の生実城跡に関連する比較的新しい時代の所産と想

定されたため，台地上から谷津部にかけて土層断面観察用のベルトを随時残して，全面表土除

去を実施した。

地山は緩斜面中段まではローム層が認められたが，下面では粘質の灰白色粘土層，あるいは

暗褐色粘土層である事が確認された。全面表土除去した段階で遺構精査を実施したところ，灰

白色粘土層に数ケ所の落ち込みが認められ，一部土器も検出された。また，造成に伴う平坦面

には小ピットをはじめ，溝状遺構も認められた。これらの落ち込みは，土層観察用のベルトを

残して発掘する事とした。この結果，斜面造成後の平坦面西側で059号住居跡，中心部で066号

住居跡，その東側に 067号住居跡の 3軒の住居跡が存在する事が判明した。なお， 059号住居跡

の西側の方形の落ち込みも一時住居跡と考えられたが，覆土の状況，遺物出土状況等から住居

跡とは判断されなかった。

これら 3軒の住居跡は，各々の南側谷津寄りが削平されていた。こうした状況から，台地斜

面下部の造成により，平坦面が作り出され，この平坦面上に住居が構築されたことが明確に判

断される。その後第2次造成が，第 1次造成の北端である斜面下部の崖際から 5"""'7mの所で

行われ， 059・067号の 2軒の住居跡の谷津より南側が削平されたと思われる。さらに第3次造

成が谷津側で実施されて， 066号住居跡の南側が削平されている。この第3次造成は，第 1次造

成と同時に行われた可能性も考えられたが， 066号住居跡がこの段階で削平されている事から，

第2次造成後の一番新しい造成と推定される。

この様に緩斜面下部の斜面造成は，三度にわたって実施されたと理解される。また第 1次造

成時に形成された台地斜面下部の崖下に，幅 60.......70cmの浅い溝状遺構が長さ 18mにわたっ

て検出された。斜面造成平坦面は，調査期間中の降雨時に台地上面から流れ込む水のためにか

なりの冠水を受け，粘質土のために水はけもきわめて悪い状況であった。こうした降水時の排

水施設として崖下に溝を配置したものと推定される。

また， 067号住居跡のカマド等から考えると，これらの住居跡は台地上の住居跡と同様にかな

り長期間使用された可能性が高く，一時的な仮小屋的性格の住居跡とは思えない。

また，平坦面の東側の落ち込みは遺物の出土も少量で性格は不明である。066号住居跡周囲の

ピット群も性格不明である。
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第177図 大道遺跡斜面造成遺構及び住居跡(Y320)
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6.谷津部の調査(第 178・179図)

発掘対象区の台地部南側に位置する谷津は，台地西北側から南に入り込み，向きを東にかえ

て，幅35"-'50mで谷奥部まで約 300mを測る。この谷津の西側半分は，一年中湧水があり湿地

となっている。この湿地部は，谷奥の標高 14.5m程の部分まで達している。

谷津部の調査対象地は，この湿地の東側の標高 15mの部分から谷最奥部に至る幅がややせば

まる部分である。当初は台地上に営まれた住居跡群に伴う水田跡等の存在が予想された。また

それとともに，谷津部に住居跡をはじめとする何らかの遺構存在の可能性も無視する事はでき

なかった。

調査はトレンチ発掘により，谷津の堆積土状況を確認しつつ，各層位毎に遺構確認作業を実

施した。トレンチは谷奥部より，谷津の方向と直交する様に幅 2mのトレンチを 20m毎に設定

した。各トレンチは人手により中央部では湧水レベルまで，両端部では地山の黄褐色砂層まで

発掘調査を実施した。

また，台地斜面造成部では， トレンチを台地上まで延長して調査を実施した。トレンチ調査

の結果，粘質の黒褐色土層が数層にわたって堆積しており，土器片等が少量出土したが，何ら

遺構は確認されなかった。湧水レベルまでの調査終了後，台地上からのエレベーションを作成

して調査を終了した。終了後は安全対策上の面からトレンチは直ちに埋めもどした。
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第178図谷津部トレンチ断面図 (Y400)
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斜面造成部土層説明 (8T) 

1. 黒褐色土層粘性強い。

2. 黒褐色土層 粘土ブロックを含む。

3. 褐色土層

4. 暗褐色土層粘性強い。

。 4M 
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大道遺跡谷トレンチ出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須恵 杯 少 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，雲母・

1 4.0cm 1/5 内面ナデ。 砂粒少量。普。

( 8.6cm) 少 暗青灰色。

土師 皿 6.2cm 1/5 口縁部~体部ナデ。 スコリア・砂粒少量含

2 2.2叩1/4 回転糸切り。 む。

5.0cm 1/1 

須恵 査? 底部回転糸切り。 スコリア・砂粒少量。

3 含む。良。

4.0cm 1/1 灰白色。

須恵、 杯 底部回転へラケズリ。 砂粒を若干含む。普。 ロクロ水挽

4 普。 き成形(右)。

10.0cm 2/3 灰白色。

須恵 壷 頚部自然紬。 スコリア少量含む。 頚部のみ遺

5 少 良。 存。

灰白色。

土師 高均二 脚部へラケズリ。 スコリアやや多く，砂 赤彩土器。

6 1/3 内面へラナデ。 粒少量。良。

赤褐色。

須恵 斐? 底部へラケズリ。 スコリア多く。砂粒や

7 や多い。良。

5.0cm 1/1 青灰色。

土師 杯 底部手持ちへラケズリ。 スコリア・雲母・砂粒 底部に墨書

8 少量含む。良。 「上万」。

6.0c澗 1/1 赤褐色。

土師 均二 底部回転糸切リ。 スコリア多量。雲母・

9 砂粒少量含む。良。

6.0cm 1/1 茶褐色。

土師 杯 底部回転糸切リ。 スコリア・砂粒少量含

10 む。普。

6.0叩 2/3 暗褐色。

須恵 台付 体部ナデ。脚部ヨコナデ。 スコリア多く，砂粒少 ロクロ水挽

11 皿 底部回転へラケズリ。 量。良。 き成形(右)。

12.0cm 1/2 青灰色。

土師 椀 1/6 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒やや多

12 内面ナデ。 く含む。良。

茶褐色。

13 砥 石 泥灰岩。両端を欠く。 4面に使用痕。表面はなめらかで平坦。

14 砥 石 泥灰岩。小形品。一端を欠く。折損面を除いて全面使用。表面平坦。

15 砥 石 疑灰岩製。一端を欠く。四面に使用痕。

16 鉄製品 1/2残存。径3.0cm，厚さ0.3cm，の円板状品。鋳のため遺存状態悪い。

17 鉄 浮 不定形。下面は灰色で小さな凹凸が著しく気孔が多い。重量22.0g。
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大道遺跡表採遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

須恵 杯 (14.伽n)1/6 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア・砂粒少量。

1 3.5cm 1/6 底部回転へラケズリ。 普。

( 8.4cm) 1/4 内面ナデ。 青灰色。

須恵 坪 体部上半ナデ。下半手持ちへラ スコリアやや多く，砂

2 ( 2.3佃) 1/4 ケズリ。底部回転糸切リ後手持 粒少量。良。

( 8.0叩)1/4 ちへラケズリ。内面ナデ。 青灰色。

土師 聾 底部へラケズリ。 スコリア・砂位少量含

3 ( 1.6cm) 少 内面ナデ。 む。良。

7.0cm 4/5 暗褐色。

土師 要 (20.0叩)1/6 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒を多く

4 ( 5.0cm) 1/6 リ後ナデ。 含む。良。

内面へラナデ。 暗褐色。

須恵 聾 口縁部ヨコナデ。 砂粒少量含む。 頭部のみ遺

5 ( 7.6cm)少 体部タタキ目。内面ナデ。 良。 存。

青灰色。

土師 聾 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂位やや多 外商一部黒

6 (21.2叩)1/5 リ。 く含む。良。 班。

6.0佃 1/1 内面へラナデ。 茶褐色。

7 鉄 鎌 先端，基端部を欠く。幅3.7叩，厚さ0.3倒。

8 砥 石 泥岩。一端を欠く。全面に使用面がみられ，特に右側面の研ぎ減りが著しい。

9 土製人形 上半身のみ残存。表裏2枚の鋳型を合わせて造り，素焼きにしたもの。

10 埴輪片

11 寛永通宝

12 寛永通宝

13 洪武通宝

14 洪武通宝
」
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7 .住居跡内貝層の調査 一動物遺存体の同定結果一

(1) サンプル採取地点と採取法

今回調査したサンプルは， 058号住居跡覆土から採取したもので，貝層の堆積時期は伴出遺物

から考えて 8世紀後半と推定される。

サンプル採取の大きさは， 20 cmx20 cmの正方形でサンプルはこの面から垂直に厚さ 5cm

ごとに水平に切ったものである。したがってサンプル l単位の大きさは約 2.000cm'である。

(2) 資料の採取法と集計法

資料はサンプルをメッシュ寸法が 9.5%， 4.0 %， 2.0 %， 1.0 %の 4種類の試験フルイを使

用して水洗し，メッシュ面上の分離物中から資料を採集した。

資料の集計は以下のような資料について行った。

①腹足綱は殻口が保存されている資料。

②二枚貝綱は蝶番部分が保存されている資料を，左殻，右殻に分類し，左右いずれか集計数

の多い殻の数値をその貝種の集計数とした。

③フジツボは小数の破片が出土したが，破片数には余り意味がないので，破片が発見された

サンプルには+印をイすした。

(3) 同定結果

今回のサンプルに出現した動物遺骸は表3に示したとおりで，腹足綱 5種類，二枚貝綱 8種

類，甲殻綱 1種類が同定された。

それぞれの出現頻度を種別とサンプル別に示すと表4のとおりである。

各種とも①~⑧のサンプルにおける出現頻度が高く，これにより下位のサンプlレでは頻度が

著しく減る傾向にある。

同定した 14種類の動物のうち出現頻度が最も多いのはイボキサゴとハマグリである。これに

ついでシオフキガイ，アサリ，マテガイの頻度が高い。

また，ウミニナ，アラムシロガイ，カガミガイが少量ずつであるが，ほとんどのサンプルか

ら出現している。フジツボ殻は上位のサンプルから出現する傾向にある。

(4)小 結

表3に示した同定結果から考えると当住居跡貝層には，イボキサゴとハマグリが最も多量に

存在し，シオフキガイ，アサリ，マテガイがこれについで多く存在するものと推定される。

今回の同定結果はこの貝層とほぼ同時期に堆積したと考えられる千葉市大金沢町のムコアラ

ク遺跡の DWll号住居跡内の貝層サンプルの同定結果とよく似る傾向にある。(千葉県文化財

センター， 1979) 

イボキサゴとハマグリが遺跡産貝殻の優占権となること，またその構成員種が内湾奥の砂底
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058号住居跡内貝層サンプルから発見した動物遺骸

Umbonium (Suchium) monilifer肌 (Lamark)

Batillaria multiformis (Lischke) 

Neveri・'ta (Glossaulax) didy伽 [RodingJ

Naticidae gen. & sp. indet 

Hiniα jestiva (Powys) 

第 3表

腹足綱

イボキサゴ

ウミニナ

ツメタ ガ イ

タマガイ科種不明

ア ラムシロ

Crαs sos trea gigas (Thunberg) 

Meretrix lusoriα[RodingJ 

Cyclina sinensis (Gmelin) 

Phacoso伽 japonicum(Reeve) 

Ruditapes philippinarum (Adams & Reeve) 

Mactrα vener仲間zis Reeve 

Hiatula diphos (Linne) 

S olen s tric tus Goula 

二枚貝綱

マ ガキ

ハマグリ

オキシジミガイ

カガミガ イ

アサリ

シオフキガ、イ

ムラサキガイ

マテガイ

節足動物

甲殻綱

フジツボ科種不明 indet. sp. & gen. Balanidae 

058号住居跡内員層サンプ/レにおける動物遺骸の出現頻度

サ h 本 ヤ 罫 ヤ 時γ 二¥ ヤ ヤ =" 「寸 ヤ 、寸 令長

ン :t ヰ司
ド← ヰそ 'R 

ヰモ ヰ司 ヰそ

プ 騨~ ロ そ¥ 111 
4ヤ ヰミ

~ヤ
o 

サ 司¥ ヤ ，)， よ干ミ う)， 111 キホ
/レ

ト 7λ ~ 
1ト

ヰト
う〉、111 決、4

番
f筏 ス

I" I¥， サ
~ 守マ I¥， 

号 ヤ {' o 持¥ ト¥ ヤ
/ 

守マ 4そ lヘ ふ ? ぺ ~ ヘ

① 544 21 2 I 64 2 3 20 9 + 

② 554 12 3 2 104 9 16 56 14 + 

③ 412 9 l 1 1 104 2 9 17 63 39 + 

④ 373 7 4 1 76 7 7 71 41 

⑤ 521 2 1 2 82 3 15 72 43 + 

⑥ 445 4 1 6 83 1 22 61 20 

⑦ 494 10 103 l 14 47 47 1 

⑧ 345 6 1 1 80 1 l I 19 31 

⑨ 169 l 2 22 l 12 6 

⑩ 57 2 l 11 1 6 1 

⑪ 16 2 6 

つムro 
つム
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に生息する有用貝種で占められていることは，千葉市の東京湾東北岸に分布する遺跡の特徴の

一つである。この特徴は縄文時代の貝塚にも認められる。

周知のように，このような貝殻構成は東京湾東北岸に生息すす自然の貝殻構成と明らかに異

なっており，採貝対象員に対する選択性は縄文時代からこの時代までほとんど変化していない

可 能性がある。(小宮孟)

文献

「千葉東南部ニュータウン 8 ムコアラク遺跡J378 pp， 215 pls.千葉県文化財センター

1979 

。Jpo 
nJμ 



v.生実城跡の発掘調査

1.略史

室町幕府は地方の管理機構として，政治・軍事・裁判等を行う鎌倉府，奥州・羽小卜|・中国・

九州各探題を設置した。この中でも鎌倉府は，関東地方を管轄する重要な役割りを果たした。

将軍尊氏は，二男基氏を鎌倉公方，補佐役の管領に上杉氏を任命し関東の統治を行った。

しかし，各地の守護・国人は，荘園の年貢を請負う「守護請」や年貢の一部を兵糠米として

徴収する「半済」によって荘園を侵略しはじめ，数ヶ国にわたる領地を持つ守護大名へと成長

し，中央からの独立化を急速に強めていった。関東では基氏より三代後の公方足利持氏の時代

に，持氏との不和から管領職を辞した犬懸上杉禅秀と新たな管領山内上杉憲基・公方持氏との

対立から，応永 23年 (1416年)上杉禅秀の乱がおこった。幕府の支援を受けた公方側は乱をお

さめ，禅秀は自害し将軍の弟義嗣も幽閉された。この後反幕府の態度を示した持氏は，永享 10

年(1438年)永享の乱により自害するに至り，鎌倉府も滅亡した。翌年下総の結城氏朝は，鎌

倉公方を滅した幕府に対し，持氏の子安王丸・春王丸を擁し挙兵した。幕府はこうした鎌倉公

方を重んじる関東諸将を治めるために，持氏の末子寿王丸(成氏)を公方に任じた。成氏は父

持氏を滅した管領上杉氏と対立し，享徳3年 (1454年)ときの管領山内上杉憲忠を減した。こ

のため幕府の追討をうけた成氏は，康正元年(1455年)下総の古河に移り，古河公方を称し

た。こうした状況の中で関東の豪族は，管領上杉氏と公方成氏の二派に分裂し対立を深めた。

同年下総国では，成氏側の馬加康胤は原胤房とともに，上杉方の千葉介胤直・胤宣父子を滅ぼ

し，康胤自らが千葉宗家の主となった。これに対して上杉側は，胤直の弟胤賢の子である実胤・

自胤を市川城に配し対抗したが，成氏により武蔵国へ追放された。このように関東では古河公

方の勢力が，上杉氏側に対して優勢になってきた。将軍義政は，長禄元年 (1457年)反幕府勢

力である古河公方追討のため，弟政知を関東に向けた。政知は伊豆の堀越(静岡市韮山町)に

居をかまえ堀越公方を称するに至る。一方，中央においては，応仁元年 (1467年)将軍家の後

継問題から応仁の乱がおこり，戦乱は全国へ波及した。文明三年 (1471年)成氏は千葉氏等の

諸将を向けて堀越公方を倒そうと企てたが，上杉軍に敗れ古河城さらに千葉孝胤のもとへのが

れた。

文明 10年(1478年)には公方成氏と上杉氏の和睦が成立したが，千葉孝胤は孤立し扇谷上杉

氏の太田道濯と対立するに至った。この時道濯は市川城に入り，白井城にたてこもる孝胤を攻

めた。孝胤は戦いに敗れ一時将門山に逃がれたが後に白井城を奪回している。延徳、3年 (1491

年)堀越公方政知は死去し，扇谷上杉氏と山内上杉氏が対立し内紛が続いた。こうした伊豆で
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の混乱の中で興国寺城の城主伊勢新九郎(北条早雲)は，政知を継いだ茶々丸を殺害し，伊豆

を平定し韮山へ移った。さらに明応4年 (1495年)には扇谷上杉氏の大森藤頼の相模小田原城

を攻略した。さらには東相模の三浦氏を攻め関東進出の足場をかためていった。

永正6年(1509年)古河公方政氏(成氏の子)は隠居し，嫡子高基が公方に就任した。翌年

鎌倉の八正寺にいた政氏の次男である空然が還俗して義明と称した。当時上総・下総の国境で

ある養老川流域に勢力をふるった下総小弓城の原胤隆と，上総の山地部を支配していた真里谷

武田信保の聞で，所領問題から対立関係が生じていた。原氏は下総佐倉の千葉氏の重臣であり，

小弓城を居城とし，上総の山地部への進出をはかっていた。原氏は胤隆の時代には，千葉氏と

北条氏の支援を受け，武田氏に対して優位を保っていた。武田氏は流浪中の足利義明の権威を

利用し，原氏に対抗する事をはかった。永正 13年 (1516年)房総に入った義明は，上総の八幡

(市原市)に館をかまえ，諸将を掌握し勢力を強めた。翌年義明は，原胤隆の小弓城，上総三

上城を攻略し，小弓城を居城と定めた。義明は房総の諸将を従え，小弓公方，小弓上様と呼ば

れ勢力を強めていった。

一方安房の里見実尭は義明側に，下総の千葉氏・原氏は相模小田原の北条氏綱側に属し，上

総侵略をはかるべく両者は対立を深めていった。上総圏内には武田氏のほかに土気城・東金城

の酒井氏，万喜城の土岐氏があったが，それぞれ上総・下総の国境という立地から，周辺勢力

との関係は複雑な様相を示していた。

天文6年 (1537年)に至り，上総の真里谷武田信隆と弟の信応が家督問題から対立すると，

信隆は北条氏に，信応は小弓御所義明に支援を求め，ついに北条氏と小弓の対立が表面化して

きた。こうした状況の中で，房総の将は義明によって統率されていった。一方古河公方家は，

関東の盟主としての地位を保つため北条氏綱に義明追討を要請した。こうして関東制覇をかけ

た古河公方を擁立する北条氏と，里見氏ら房総諸将をひきいる義明との戦いがはじまる。これ

が天文7年 (1538年)の第一次国府台合戦であった。この戦いで小弓御所義明とその子義純，

弟の基頼が討死にし，北条方の勝利に終った。この合戦後，元小弓城主原孫二郎胤清は，小弓

に帰住し，天文 7年 (1538年)に小弓城の北方1.5kmの北生実に，生実城(北小弓城)を築

城し本拠を移した。また合戦後の房総の勢力図は，里見氏・土岐氏を除いて大方が北条氏側に

ついてしまった。しかし決定的な打撃を受けなかった里見氏は，天文 12年 (1543年)から上総

真里谷武田家の内紛問題に介入する事となった。里見氏は中尾城(木更津市)・大多喜城を攻め

て武田内紛を終結させた。これにより北条色の強い上総圏内に里見勢力が除々に浸透する契機

がうまれた。天文 23年 (1544年)，北条氏康は関東進出を企てる上杉謙信に備えるため，甲斐

の武田信玄と同盟を結ぶに至った。こうした中で氏康は，上総への侵略をはじめ久留里城の里

見義莞を攻撃した。こうして数度にわたる北条方の攻撃のため，里見氏は房総に封じられ北条

方の関東での基盤づくりが進行していった。一方越後の上杉謙信は，関東管領上杉憲政を奉じ，
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里見氏をはじめとする関東の諸豪を味方にし北条氏討伐を図っていた。

永禄7年 (1564年)里見義弘は北上して国府台に障をかまえた。当初里見側は謙信の南下と

合わせた北条氏討伐を計画していた。しかし，北条氏側のいち早い出兵により計画変更を余儀

無くされた。こうして北条氏と里見・太田両氏との聞で第2次国府台合戦がはじまった。

合戦は当初里見方が優勢であったが，北条氏側の勝利に終っている。この戦いで千葉・原両

氏は北条旗下に属していたが，隣接する里見氏の勢力が大きな脅威であったために中立的な立

場をとろうとしていた。このため両氏ともに主力軍はこの合戦に参戦していない。

この合戦の結果，房総は小田原北条氏康の勢力下に帰したが，天正 17年(1589年)豊臣秀吉

により小田原城は陥落した。これによって北条氏側の諸城は，生実城(北小弓城)を含め悉く

落城し，遂に関東は徳川氏の領有するところとなった。その後江戸時代に入札寛永4年(1627

年)森川出羽守重俊が生実藩5千石の領主として移封され，生実域内の字旧邸に陣屋をかまえ

た。

2 .生実城(北小弓城)の概要(第 182・183図)

今回調査した生実城は，千葉市街から南東へ約 6km，その前身である小弓城の北約1.5km
おゆみ

に位置する。域名の生実の古称は「小弓」で元禄時代まで用いられていた。城跡は，東京湾を

第182図生実城跡概念図
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25・M
第183図 生実城周辺地形図<Ys.o回)
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のぞむ標高 20""'23m程の下総台地西端に位置する。その北と南には赤井谷津の支谷を配し，西

側は断崖，東側は生実台地を北東から廻る谷津で固まれ，自然地形を利用した平山城である。

生実城は現在大手の一部と生実神社裏の空堀，土塁を一部残すのみで，全体の形状を把握す

るのは難しい。

城郭は字本城，字旧邸，字宮脇，字番後台の地域であったと推定される。本域は面積約 27，000

m2で，空堀で三郭に分割されている。本丸跡は西北端に位置していたと推定される。この本丸

部は面積約 15，000m'で、空堀りにより 3つの郭に分割されていたと伝えられている。この東側に

一段低い本丸部を取り囲む帯郭が位置し，その西端に給水地の井戸郭があったといわれる。本

丸の南には土橋で結ぼれた郭がある。

旧邸は本城の東側に位置し，本城との聞には幅広い堀が位置する。字旧邸は森川氏の陣屋が

所在していたことから呼称されたものである。この部分は南北二つの郭に分割されており，土

橋で結ぼれていた。陣屋が所在した南の郭の北から東側に土塁と空堀りの一部が残っている。

生実神社東側隣接地には，字宮脇，字番後台の郭があり，的場等の施設があったと推定される。

番後台の南端は，赤井谷津の支谷と生実台地を北東から廻ってくる谷津の先端で大手口を形成

している。現在の道を挟んで左右に土塁と空堀りが遺存していた。

字町並は城郭の南側で面積 10万m'の広い台地である。ここは森川氏時代のいわゆる城下町の

中心であった。

城外の防塁には，北西の弁天池を挟んで相崎台の相崎砦があった。現在は生実学校，千葉工

業高等学校の敷地であり旧状は不明である。この砦は標高 19mで西側が断崖をなし，南北には

谷津が入り，東側は舌状台地が続く。砦はその端部に位置していたと推定される。

また，現在の生実保育所がある一帯は，昔は長岡山(長山)とよばれた所で，ここに土塁を

廻らしたー画が所在したといわれる。柏崎砦と相対するように，ここに峠台の長山砦が配置さ

れたと推定される。

また，字木戸口には，城の入り口にあたる木戸口跡がある。道の反対側には弁天池があり，

ここより上り坂となり城跡の方へ向っている。

3.小弓城の概要

小弓城は千葉市街の南約 7km，千葉市と市原市の境を流れる村田川河口の水田を臨む標高

20""'30 mの舌状台地に位置する。東方には村田川沖積地を隔てて， I国造本記Jに記された菊間
おおど

国造の墓地と推定される菊間古墳群が位置する。また東側は濯瓶用の大百池に接し，北方には

染谷，西から北へは門前谷がこの台地を取り囲んでいる。城域は南生実町字古城，字森台，字

松原，字東堀，字台にまたがる平山城である。

内城は古城・要害台と呼ばれ本城跡の中心部であり，面積約 20，000ばにおよぶ。内城は空堀
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りによって東西二つの郭に分割されている。西の郭は本丸跡であり，西側は土塁の一部が残存

している。東側は空堀りにより更に二郭に、分割され，北側は空堀りにより外城の森台に面する。

この空堀りは深さ 3m程度，幅 15mで本丸北側に土塁が築かれていたと推定される。東の郭は

東側に土塁が残存し，ここに櫓が設置されていたと推定されている。

外城は中城の南東から北西に連なる台地部で，字松原，字森台とよばれる。字松原は面積23.

000m'を測り，的場跡と考えられる。南側の傾斜はゆるやかで東堀に面し，東側から北側は大百

池に面する断崖であり，西側は森台に接する。

森台は内城の北に位置し，面積は 5万討を測る。北側は絶壁で染谷に面する。北西の中原に

面じては土塁が築かれ，空堀りが設けられている。西端の台の下に虎口があり，空堀には土橋

が設けられていた。西側は字台に接し一つの郭と考えられる。字中原は面積6.000m'の台地で，

台地基部に木戸を構えた大手郭と推定されている。

4 .発掘調査の成果(第 184--""'186図)

今回実施した生実城跡の調査は，大手口跡の北側空堀り部分を対象とした。この部分は生実

台地を北東から廻る谷津の西側傾斜面を削り，断崖にして空堀りとして機能させたと推定され

る。そのためこの傾斜面部分の発掘調査を実施し，当時の空堀り造成時の状況を確認する事を

目的とした。発掘調査は，斜面にA--.....Fまでの 6本のトレンチを設定して行い，空堀り部分ま

での状況を観察した。しかしこの斜面全体は，後世の撹乱が激しく，斜面造成等は明確に確認

されなかった。 A--.....Cトレンチの斜面部で一部溝状遺構が検出されたが，空堀り造成に関連す

るものかどうかは不明である。また， Eトレンチで性格不明の落ち込みが確認された。出土し

た遺物は少量で，西側台地からの流れ込みと判断される。調査はトレンチによる確認調査で全

調査を終了した。
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3. 黒褐色土層焼土・炭化物含む。
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第186図 生実城跡トレンチ出土遺物 (Y4・Yz)

生実城跡出土遺物

番号 種類 器形 法量・遺存度 成形・調整等 胎土・焼成・色調 備 考

土師 杯 (16.0cm) 1/3 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒を少量 内外面赤彩。

1 ( 4.9cm) 1/3 リ後ナデ。 含む。良。

内面ナデ。 赤褐色。

土師 可、 (15.0cm) 1/6 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒を少量 内外面赤彩。

2 ( 3.2cm) 少 リ後ナデ。 含む。良。

内面ナデ。 赤褐色

土師 士甘 8.4cm 1/2 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・砂粒を少量 一部二次焼|

3 5.8cm 1/2 リ後ナデ。 含む。良。 成をうける。 l

2.8cm 1/1 内面ナデ。 褐色。

土師 高台 (14.0cm) 1/5 口縁部ヨコナデ。体部ナデ。 スコリア多く，砂粒・

4 付杯 3.4cm 1/5 脚部ヨコナデ。 雲母少量含む。良。

( 6.8cm) 1/3 内面ナデ。 茶褐色

土師 斐 (20.2cm) 少 口縁部ヨコナデ。体部へラケズ スコリア・雲母・砂粒

5 ( 6.0cm) 少 リ。 少量含む。良。

内面へラナデ。 黒褐色。

土師 聾 底部へラケズリ。 スコリア・雲母・砂粒

6 ( 3.0cm) 少 内面ヘラナデ。 少量含む。良。

( 5.0cm) 1/2 黒褐色。

土師 聾 (14.0cm) 1/8 口縁部ヨコナデ。 スコリア・砂粒少量。 外面一部黒 i

7 ( 2.5cm) 少 内面へラナデ。 良。 班。

茶褐色。

土師 窪 底部へラケズリ。 スコリアやや多く，砂

8 ( 2.5cm) 少 内面ナデ。 粒少量。良。

( 8.0cm) 1/2 黄褐色。

9 土 玉
径3.2cm，高さ2.6cm，孔径(上)O. 9cm・(下)O.6cm。上から下へ孔をあけ下孔周囲整

形(若干の指頭痕あり)されている。全体に赤彩を施す。現重量25.3g 0 
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VI.結 五口
↓一一一口

大道遺跡は先土器時代から歴史時代におよぶ複合遺跡である。今回の調査は遺跡の全面を調

査したわけではなし遺跡の範囲として想定される面積のうちの約半分で，遺跡の中央部は国

鉄外房線によるカッティングによってすでに消失しており，調査区域外にも多数の遺構・遺物

(先土器時代のユニット，住居跡等)が存在していると思われる。しかし，出土した遺構・遺

物を観察することにより本遺跡の概要を把握するのには十分な資料を得たと考えられ，以下，

本遺跡の調査の成果を概観していきたし当。

1.先土器時代

本地域(千葉市の南部・樹支状に入りくんだ谷津に面する台地)の先土器時代の遺跡の分布

密度は現在のところそう高くはなし当。これは先土器時代の発掘調査例が少ないことによると思

われ，今後調査例の増加とともに遺跡の数もふえていくものと考えれる。千葉県の本地域以外

では，印描沼沿岸域およびこれに流入する支流域での先土器時代の遺跡の分布密度が高い。特

に千葉ニュータウン計画域内，成田市三里塚周辺では多くのユニットが検出されている。

本地域周辺の遺跡について概観してみると，誉回コロニー内遺跡，隣接する千葉東南部

ニュータウン計画内，千葉市・市原市市境にある千原台ニュータウン計画内で先土器時代調査

が実施されている。しかし，これらの遺跡はほとんどが整理中もしくは調査中であり，報告な

されたものとしては，小金沢貝塚 (i千葉東南部ニュータウンlOJ)，六通金山遺跡 (i千葉東南

部ニュータウン llJ)，があげられる。このうち本遺跡と同ーの文化層をもつものとしては六通

金山遺跡の第VII層があげられる。

本遺跡では遺物総数約 350点，石器集中地点(ユニット) 3ケ所(内 1ユニットは 3群に細

分)が検出された。本遺跡の特徴としては，第四層から遺物が出土し，ユニットが確認された

ことである。これらの出土遺物として特徴的なことは，定型的な石器がほとんどなしその大

部分が縦長不整剥片・横長不整剥片・砕片であり，その剥片の砕片も一部に自然面を残してい

るものが多い。石核(残核)からみても，石核の表面に斉一性(規則性)のない剥片を剥離し

た痕跡(剥離面)が多数残されていて，素材剥片を得るための整った形の剥離面がほとんどみ

あたらなし〉。また接合資料からみても，原醸からの剥片剥離技術が推定されるものはなく，残

核と剥片(1~2 点)の接合・剥片どうしの接合がみられるだけである。以上のことから，本

遺跡で検出されたユニットは原石に比較的小形の陳を用い，剥片剥離にある程度の規則性が認

められるものがあるものの，一定の素材剥片を製作する剥片剥離技術を持たずに，その大部分

において任意性の強い剥離を行いその中から良好な剥片を選び，鋭利な部分をそのままスクレ
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イパー的用途(使用痕のある剥片)に利用したり，簡単な調整を施し刃部を突出したりして，

石器製作に供していたと思われる。

次に，本遺跡、の編年的位置づけについてふれてみたい。武蔵野台地の資料をもとに小田静夫・

C. T. Keallyは4つの Phase(文化期)に分類しており(註 1)，さらに赤津威・小田静夫・

山中一郎により各 Phase(文化期)の石器組成等がまとめられている(註 2)。下総台地の編年

はこれに対比させる形で鈴木道之助により示されている(註3)。本遺跡は第四層から遺物が出

土しており， 3ユニットとも Phase1期に相当する時期といえよう。また住居跡覆土中より出

土した尖頭器(ポイント)は， Phase 11 b or 1II， VI期に相当する時期と思われる。

Phase 1期

下総台地において近年検出例が増加しつつある。この I期の石器の特徴としては各種石核石

器(斧形石器・醗器・チョッパ一等)と，より貧弱な剥片石器類(ノッチ類等)があげられて

いる(前出註 2)。本遺跡では加工痕のある剥片(ノッチ類等)・刃こぼれ状の使用痕のある剥

片(スクレイパー的用途に供したのものか?)・敵打器等が出土しているが，石器製作技術は未

熟であり不整形な剥片・砕片が卓越している。

Phase nb • III. IV期

この時期に相当する遺物は Primaryな層から検出されたものでなく，住居跡覆土中から出土

したものであり明確ではないが，小形の尖頭器(第 22図2一片面調整尖頭器 第 22図3一両

面調整尖頭器)は PhaseI1bないしは凹期に相当する時期，大形の尖頭器(第 22図 1)は Phase

IV期(あるいは縄文時代草創期)に相当する時期と思われる。

次に以上のように編年的に Phase 1期として位置づけられた各ユニットについてふれてみ

たい。ユニットに対する人間集団の行動ノfターンは野川遺跡(註 4)で分析されて以来，人間

の行動に対する復元が試みられ各ユニット型の設定がなされている。また砂川遺跡においては

個体別資料・接合資料を通じて三タイプの行動の類型化を行っている(註 5)。一方，下総台地

においては古内 茂により野川遺跡の分類を参考にした分類がある(註 6)。以上，これらの分

類を参考に各ユニットについてまとめていきたい。

第 lユニット

本ユニットは，遺物の平面分布が長径 30m，短径 10mの広がりをもっていて，分布状態に

より 3群に分けた。この 3群は同一層位で検出されており，異群間では接合が認められなかっ

たものの，同一母岩から剥離されたと思われるものが各群の中に認められるので同時に存在し

たものとして捉えられよう。

石材別にみると玄武岩が 27%，安山岩 20%，チャート 15%，頁岩 13%，珪質頁岩 10%を占

めている。以下，石材別に検討してみることにする。

玄武岩 石核が 1群に 3個体出土しているが，母岩は少なくとも 4つは存在していると思わ
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れる。これには，石核と質を同じにする剥片が少なしむしろ石核と質を異にする剥片がみう

けられるからである。また，これらの剥片の中には第 2・3ユニットと質を同じくするものが

ある。このことから，石核が存在することにより剥片剥離過程が完了したものと，剥片剥離作

業が行なわれたのちに石核を他ユニット (or他遺跡)に持ち去ったと思われるものがある。

安山岩 剥片・砕片は第凹群に多く存在するが，石核は第 l群のみに認められる。母岩は 2・

3個体あったと推定され. 1ユニット内のなかで広範囲に剥片剥離作業が行われ，そしてここ

で完了したことを示している。

頁岩 接合資料 2例と他の剥片・砕片とは質を異にしている。接合資料の 1例(第 16図-10)

は剥離過程の最終段階を示し，作出された剥片はユニット外に搬出したものと考えられる。ま

た，他の l例(第 17図-11)は初期的な剥片剥離作業を示している。

珪質頁岩 第II群から多く出土しているが，自然面を有するものは少なく剥片剥離の過程中

を示している。

チャート 剥片・砕片のみで剥片剥離の過程中を示している。ただし，石刃・使用痕のある

剥片は他に同質の剥片・砕片がみあたらず，他ユニットからの搬入品として捉えられる。

その他メノウ・黒曜石・砂岩は出土数が少なく，他ユニット (or他遺跡)から剥片のまま持

ち込んだものとして捉えられる。

第2ユニッ卜

本ユニットは総数 11点と貧弱で，そのうち玄武岩が 7点を含め，この玄武岩も第 1ユニッ

ト，第 3ユニットの玄武岩と質感を同じくするものがあり，同一母岩から剥離されたものと思

われる。このため双方のユニットに付随する小ユニットとしてとらえられる。

第3ユニット

本ユニットは総数 68点である。石核は 2個体(安山岩・珪質頁岩)が存在するが，多量に出

土しているのは玄武岩で，約 50%を占めている。

玄武岩は自然面を残すものが多く，剥片剥離過程の初期を示している。また，これらの玄武

岩のほとんどは同質であり，同一母岩から剥離されたと考えられる。そしてこの同一母岩から

剥離された剥片と推定されたものが，第 1ユニット・第 2ユニットからも出土している。この

ことから，本ユニットで初期的な剥片剥離作業を行ったのち，第 Iユニット・第IIユニットに

母岩を持ち込み，さらに剥片剥離作業を行ったものと推定される。

同様に，珪質頁岩・チャート類も母岩が第 Iユニットと共通なものがあると思われる。しか

し，本ユニットの安山岩のみが第 1ユニットのそれとは質を異にしている。

以上のように各ユニットについてまとめてみた結果，各ユニット聞に共通の母岩が認められ

ることから，これらのユニットは同時存在を示していると考えられ，一つのセトルメント・ユ

ニットとして把握できょう。そして，このセトルメント・ユニットは，調査区域外にもユニツ
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トが存在するのではないかと思われ，このことを考えあわせて遺跡の型式 (ComponentType) 

分類をあえてするならば，本遺跡のユニットはWorkCamp的性格を有するのではないかと考

えられる。

註 1 小田静夫他 『武蔵野公園遺跡』 野川遺跡調査会 1973 

註 2 赤津威・小田静夫・山中一郎 『日本の旧石器』 立風書房 1980 

註 3 鈴木道之助 「房総における先土器文化の解明Jr研究紀要u千葉県文化財センター

1976 

註 4 前出註 l

註 5 砂川遺跡調査団 「砂川先土器時代遺跡埼玉県所沢市砂川遺跡の第 2次調査J1974 

註 6 古内 茂 「先土器時代遺跡の構造についてJ r研究紀要u千葉県文化財センター

1976 
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2.大道遺跡の特徴 古墳時代から平安時代

大道遺跡で発見された住居跡は，合計 70軒を数える。遺跡の所在する台地は，その東側が国

鉄外房線により削平されている。遺構は台地中央部やや西側の緩斜面側に集中している。台地

先端部および台地中央部の一部はやや遺構の密度が薄い。特に台地西側の緩斜面際にかなりの

住居跡が所在しており，当時の住居構築時に何らかの規制が存在した事がうかがわれる。

また，台地西側緩斜面の住居構築を目的とした造成は，谷津部を含めた当時の特殊な土地利

用の状況を反影したものと理解される。特に台地西側に位置する住居跡はほとんどが奈良時代

以降のものである。

大道遺跡の住居跡は，古墳時代後期から奈良時代，平安時代初頭に構築されたものである。

古墳時代後期の住居跡には，当遺跡の中で最大規模の 035号住居跡がある。当住居跡は北壁中

央にカマドを付設し，柱穴もかなり規則的に配置されている。当住居の平面的規模から考えて，

当遺跡の中でも特殊な存在であったものと思われる。また同じく古墳時代後期のものと思われ

る010号・ 018号住居跡は，面積が 10m2以下であり，カマド構築の痕跡も認められなかった。

両住居跡とも中央に炉が確認されている。炉は遺存状況から判断して，長期間にわたって使用

されたものとは判断されなかった。遺物は両者ともに，炉周辺に集中していた。当初何らかの

工房跡の可能性も考えられたが，特殊な遺物は出土していなし、

奈良時代以降の住居跡に関しては，058号住居跡の覆土中に貝が多量に投棄されていた事が

あげられる。当住居跡は出土遺物等から 8世紀前半~中葉に位置づけられる。貝層は覆土上層

部にかなりの量に及んでいた。貝層中から須恵器の長頚瓶が出土している。この長頚瓶は器形

等の特徴から 8世紀後期の所産と推定される。

また， 023号住居跡からは高台付皿形土器等の多量の土器とともに，金銅製の鋳帯具が出土

しており特異な性格が考えられる。なお当住居跡は出土した土器等から 9世紀後半期に位置付

けられるものである。 013号住居跡からは，いわゆる移動式のカマドである「竃J(カマ)が出

土している。当住居跡は伴出した灰柚陶器の長頚瓶の特徴から 10世紀代の所産と推定される。

このように台地上の住居跡には，各時期にわたって特殊な形態，遺物をもつものが見られ，

後述する斜面造成とともに当遺跡の性格を考える上で重要なものと判断される。

台地西側緩斜面の造成は，台地上での住居構築の規制を受けた結果と判断するより，むしろ

台地西側に広がる谷津との関係から実施されたものと理解される。この斜面造成に伴う住居跡

は， 067号住居跡からわかるように，台地上の住居跡と構造的にも何んら相違はなく，カマドも

耐久的である。だが降雨時の水対策は，造成崖際の浅い溝等では十分に対処できなかったもの

と思われる。また造成に伴う住居跡の周辺には，径 30cm，深さ 45'"'-'50cmの小ピットが不規

則に配置されており，何らかの冠水対策が施されたものと判断される。
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谷津部は前述したとおり，一部が現在でも一年中湿地となっており水田等の利用に適してい

ると思われる。また，谷津先端部の南側に構築された住居跡もこうした谷津部での生業と密接

にかかわりあったものと判断される。

台地部に規則的に配置される溝状遺構，土墳は出土遺物も少量でありその性格は不明で、ある。

3 .大道遺跡の住居跡と出土遺物

(1) 古墳時代後期

大道遺跡で検出された住居跡は，その大半が奈良時代から平安時代のものであるが，出土し

た遺物から古墳時代後期に位置づけられるものが 15軒認められた。 (002号・ 005号・ 008号・

009号・ 010号・ 015号・ 016号・ 018号・ 020号・ 025号・ 029号・ 031号・ 035号・ 042号・ 050

号住居跡)

住居跡の規模は，大半が一辺 5m程の方形を呈し，北壁あるいは北東壁にカマドを構築して

いる。ロームへの掘り込みは全般的に浅いものが多く，大部分のものがカマド脇に貯蔵穴を有

する。カマド脇の貯蔵穴はやや長方形を呈し，深さは 40，，-，100cmを測る。内部から遺物はほ

とんど出土していない。

当時期の赤彩されている杯形土器の器形や，カマドの構築も煙道部を屋外に掘り込んでトいな

いことから時期的に当時期の初期に比定されるものと考えられる。

035号住居跡は，一辺およそ 10mを測る本遺跡中最大の住居跡である。柱穴は規則的に壁

際に配置されている。遺物は東壁および南壁際に集中して多量に出土している。当時期の住居

跡の中で特殊な意味をもつものと推定される。

また.010号・ 018号住居跡は，一辺 2.7，，-，3.0m の小規模な住居跡であり，カマドを持たず

中央に炉を構築している。中央の炉は火床の状況，焼土の量等から長時間にわたる使用痕跡を

示していない。床面も全体的に軟弱である。また当住居跡は，当時期の住居跡群中やや東端に

位置しており，工房跡等の特殊な性格も考えられた。このため床面をていねいに精査したが特

殊な遺物はみられなかった。

土器

当時期の土器には，少量の須恵器坪形土器の他に，土師器の坪形土器，高士不形土器，椀形土

器，甑，聾形土器，壷形土器がある。高坪形土器，査形土器の出土は少量であった。主体をな

す土師器坪形土器，窒形土器の特徴について述べてみたい。

杯形土器

土師器坪形土器は口縁部の形態を中心に大きく 2つにわけられる。

A群:口径 15，，-，16cmのものが中心で，体部は底部からやや内管しながら口縁に至り，口縁
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部でやや内傾するかほぽ垂直に近く立つもの。ほとんどが赤彩されている。

1 A群のうち口唇部がヨコナデ等によりやや内管し，口縁部と体部との聞に明瞭な稜を

形成する。器高は 3~5cm 程で底部の丸味は弱い。

2 口唇部は Iと同様に内管するが，全体的に器形は半球状でやや器高が高い。口縁部と

体部との聞の稜は lより弱い。

3 口唇部が内管せず，体部よりやや直線的に聞くもの。底部はやや丸底である。

4 口唇部が直立するもの。底部はやや丸底。

5 口唇部が内管し，底部は 3~4cm の平底となるもの。

6 口唇部は直立するが，全体的に口径が 10cm程度と小型化し，ほぽ半球状を呈するも

の。

B群;体部下半はやや直線的で，上半部から口縁部までやや内笥し，口唇部で更に外反する

もの。口縁部内側に比較的明瞭な稜を持つ。

1 口径 14~15 cm，器高が 2.5~3 cmと浅く，底部はやや平坦である。

2 B群のうち体部下半から底部にかけてが半球状を呈し，器高 8~9cm と高く，口唇部

はかなり強く外反する。

3 器高は比較的浅く，口縁部の外反する部分が 1・2よりかなり高い。

4 器高は 10cm程度とかなり高く，底部は丸底のものと平底のものとがあり，坪形土器

というよりはむしろ椀形土器に近い。

聾形土器

1 口径が 16~20 cm程で，口縁部が外反し，胴部は球形状を呈する。最大径は胴部中央

に位置する。口縁部が-E!.やや直立してから外反するものと，緩やかに外反するもの

とがみられる。胴部上半は横位，下半は縦位のへラケズリが施される。

2 口径が 1 よりやや大きく 20~25 cm程で，口縁部の外反は 1より強く，胴部は長胴状

を呈する。器肉は薄い。胴部は縦位のへラケズリが施される。

当時期の聾形土器(1 )の中に，頭部から胴部下半にかけてハケ目がみられるものがある。

(035-41)この聾形土器はカマド出土のもので全体に強く火を受けて薄赤褐色に変色してい

る。また (016-7)の壷形土器の口縁部は，内外面ともに赤彩が施されている。

(2) 奈良時代

当時期と判断された住居跡は， 003号・ 004号・ 011号・ 012号・ 014号・ 017号・ 019号・ 021

号・ 022号・ 028号・ 030号・ 033号・ 036号・ 041号・ 044号・ 046号・ 049号・ 058号・ 059号・

063号住居跡の 20軒である。

当時期の住居跡は台地中央部に密集した状況を示している。また，台地西側の斜面造成に伴
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う059号住居跡も当時期に含まれるものと判断された。各住居跡は一辺 5m程の方形を呈し，

カマドを北壁中央に付設している。また，当時期の住居跡にはカマド脇貯蔵穴を有するものが

見られず，古墳時代の住居跡と構造的にやや相違が認められる。

土器

当時期の土器には，須恵器の坪形土器，土師器の杯形土器，盤形土器，聾形土器，甑がある。

各々の器形についてその特徴を述べてみたい。

土師器士不形土器

当時期の土師器坪形土器には，ロクロ未使用のものとロクロ使用のものとに大別される。

A. ロクロ未使用坪形土器 紐積みによる成形てやへラケズリ調整される。

l 器高が 3.5~4 cmと底く，底部はやや丸味があるもの。口縁部はやや内管するが直線

的に立ち上がる。

2 1 より全体にやや大型で、口径も大きし器高も 6~7cm と深くなる。口縁部にはへラ

ケズリにより稜が形成される。

3 底部の丸味が消失し，へラケズリにより平坦面が作り出される。器高は 4~6cm 程で

あり，内面に暗文風のへラミガキが施されるものがある。

B.ロクロ使用坪形土器

ロクロを使用して成形された平底の坪で，底部が大きく口径との差がやや小さい。この

中には体部が直線的に立ち上がるものと，それよりやや聞き気味に立ち上がるものが認

められる。底部のロクロからの切り離し技法は不明であるが，底部と周縁部は手持ちへ

ラケズリで調整される。

全体に土師器坪形土器の出土量は少量であった。

土師器盤形土器

当時期の特微ある土器として盤形土器があげられるが，当遺跡では 012号・ 019号・ 040号住

居跡から三点が破片で出土しているのみである。これはロクロ未使用の杯形土器 1に近似する

が，底部はやや平坦化し径 8~10 cm程の平底を有する。 012号出土のものは底部が平坦化した

平底土器を意識したもので，体部はほぼ垂直に近い立ち上がりを示している。

須恵器杯形土器

1 胎土に長石・雲母粒を多量に含んだもので，底径は 7~9cm と大きしやや聞き気味

の体部が口縁部まで直線的に立ち上がる。やや大型のものがほとんどである。成形は

紐積みを行った後にロクロで成形していると思われる。底部の切り離し技法はへラ切

りが主体である。内面の体部の立ち上がり部分には，指によるおさえの痕跡が残る。

2 胎土に少量の砂粒を含むが，全体的にやや精選されている。 1より小型のもので体部

下半からの立ち上がりはやや開き気味となる。口唇部がやや外反するものと直線的に
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立ち上がるものがみられる。底部はへラ切り後手持ちへラケズリするものが主体を占

める。

3 胎土はやや砂粒を含むがかなり精選されている。全体にやや小型であるが，器高は 5

cm程あり体部の立ち上がりは 2より強く，直線的である。

4 胎土は 1・2に比すときわめて精選されている。全体に小型で器高も底しミ。市原市の

須恵器窯跡である永田不入窯出土のものと比較すると若干の相違が感じられる。体部

に一部火だすきもみられ，ロクロ目は比較的弱い。底部の切り離し技法は不明だが，

回転へラケズリが施される。

聾形土器

I いわゆる「武蔵型」の聾で器肉が薄く， Iく」の字状口縁を特徴とする。最大径は口縁

あるいは胴部上半部にある，底径 5~6cm と小さくやや丸底である。体部はへラケズ

リ調整されている。色調は明褐色を呈し，焼成は良好である。

2 口縁部が強く外反し，やや厚味のある口唇部は更に強く外反し丸味をおびる。最大径

は口縁あるいは胴部上半部にある。胴部は縦位のへラケズリ調整が施される。鬼高式

的な伝統をやや残している。

3 本時期の特徴である長胴式聾に近似したものである。口縁部は強く外反する。口縁部

下半から口唇部までの形態は 2と異なり丸味を持たずに直線的に外反する。最大径は

胴部上半部にある。体部は縦位のへラケズリ調整が施される。

4 いわゆる「下野型」の聾で，全体に器肉が厚く，胎土に長石や雲母を多量に含む。最

大径は胴部上半にある。口縁部は頚部がやや直立した後外反し，口唇部がつまみ出さ

れる。胴部上半部はへラケズリ後のナデが施され，下半部は細いへラケズリがみられ

る。色調は暗褐色を基調とするが器面はやや荒れている。

この他に器高 14~16 cm程の小型聾がある。これらは口縁がやや強く外反し，最大径は胴部

中央にある。体部は縦位のへラケズリが施されている。底部は 5~6cm であり，焼成は良好で、

よくしまっている。

甑

口縁部は聾形土器 3・4に近似するものが多しh。頚部直下には 2個の突起が貼付されている

事が特徴である。口径は 20~24 cm，器高 20cm程で胴部はへラケズリ調整されている。端部

はへラによってきれいに面取りがされている。

この他に特徴ある遺物として， 058号住居跡より出土した頭部欠損の長頚瓶がある。この土器

は肩と胴の境に明瞭な稜を残している。高台部は欠落している。色調は灰白色で肩部に自然柚

が一面にかかっている。

また 021号住居跡からは，把手部と頚部が欠損した平瓶が出土している。色調は灰白色で緑
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色の自然柚が認められる。

(3) 平安時代

当時期と判断された住居跡は， 007号・ 013号・ 023号・ 038号・ 045号・ 048号・ 051号・ 054

号・ 056号・ 060号・ 061号・ 062号・ 064号・ 067号・ 068号・ 070号の 16軒である。

当時期の住居跡は奈良時代の住居跡とほぼ同様の分布を持つ。台地西側の斜面造成地も当時

期まで継続的に存在していたことがうかがえる。また谷津部先端の北側に位置する斜面にやや

当時期の住居跡が集中している。このことは谷津部の利用が，平安時代に入りより活発化した

事を暗示していると言えないだろうか。

土器

土師器杯形土器

1 底部が 10cm，口径1O~12 cm，器高 4cmとやや底部が大きい。体部下半から口縁

へやや急角度で立ち上がる。口唇部はやや外反するものも見られる。底部は回転糸切

り痕を残すものもあるが大半が手持ちへラケズリ調整が底部周縁に及んでいる。

2 1に比較して口径がやや大きく体部下半から口縁への立ち上がりは聞き気味である。

口唇部はやや外反する。底部とその周縁は手持ちあるいは回転へラケズリが施される

が，回転糸切り痕を残すものもある。

3 底径が 6cmと小さく，体部下半から口縁への立ち上がりは， 2より更に聞き気味で

直線的である。ほとんどのものが回転糸切り痕を残している。

須恵器杯形土鴇・土師質の須恵器杯形土器

I 器高が 4cm程で口径と底径の差が小さく，体部下半から口縁への立ち上がりはやや

急角度で直線的である。底部およびその周縁は回転へラケズリ調整である。

2 .土師器坪形土器 2とほぼ同形である。

3 土師器杯形土器4と近似した器形であれかなりゆがみが激しい。体部下半からやや

内管して立ち上がり口唇で外反する。

4 器高が 4cmとやや底く，底部は上げ底のものが多い。口径は底径と比較してやや大

きい。体部下半から口縁部への立ち上がりはやや開いて，内脅しており口唇部が外反

する。ほとんどのものが土師質の須恵器といわれるものである。全体にゆがみが激し

く規格性がくずれているものと思われる。

土師器皿形土器

I 高台部を持たないもので器高が 2~3cm，口径 14 cm程度とやや大型のもの。体部は

ナデが施されている。

2 高台付皿形土器。高台は高さ lcm程である。口径は 1よりやや小さい。底部中央に
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回転糸切りの痕跡を残すものがある。

聾形土器

甑

1 口縁部がやや外反した長胴のもので，前時期の伝統を残したものである。

2 前時期の聾形土器4の伝統を口縁部に残すが，口辱部のつまみ出しはやや外反する。

頚部は一度直立してから外反するものがある。

3 いわゆる武蔵の「コの字状口縁Jに近似した口縁を持つものである。頚部にやや明瞭

な稜が残る。体部上半は斜位のへラケズリが施される。

4 体部上半部にタタキ目を有し，下半部はタタキ目後にへラケズリ調整がみられる。最

大径は胴部上半あるいは口縁に位置する。口縁部は短かく，頚部でかなり強く外反し，

口唇部はつまみ出される。内面にタタキ目に伴う指跡が多く認められる。またこの聾

形土器は器形的に甑とほぼ同形態であり，底部の遺存しないものではその区別が困難

である。この聾形土器には，坪形土器同様に土師質のものが見られる。こうした土師

質の土器はおそらく同一窯で焼成されるのではないだろうか。

口縁部から体部上半はほぼ聾形土器4と同形態である。底部は整形時に中央に円形の穴を切

り出され，その周縁に 4つの半円形状の孔を配している。また頚部下位に小さな突起を貼付し

ている。

(4) I竃J(カマ)について

本遺跡 013号住居跡からいわゆる移動式のカマドである「竃J(カマ) (註1.)が出土してい

る。 013号住居跡は 3.8mx2.6mの長方形を呈し， 014号跡の一部に貼床を構築している。こ

の貼床部の北側コーナー脇に，土層観察から焼土層が確認された。そのため北壁部分を精査し

てカマド検出に努めた。しかし当遺跡でカマド構築に一般的に使用されている山砂等を検出す

ることができなかった。また床面に一部焼土が認められた。当住居跡のロームへの掘り込みは

浅く，全体の状況は不明であったが，発掘時の所見ではカマド上層部は削平されたものと判断

された。床面出土の遺物は，少量の土師器片と灰粕陶器と思われる長頚瓶の破片が認められた

のみであった。しかし整理時において少量の土器片と判断された遺物の接合を実施したところ，

この破片は「竃J(カマ)の一部と判明した。このカマは復元口径 26cmを測り， 17 cmが遺

存していた。遺存部は，焚き口側の上半部であり逆U字状の開口部分である事が判明した。口

縁部はススが付着し，一部熱を受けた部分も認められた。全体の器高は不明である。また正面

の開口部には約 5cm程の板状突起が見られる。カマの出土例は千葉県地方ではきわめて少な

い。〔最近の出土例としては袖ケ浦町永吉台遺跡(財団法人君津郡市文化財センター調査)に除

いてほぽ同形態のカマが出土している。永吉台遺跡はほぼ 10世紀代を中心とする集落跡であ
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り，ほぽ完形に近いものを含めて 4個体分のカマが出土している。このうちほぽ完形に近いも

のは，住居跡の壁際に設置され周囲を山砂等でおおわれて出土している。〕

このカマと伴出した遺物には，頚部下半から肩部まで遺存した灰紬陶器の長頚瓶がある。こ

の土器は頚部と胴部のつなぎは 2段構成をとるものと思われる。 058号住居跡貝層内出土の長

頚壷は 3段構成を示しており，これより技術的に進んだ段階のものと判断される。時期的には

10世紀代に位置付けられる。

(5) 鋳帯具について

大道遺跡 023号住居跡から鋳帯具である金銅製の銃具が出土している。当絞具は表・裏金具

とも完存で，各々の外面は鍍金されている。

錆帯とは，鍔と呼ばれる金属帯の飾金具をつけた革帯である。律令制に関連する諸制度の中

には，貴族・官人等の衣服を定めた服制がある。衣服の一部としての帯には，鋳帯の他に椅帯

(組紐の帯)等がある。特に鍔帯は文献上からその使用期間が限定される。こうした鋳帯の一

部である錆帯具は，古墳・集落跡からも出土し伴出する土器の年代決定の目安となる。帯につ

いての規定は，椅帯の使用規定が持統四年 (690年)にあり，大宝元年 (701年)の大宝令にも

同様に官人に対する着用規定がある。絞と鋳を伴う鋳帯は， r扶桑略記J慶雲四年 (707年)に

「天下始用革帯」とあれこれ以前には革帯の使用はなかったものと考えられる。和銅5年(712

年)には，六位以下の官人が白銅や銀製の飾りを付ける事が禁止されており，707年以降の革帯に

錆が用いられた事がわかる。鍔帯具の使用規定が見られる「養老衣服令J(718年)によると，

皇太子から五位までの礼服は白帯，保帯とされている。朝服では一品以下五位までの上級官人

は金銀装腰帯，六位以下の官人は鳥油腰帯(銅製の錆に黒漆を施したもの)を用いるとされて

いる。このように奈良時代全般を通じて，衣服に基づいた帯の使用が官位制と関連して用いら

れている。

だが『日本後記』弘仁元年9月条 (796年)に， r禁鋳帯，以支鋳銭也。」とあるように，銅銭

(隆平永宝)の鋳造と関連して銅を素材とする鋳帯金具の使用を禁止している。鋳帯金具は 30

個以上の部品から成り立っており，小型のものでも銅銭に換算しても 30枚分，大型のもので

100枚分以上にも及ぶ。こうして平安時代初期に禁止された銅製の鍔帯に代るものとして，白玉

帯をはじめ各種の帯，石製の鋳帯(雑石腰帯)が用いられた。しかし大同 2年 (807年)から弘

仁元年 (810年)に至る 4年間は雑石腰帯だけは禁止され，鍔帯に復したことがうかがわれる。

この石製の錆はこの 810年以隣に一般化し，一般集落跡からも出土例があり，平安時代初期を

上限とする年代が考えられる。このように銅製の鋳帯は， 707 年~796 年， 807~810 年のその使

用期間が限定され，伴出遺物の年代決定に関する指標となっている。

こうした鍔帯を出土する集落跡は，現在数多く報告されているがその出土状況をみると，多
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くの場合が住居跡内に遺棄されたもの，鍔帯具の一部と単独で、出土しているものが大部分であ

る。こうした出土状況から，鍔帯具本来が果していた意味を完全に消失した段階の遺物と推定

される。こうした鋳帯具が東国の各集落跡の中にあっては，きわめて限定された人間の所有に

帰されたことは想像に難くない。大道遺跡 023号住居跡から出土した鍔帯具(絞具)も他の例

と同様に部分としての出土であり，住居跡内に遺棄されたものである。前述した文献上からの

使用期間と，出土状況等から考えあわせれば，その年代としての 9世紀代半ば以降と考えるの

が妥当と思われる。またこの年代は伴出した土器等ともほぼ照応するものと思われる。

(6) 墨書土器について(第 187図)

本遺跡から出土した墨書土器は，線刻印文字等を含めて 18点ある。このうち判読できなかった

ものが3点(2・5・12)，意味不明のものが 1点(8)，線刻印文字は 2点(1・ 9)，線刻印が

5点 (14・15・16・17・18)ある。判読できた墨書は， I正」が3点(3・4・10)，I丁」が2

点(6・7)，I上万」が2点 (11・13)である。判読不能であった 2は， 2文字書かれており

最初の「正」の文字は判読できた。線刻印には焼成前のもの(10・14・15・16)，焼成後のもの

(17・18)がある。

今回発見された墨書土器はすべて坪形土器に書かれている。その大部分は土師器であるが，

一部に土師質の須恵器と判断されるものも含まれている。また書かれる位置であるが， 5. 12 

を除いてすべて底部である。 5は土師器杯形土器の体部外面に，口縁を上にして書かれたもの

と判断される。 12は同じく内面に書かれている。底部に書かれているものは， 1文字だけのも

のは底部のやや端に， 2 • 11・13といった 2文字のものは底部中央に書かれている。

今回出土した墨書土器のうち， 6・7・8・9の4点が同一住居跡からの出土であり，当遺

跡の中でやや特異な状況を呈している。

大道遺跡では，上述した墨書土器とともに数例の線刻印を持つ土器が確認されている。この

線刻印には窯印的なもの(16)の他に，矢印のものや(17・18)意味不明のもの (14・15)がある。

線刻される土器は，坪形土器の底部，体部，聾形土器底部などである。

第 5表大道遺跡出土墨書・線刻印一覧表

番号 出土住居跡、 出土状態 文 字 種 類 墨書位置 土器遺存度 備 考

1 011号住居跡 覆土 「上」 須恵器坪 底部中央 全体の1/2 線刻印の文字

2 019号住居跡 覆土 「正OJ 土師器杯 底部中央 底部のみ完存 一文字判読不能

3 030号住居跡 覆土 「上」 土師器杯 底部端 底部わずか 一文字。

4 o 4 4号住居跡 床面 「上」 土師器杯 底部端 底部2/3口部1/4

5 o 4 8号住居跡 覆土 ワ 土師器杯 体部中央 口縁部わずか 文字数不明。

6 054号住居跡 床面 「丁」 土師器杯 底部端 底部のみ2/3
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番号 出土住居跡 出土状態 文 子{ 種 類 墨書位置 土器遺存度 備 考

7 054号住居跡 床 面 「丁」 土師器杯 底部端 とY±E=， 非3

8 054号住居跡 床 面 「・」 土師器杯 底部中央 Y己c 苦手

9 054号住居跡 床面 「上」 土師器杯 底部中央 とフ土c 苦手 線刻印文字。

10 060号住居跡、 床 面 「上j'Xj 土師器杯 底部端 7位士c 青3 線刻印底部中央。

11 061号住居跡 床 面 「上方」 土師器杯 底部中央 ほt;r完形

12 062号住居跡 覆 土 つ 土師器杯 底部内面 底部のみ1/1 文字判読不能。

13 谷津トレンチ 覆 土 「上万」 土師器杯 底部中央 底部のみ1/1

14 038号住居跡 床 面 「内」 土師器婆 底部中央 底 部1/1 焼成前線刻印。

15 058号住居跡 床 面 「門」 土師器杯 体部中央 とY圭c ID 焼成前線刻印。

16 058号住居跡 覆 土 'Xj 須恵器査 底部中央 ほぽ完形 窯印か?

17 058号住居跡 床 面 土師器杯 底部中央 zフfEz， 形 焼成後線刻印。

18 058号住居跡 床 面 土師器杯 底部中央 7dE 2 形 焼成後線刻印。

(7) 鉄製品・石製品・土製品について

大道遺跡においては，鉄製品 25点〔住居跡 15軒から 23点，遺構外2点。これらは鎌4点・

万子 11点・釘2点・紡錘車 1点・燈鉄 I点・不明品5点・鍔帯具(金銅製)1点)，石製品 21点

〔不明品除く。住居跡より 18点，遺構外3点。これらは紡錘車5点，砥石 12点・軽石(浮子)

1点・勾玉 2点・管玉 1点)，土製品3点(生実城トレンチ出土分を含む。土製人形・土製支脚

は除く。これらは紡錘車 1点・土玉2点)が出土している。また鉄津は 7点 (008号住居跡3

点， 038号住居跡2点， 042号住居跡 1点，谷トレンチ 1点)が出土している。

これらの製品は，当時の社会の生産・生活用具として直接的，間接的に関与しているもので

ある。以下これらの製品について機能別にふれてみたい。

〔農具〕

農業生産において基礎的な役割を果たす道具としては，クワ・スキ先・鎌などがあげられる。

本遺跡からはこのうち鎌のみが出土している。

鎌一本遺跡においては， 003・024・041号住居跡からそれぞれ 1点，遺構外(表採) 1点の計

4点が出土している。 003号住居跡出土のものは，完存(出土時に欠損)であるが，覆土中(床

面より 13cm浮いた状況)より出土しているために，本跡に伴うものかは不明でbある。形状は

長さ 14cm (推定)の中型品で，装着角度はやや鈍角で，湾曲度も比較的弱い。 024号住居跡

出土のものは，完存でカマド左袖横で床面から出土しており，当住居跡に伴うものである。形

状は長さ 22cm (推定)の大型品で，装着角度がやや鈍角で，弱く山なりに響曲する。 041号住

居跡・表採の鎌は，一部のみで全体の形状を推定できず，また表採の鎌は鋳具合からみて比較

288 



的新しい時期のものと思われる。

鎌は農作業においてクワ・スキとは機能が異なり，メIJるという二次的作業に関与しており，

その中でも 003号住居跡の鎌は稲刈鎌的用途に， 024号住居跡出土の鎌は大振りの作業(草刈

り，柴刈り，枝払い等の作業)に適した(土井 1971，山口 1978) ものと言えよう。

〔工具〕

工具としては，本遺跡からは切削用具としての万子のみが出土している。鉄製品の中では，

万子が住居跡の中から最も多く出土している。

万子一総数 11点。そのうち完存と思われるものは 4点で，出土住居に伴うと断定できるもの

は2点 (003-6， 041-11)である。 003号住居跡のものは，東壁近くの床面から出土してい

る。長さ 9.6cmの小型品である。 041号住居跡のものは，南壁近くの床面から出土している。

長さ 17cmで茎部の柄に木質を残す。

本遺跡から出土した万子は，刃渡り 5cmの小型品から 12cm位の範囲に含まれる。全体的

に研ぎ減りがしており，頻繁に使用されていたことを示し，日常生活の多様な用途に供してい

たと思われる。

〔製糸用具〕

紡錘車本遺跡からは，鉄製 l点，石製 5点，土製 1点が出土している。鉄製 (014-40)の

ものは，紡輪部は完存，軸は一部のみ残存している。出土位置は住居跡覆土上層のため出土住

居に伴うかは不明で、ある。石製(001-5，010-6， 023-21， 060-21， 067-8 )・土製(041-8) 

のものは，すべて完存で， 010号跡のものを除いて床面あるいは床直上より出土しており，その

住居跡に伴うものと断定できる。形態的には，平面円形・断面台形を呈するもの (023-21を除

くすべて)と，平面が小判形・断面長方形を呈する (023-21)ものがある。

本遺跡から出土した紡錘車は，出土住居に伴う割合いが他の製品に比べて極めて高い。同様

なことが山田水呑遺跡 (1977松村他)においてもいえる。紡錘車が鉄製・石製・土製あわせて

12点出土しているが，そのうち出土住居に伴うと思われるものが 8点もある。このことから紡

錘車は，住居内においておもに使用され，住居外への持ち出しが少なかったことがいえよう。

〔砥石〕

砥石は 12点出土している。住居跡から 9点(そのうち出土住居に伴うと断定できるものは 4

点 001-3， 023-24， 024-2， 058-28)，谷トレンチ中から 3点出土している。

砥石は，長さ 6cmぐらいのものから 13cm (現存)のものが出土しているが，完形品は 2

点で，他は一部を欠くものであるが，欠損後も砥石としての機能を果たし，使用されていたも

のと思われる。砥石は目的によって荒砥・中砥・仕上げ砥に分類されるが，本遺跡出土のもの

は石質からみて中砥・仕上げ砥として使用されていたものであろう。また形態によっては手持

ち砥・置砥に分類できるが，小形品 (057-4，表 15等)は手持ち砥として，それ以外は対象
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第188図 住居跡内鉄製品出土位置模式図

第 6表鉄製品等一覧表

製品名
出土 挿図 出土状態

遺存状態 製品名
出土 挿図

出土位置 遺 存 度
住居等 番号 (床面から叩) 住居等 番号

鎌 003 5 覆土中113叩)
完存

釘 027 8 
覆土中(壁際)

完 存
(出土時欠損) 120四)

鎌 024 
竃左袖横 完存

釘 063 5 覆 土 中 頭部を欠く
(床面) (出土時大損)

鎌 041 10 覆土中 先端部のみ 紡錘車 014 40 覆土中 紡輪完存

鎌 表採 7 身の一部 健 鉄 038 9 覆土中
1.ぽ完存

(一部古い欠鍋)

万子 003 6 床面直上 完 存
不明品

041 9 覆土中 身の一部のみ
(手鎌ワ)

万子 。14 39 覆土中150cm) 茎のみ
不明品

064 2 床 面 一部のみ
(鉄鍋?) 

乃干 021 22 覆土中(lOcm) 身部欠損 不明品 064 無 覆土中 棒状品の一部

力子 021 23 覆土中113cm) 茎のみ 不明品 064 無 覆土中 棒状品の一部

万子 023 23 覆土中 茎のみ 不明品
荏トレ

16 卜レンチ中 円板状品の約ダ
ンチ

万子 035 44 覆土 114cm) 先端のみ 鉄 淳 008 27 覆土中

万子 041 11 床 面
完存

鉄 津 008 28 覆土中
(出土時欠損)

万子 044 8 覆土中120cm)
完存

鉄棒 008 29 覆土中
(出土時欠損)

万子 061 22 覆土中
完存

鉄 F事 038 10 覆 土 中
(出土時欠損)

万子 062 11 覆土中 先端のみ 鉄 津 038 11 覆土中

刀子 062 12 覆土中 身の一部のみ 鉄 F事 042 2 覆土中

鋳帯具 銀具の部分 首卜レ
(金銅製) 023 20 床 面

完存
鉄淳

ンチ
7 トレ〆チ中
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第189図 住居跡内土製品・石製品出土位置模式図

第 7表 石製品・土製品一覧表

製品名
出土 挿図

材質
出土状態・

製品名 出土住居等
挿図

材質
出土住居・

住居等 番号 遺存状態 番号 遺 存 状 態

紡錘車 001 5 滑 石 床面・完存 砥石 065 7 凝灰岩 覆土中・両端
欠損

010 6 滑 石 覆土中・完存 谷トレンチ 13 泥灰岩
トレンチ中・

両端欠損

023 21 泥灰岩 床直上・完存 谷トレンチ 14 泥灰岩
トレンチ中・

一端欠損

041 8 土 製 床面・完存 谷トレンチ 15 泥灰岩
トレンチ中・

一端欠損

060 21 
輝緑 床面(周溝内)・

浮子
凝灰岩 完存

(軽石)
001 4 浮岩 床面・完存

067 8 粘板岩 床直上・完存
勾玉 007 22 滑石

覆土中・下端
欠損

砥石 001 3 泥灰岩 床面・一端欠損
012 5 粘板岩 覆土中 08cnu_)

完存

023 22 凝灰岩
覆土中・一端欠
損 管玉 035 45 頁岩 床面・両端・

1/2周欠損

023 24 凝灰岩
床直上・一端欠

覆土中03cm上)損 土玉 005 9 土製
-完存

024 2 凝灰岩
床面(周溝)・片

トレンチ中・
端一部のみ (生実城) 9 土製

完存

024 3 凝灰岩
覆土中・一端欠

損 不明品 005 10 砂岩 覆土中

028 18 凝灰岩
覆土中(lScm)・

一端欠損 。12 4 砂岩 床面・完存

035 42 泥灰岩
覆土中(lOcm上)

覆土中
-完存 014 41 片岩系

(自然様)

057 4 泥灰岩 覆土中・完存
025 7 砂岩

ピット中・ー

端欠損

058 28 凝灰岩
床直上・一端欠

損 045 15 安山岩 床 面

~ 291 ~ 



物によって手持ち砥・置砥として使用されたのであろう。

砥石の表面は研ぎ減りがしており，端部には金切り痕が認められるなど，農工具などの鉄製

品には必要不可欠のものである。しかし，出土住居に伴うと断定した砥石と，鉄製品が伴出す

る例は 1例 (024号跡)のみである。このことは，出土数が少ないので即断はできないが，砥石

と鉄製品との所有形態の差・使用位置の差(屋内・屋外)などが考えられる。今後，この砥石

と鉄製品との相対関係を考えていく必要がある。

〔その他〕

釘一建築消耗材であり，本遺跡からは 027号跡・063号跡の覆土中より出土している。釘は木

材と木材の接合(小形品は木材と鉄製品の接合に用いられることもある)に用いられる。覆土

中より出土したことを考えると，上屋構造の一部に用いられたか，大形の木製品の接合に用い

られたものなのか，また単に住居外からの流れ込みなのかは一概にはいえない。いず、れにして

も，釘の使用は鉄製品の貴重な時代にとって，限定された人，限定された物にのみ使用された

ものであろう。

憶鉄-038号跡の覆土中から出土している。いわゆる半月形を呈し，上縁の中央が突出し，大

縁は中央がややくぽむが比較的平坦である。本遺跡ではただ 1点のみで，発火具としては当時

一般的でなく，特殊用途(宗教的)に供していたものであろう。

不明鉄製品 これらの製品は，すべて欠損品であって全体の形状の把握が困難である。

041-9は板状品で刃部の形状から手鎌の一部でないかと思われる。 064-2は鉄鍋片と思われ，

床面出土であるが，この住居跡が斜面上で壁の残存がほとんどないこと，また破片であること

から，後世の流れ込みではないかと思われる。

玉類一勾玉・管玉・土玉が出土している。勾玉は 007号跡・012号跡の覆土中より出土してお

り，前者は下端を欠く。管玉は 035号跡の床面より出土しているが，両端・%周欠損している。

土玉は 005号跡の覆土中，生実城跡トレンチ内より出土している。報告書によっては土錘とし

てとらえられているが，赤彩を施した可能性があることから一般的な用途とは区別できょう。

鉄淳一製鉄関係品として鉄津が 7点認められた。これらは 008号跡から 3点， 038号跡から 2

点， 042号跡から 2点それぞれ覆土中より，谷トレンチ中より 1点出土している。本遺跡におい

て，鍛治津と思われるものが出土しているにもかかわらず製鉄・小鍛治遺構が検出されなかっ

た。

本遺跡から出土した鉄製品・石製品・土製品について述べてきたが，出土量としては土器と

比べて圧倒的に少ない。特に鉄製品・石製品は他地域からの入手という絶対的条件が伴うため，

当時においては管理がきちんとなされ，実際に使用された量と発掘により出土した量が異なる

のではないかと思われる。

最後に本遺跡から出土したこれらの製品の各住居跡における位置付けについてふれてみたい。
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前述のように，本稿においては住居跡内における製品の出土状態・破損状態によって，出土住

居に伴うもの(床面・床直上出土)伴なわないもの・不明なもの(覆土中・破片)に分類した。

以下，この結果をまとめると，

1.鉄製品は出土数に比べて出土住居に伴うものが3点と少ない。これは，住居使用時(廃

棄時)の原位置を保って出土するということは，貴重な鉄製品を放棄することを意味しており，

住居廃棄時に持ち去られる可能性のほうが高いということがうかがえる。

2.紡錘車は，他の製品に比べて出土住居に伴う(住居使用時の原位置を保つ)割合いが高

く，住居内でのみ作業が行われ，住居外に持ち出す機会が少なかったことがうかがえる。

3.鉄製品と砥石とは密接な関係でありながら，伴出して出土する例は 1例のみで，他は双

方別々に出土していることである。このことは，鉄製品と砥石との所有形態の差・使用位置の

差(屋内・屋外)に起因するものではなかろうか。

(8). 竪穴住居跡の面積と主軸方位について

大道遺跡で発見された竪穴住居跡は総数 70軒を数える。斜面造成後に構築された住居跡を除

きすべてがソフトローム層からハードローム層まで掘り込んで構築されている。各住居跡毎に

ローム層への掘り込みの深さが異なるが，深いもので 50~60cm，浅いもので 5cm 程度であ

る。こうしたローム層への掘り込み深さの相違は，時期的ものではなくむしろ家屋全体の構造，

家屋の特性に帰因されるべきものと判断される。また竪穴住居跡の面積も 035号住居跡の 92.6

dを最高に， 056号住居跡の 5.5ばまで大きなパラつきを示している。一般的に 10m'以下の住

居においては，カマド構築が住居の機能維持にかなりの支障をもたらすものと考えられる。こ

うしたカマドを有する小型の住居跡については，その出土遺物，内部構造，床面状況等を詳し

く考察する必要がある。当遺跡では，面積 7.4m'の023号住居跡から多数の土器とともに鋳帯

具が出土している。また出土遺物から古墳時代後期と推定される， 010号住居跡(9.1m')，018

号住居跡 (7.8rn')はカマドを構築せず，中央に炉を設けており，特殊な機能を果したものと考

えられる。こうした住居跡面積を通して住居の特性を考えるとともに，各住居跡の居住人数の

推定等各住居跡面積の統一的な算出が必要と感じられる。また当遺跡では住居内部の四本の主

柱穴が構造的にどのような配置されたのか，四主柱穴間で区画される実際の居住空間の広さを

考える上で主柱穴聞の面積も算出した。

住居面積は，遺構を完掘した段階でのローム層掘り込み面積で示した。住居全体の掘削面を

考慮し，カマド等の住居付属施設全てを含む掘り込み面を対象として算出した。算出には，“TA-

MA DIGIT AL PLANIMATER PLANIX-3S"を使用し，各遺構 5回計測し，最大，最小値を

除いた平均値を用い，小数点第 2位を四捨五入した。
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第 8表大道遺跡竪穴住居跡掘り込み面積(A)・主柱穴間面積(B)

番号 A面積m' B面積m' B/A 番号 A面積m' B面積m'B/A 番号 A面積m' B面積m2 B/A 

001 11.9 025 36.2 12.9 0.35 049 11.8 3.4 0.24 

002 35.1 7.8 0.22 026 11.4 050 14.3 3.3 0.23 

003 12.5 027 15.9 4.0 0.25 051 8.1 

004 28.0 8.3 0.29 028 13.3 3.1 0.23 052 10.2 4.0 0.39 

005 30.3 30.3 0.27 029 053 

006 8.8 030 17.2 5.1 0.29 054 16.3 4.1 0.25 

007 20.2 5.1 0.25 031 24.3 055 

008 31.5 8.1 0.25 032 056 5.5 

009 10.1 033 057 6.6 

010 7.1 034 6.9 058 12.1 

011 20.2 7.8 0.38 035 92.6 36.5 0.39 059 11.1 2.7 0.24 

012 12.4 2.5 0.20 036 9.0 060 11.2 

013 9.3 037 18.7 061 10.9 3.7 0.33 

014 27.4 7.8 0.28 038 9.7 062 7.7 

015 21.4 5.8 0.27 039 9.0 063 8.3 

016 25.1 040 18.1 064 

017 14.7 041 15.9 3.9 0.24 065 9.8 

018 7.8 042 066 

019 21.9 5.8 0.26 043 17.3 3.5 0.20 067 

020 27.7 6.0 0.21 044 8.9 068 

021 15.3 5.8 0.37 045 21.4 6.2 0.28 069 

022 8.3 046 10.1 070 

023 7.4 047 13.1 

024 15.3 3.6 0.23 048 5.7 

また，主柱穴間面積は，原則的に確認された四本の主柱穴の中心を直線で結び，その聞の方

形の部分を二つの三角形に分割しxoの図面から底辺と高さを計測し面積を算出した。この主柱

穴間面積と住居掘り込み面積の比率を算出した結果，ほぽ0.25を前後する値に集中する事が判

明した。この事は基本的に各主柱が住居の各コーナーを結ぶ対角線を四等分する位置に設定さ

れたことを示している。各住居の構築に際してはカマドの構築，周溝の掘削，柱穴の掘削等が，

かなりの計画性があったものと思われる。また各住居跡の構造として，各壁際には周溝，貯蔵

穴等の施設もあり，出土遺物も壁際に集中する傾向があることから中心的な居住面積は主柱穴

聞の面積に相応するのではないだろうか。

また竪穴住居跡の主軸方向は，カマドを通る住居の中軸線を主軸として考え，国家座標北と
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第190図住居跡主軸方位図

のなす角度として捉えた。発掘された 70軒の住居は，自然環境等からほぼ基本的に北東にカマ

ドを設置したものと言える。
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大道遺跡周辺航空写真(日経コンサルタ ント株式会社提供)
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大道遺跡全景航空写真(西より)



1. 001号住居跡

2. 001号住居跡カマド
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1. 002号住居跡遺物 ・炭化物出土状況

2. 002号住居跡遺物 ・炭化物出土状況(北東より)



1. 003号住居跡

2. 004・005住居跡
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1. 004号住居跡カマド

2. 005号住居跡カマド



1. 006号住居跡遺物出土状況

2. 006号住居跡カマド
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1. 007号住居跡遺物出土状況

2. 007号住居跡カマド造物出土状況



1. 008号住居跡遺物 ・炭化物出土状況

2. 008号住居跡カマド
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1. 009号住居跡

2. 010号住居跡遺物出土状況



1. 011号住居跡遺物出土状況

2. 011号住居跡カマド
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l. 012号住居跡造物出土状況

2. 012号住居跡カマ ド



1. 012・013・014号住居跡(西より)

2. 014号住居跡カマド
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1. 015号住居跡遺物出土状況

2. 015号住居跡カマド
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1. 016号住居跡遺物出土状況

2. 017号住居跡
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1. 018号住居跡造物出土状況

2. 019・020号住居跡



l. 019号住居跡カマド

2. 020号住居跡カマド
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l. 021号住居跡遺物出土状況

2. 021号住居跡カマド
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1. 022号住居跡遺物出土状況

2. 022号住居跡カマド
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1. 023号住居跡遺物出土状況

2. 023号住居跡カマド
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l. 024.025号住居跡

2. 024号住居跡カマド
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026・027・028号住居跡遺物出土状況



1. 026号住居跡カマド

2. 028号住居跡カマド
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1. 030.031号住居跡
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1. 033・034号住居跡

2. 034号住居跡カマド
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1. 035号住居跡

2. 035号住居跡カマド
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1. 038・039号住居跡掘り方

2. 038号住居跡カマド
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‘1. 041・042号住居跡

2. 041号住居跡カマド



図

版

印

1. 038 ・ 039号住居跡 ・ 043~046号住居跡

2. 043号住居跡カマド



1. 044号住居跡カマド

2. 046号住居跡カマド
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1. 045号住居跡

2. 045号住居跡カマド



l. 049号住居跡遺物出土状況

2. 049号住居跡カマド遺物出土状況
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1. 050号住居跡

2. 050号住居跡カマ ド



1. 051号住居跡遺物出土状況

2. 051号住居跡カマド
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1. 052号住居跡

2. 052号住居跡カマド



1. 053号住居跡

2. 053号住居跡カマド
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1. 054号住居跡

2. 054号住居跡カマド



1. 056号住居跡

2. 058号住居跡
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1. 058号住居跡カマド周辺遺物出土状況

2. 058号住居跡カマド



1. 058号住居跡内貝層土層断面

2. 058号住居跡内貝層遺物出土状況
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1. 060号住居跡遺物出土状況

2. 060号住居跡カマ ド
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1. 061号住居跡造物出土状況

2. 061号住居跡Aカマド
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1. 060~063号住居跡

2. 062.063号住居跡



1. 062号住居跡カマド

2. 063号住居跡カマド
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1. 065号住居跡

2. 001土峨



l.調査前台地斜面部(西より)

2.調査前台地斜面部(南西より)
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1.台地斜面造成部(丙より)

2.東側台地造成部(西より)
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1. 059号住居跡(東より)

2. 066号住居跡(南西より)
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1. 067号住居跡(南より)

2. 067号住居跡カマド(南西より)



1.台地斜面造成部航空写真(西より)

2.台地斜面造成部(東より)
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1.先土器時代 第 lユニット遺物出土状況

2.先土器時代 第 1ユニット I群遺物出土状況
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1.先土器時代 第 lユニット II群造物出土状況

2.先土器時代 第 Iユニッ トIII群遺物出土状況
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1.先土器時代 第 2ユニット遺物出土状況

2.先土器時代 第 3ユニット遺物出土状況
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1.生実城跡トレンチ調査状況
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2.北生実村絵図(千葉県立中央図書館蔵) 絵図の下が北
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l.生実城跡Cトレンチ

2.生実城跡Cトレンチ 溝状遺構 3.生実城跡Bトレンチ 溝状遺構
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1.先土器時代 第 1ユニット I群造物 (II) (左表 ・右裏)
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2.先土器時代 第 lユニッ トI群造物(1II ) (接合資料)
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先土器時代 第 1ユニット II群遺物 (I) (上段表 ・下段裏)
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1.先土器時代第 Iユニット III群造物 (II) (左表 ・右裏)
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先土器時代 第 3ユニッ ト造物(1) (上段表 ・下段裏)
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l.先土器時代 ユニット外遺物(左表 ・右裏)

2.純文時代造物(土器 ・石器)
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